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「本当に後悔しないんだな、葵あおい」

「う、うん。……いいよ」

　玉のような汗を全身に纏まとい、荻おぎ山やま葵と見つめ合ったままでもうどれほどの時間が経過しただろうか。

　冷房の効かない屋内は真夏の温度を過分に内包し、じれる俺おれの心をさらに焚たき付ける。

　もはや身体からだの方は我が慢まんの限界に達しようとしていた。

　しかし、どうしてもその次の一歩が踏み出せない。

「でもお前、そんなに辛つらそうじゃないか」

「つっ、辛くなんてない……！　私自身が、望んだことだもん」

　昏こん迷めいに囚とらわれた俺の視し線せんから逃のがれるように、葵は顔を逸そらす。上気した頰ほおが朱あかく、勝ち気な瞳ひとみも弱々しく細められている。頰に伝う雫しずくの跡は、汗か、それとも。

「ねえ、お願ねがい昴すばる。もう、迷いたくないの。こんな時くらい……男の子らしく、して」

　何度目とも知れぬ沈ちん黙もくを破り、葵が上うわ目め遣づかいを向けてくる。ポニーテールの合間から覗のぞく濡ぬれたうなじに、長い髪が幾筋か貼はり付いていた。

　それを見て、小さな罪悪感を覚える。自分にもう少し甲か斐い性しようがあれば、こんな暑苦しい思いもさせずに済んだだろうに。

「男の子らしく……か」

　思えば昔から、同じ事を言われ続けてきたような気がする。幼なじみとして、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな俺の手を握り、葵は口うるさいながらもいろいろ世話を焼いてくれた。いつのまにか身長を追い抜いて、目め線せんの高さが逆転した今も、きっとその関係は変わっていない。

　そうだな。だからこそこんな時くらい、俺の方がリードしてやらないと。葵の決意を、その想おもいを、尊重してやらないと。

「わかった。じゃあ、いくぞ？」

「…………うん」

　きつく、瞳が閉じられる。

　深く息を吸い込んで、止める。肺に溜ためた酸素を全すべて使い切るまでがリミット。自分にそう言い聞かせ、ついに俺は、一線を越えるべく──

「ま、待った！」

　──身体を前に押し出した瞬しゆん間かん、葵の双そう眸ぼうが、唐とう突とつに見開かれた。

「……どうした？」

「大事なこと忘れてた……！　昴、その……ちゃんと、つけなきゃダメよ」

　そしてゆっくり顎あごを引き、視線を下方向へとずらす。

「つける？　何の話だ？」

「え。ちょっと、ほ、本気で言ってるの？」

「本気も何も、とりあえず何をつけるのかがわからん」

「うそ……呆あきれた。こういうときつけるものって言ったら──」

「言ったら？」




「──虫むし除よけの薬に決まってるじゃない！」




「ああ、虫除けか」

　するどく人差し指を突き出され、やっと得とく心しんがいった俺おれはぽんと一つ柏かしわ手でを打つ。しかし葵あおいのやつ、そんなに大きな声を出さなくても良いではないか。通りがかりの人が、驚おどろいて振り向いてたぞ。

　真っ昼間にターミナル駅の改かい札さつ前で妙な注目を浴びてしまい、かなり気恥ずかしい。構内に全然エアコンが効いてないせいもあり、また背中に汗が噴ふき出してきた。

「……他ほかに何があるって言うのよ。あんたこの前の合宿でも、あちこち蚊かに刺されまくって大変だったじゃない。今度こそちゃんと事前にケアしとかないと」

　どうやら葵も衆しゆう目もくに気付いたらしく、続く苦言は幾分トーンを抑おさえてくれる。『この前の合宿』とは、先月行った遠征試合のことだ。言う通り、あの時は油断していて蚊に食われまくり、ひどい目にあってしまった。

「はは、気き遣づかいサンキュ。でも、そのことなら大丈夫。母かあさんにも同じように心配されて、昨日きのう大量に薬セット渡されちゃったから」

「あ……。そ、そっか。そうだよね。なら、良いの。ごめんね呼び止めちゃって」

　なさけない身の上話を披ひ露ろうすると、葵は今度こそ何も思い残すことはないといった風ふうで一歩後ろに足を引き、手を振って別れを告げようとする。

「大した買い物じゃないんなら、待ってても良いんだぞ？」

「ううん、たぶん時間かかるから、今日きようは先に帰って。じゃ、また……来週ね、昴すばる」

　俺たちの最も寄より駅えきは隣となり同士なので、普段ふだんなら同じ電車に乗って帰るのが当たり前なのだが、葵は今日このあと一人ひとりで寄りたい店があるらしい。なんだかこんな瞬しゆん間かんだけ、葵も『女の子』として成長したのだな、ということを実感させられる。

「そか。……なあ、葵」

「ん？」

　──やっぱり、来ないか。明日あしたからの合宿。

　散さん々ざん繰くり返した台詞せりふがまた口から出かかったが、すんでのところで堪こらえる。

「いや、なんでもない。じゃあしばらく留守にするけど、元気でな」

「うん。昴もね」

　たとえ俺おれには気持ちが理解できなくとも、これは葵あおい自身が悩んだ末に出した結けつ論ろんなのだ。尊重し、ただ黙だまって受け入れることにしよう。せめて、こんなときくらいは男らしく。







　俺がコーチとして籍せきを置かせてもらっている慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部が、初の対外試合で惜せき敗はいを喫きつしてから、一週間。

　遠征先から戻ってくると、子どもたちは皆落ち込む時間さえ惜しいとばかりに、さらなる熱ねつ意いでもって厳きびしい練習を望んでくれるようになった。

　そして明日あした。八月三日から、俺たちは部員の一人ひとりである三み沢さわ真ま帆ほの別荘に赴おもむき、海辺での特訓合宿を行う予定となっている。体力作りには打って付けの砂浜。資産家である三沢家別荘ならではの室内設備。そんな恵まれた環かん境きようで行う練習は、子どもたちはもちろん俺にとっても貴重なスキルアップの機き会かいになるだろう。

　それだけに、自分のもう一つの活動場所である非公式バスケ同好会のメンバーであり、昔から共ともにバスケで切せつ磋さ琢たく磨ましてきた幼なじみの葵が頑かたくなに合宿参加を断り続け、結局前日になっても意志を曲げなかったことは、とても残念で仕方がない。

　曰いわく、前回の遠征で勝手な思い込みにより暴ぼう走そうした事を反省し、自じ粛しゆくするのだとか。

　別に俺も部員のみんなも、誰だれ一人葵のことを責めたりしてないのだが、ノーペナルティでは自分の気が済まないらしい。本当に一度言い出したら絶対きかない頑がん固こ者ものなのだった。

　とはいえ、ではもう合宿の存在など気にもかけていないかといえば全くそんなことはなく、本心では同行したくてしょうがないのが顔を見れば明白なのがまた難なん儀ぎである。

「結局、牙が城じようは崩せず仕し舞まいか」

　俺がもう少し上う手まく説得できていれば、葵も心を開いて素直になってくれていたのだろうか。そう思うと、自分の無力さが少し情けない。

　ただでさえ今日きようから向こう二週間、三人目のバスケ同好会メンバーである上うえ原はら一かず成なりが予備校の夏期講こう習しゆうで東京へ遠征してしまうのだ。好きこのんで独りきりになる必要なんて、どこにも無かったのに。

「今晩までに気変わりしてくれれば良いんだけど、望のぞみ薄うすだろうな……」

　午前中に同好会活動一時休止前の練習納めを行い、いつものバーガーショップで一成を送り出してからここ、駅構内で最後の説得を試みたが、結局は空から振ぶり。あとはもう、あいつが自分で考え直してくれるのを待つことしか出来そうにない。

「しょうがない……か」

　ま、嘆なげいてばかりいるのも良くないよな。いつまでも引きずって子どもたちの前で変な顔を見せたら、気を遣つかわせてしまうかもしれないし。

　自らの両頰ほおを挟み込むようにして軽く叩たたき、階段を降りてホームに入ると、真夏の熱気がまるで壁かべのように全身にぶつかってきた。改かい札さつ前もひどい暑さだと思ったが、あれでも多少は空くう調ちようが働いていたらしい。

　天気予報によると、どうやら向こう一週間はこんな晴天が続くとのこと。

　まさしく、絶好の海うみ日和びよりというやつか。

　よし、余計なことを考えるのはもう止やめだ。明日あしたから子どもたちと精一杯遊び、精一杯身体からだをいじめ抜いてくることにしよう。
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　葵あおいと別れ自宅に戻ってすぐにシャワーを浴び、少し休きゆう憩けいしてから宿題、夕食、筋力トレーニングの順でいつも通りのスケジュールをこなしていく。

「一応、荷物のチェックしておくか」

　夜も更ふけ、自室のテレビに映し出されていた野球中継がそろそろ延長枠わくを使い果たそうかという頃ころ。ふと思い立ち、膨ふくれあがったドラムバッグをベッドの上に載せ、中を検あらためる。今回は五泊六日という長旅なので、行き先で困らぬよう万ばん端たんに準備を整ととのえておかなければ。

「えーと」

　多めの着替えやタオルに、歯ブラシ、各種塗ぬり薬ぐすり。子どもたちの規き範はんとなるべく当然勉強道具も持った。胃薬とかはもらえそうな気もするけど一応。コールドスプレーは二本あれば充分だろう。

「あ、せっかく発掘したんだし、アレも持っていかないと」

　おおよそ問題なし、と頷うなずきかけて、思い出す。この前、みんなが自由研究のネタ探しに奔ほん走そうしていると聞いて、何かの足しになればと俺おれが小学生時代に提出したものを押し入れから引っ張り出しておいたのだった。大してかさばらないし、適当に見み繕つくろって詰め込んでおくか。

　善は急げとばかりに、学習机の脇わきに立てかけておいた紙袋に手を伸ばす。

　──ぴんぽーん。

　と、ちょうどそんなタイミングで、階下からうっすらとインターフォンの音らしきものが聞こえてきた。

　こんな時間に、客？　現在我わが家やは専業主婦の母親と二人ふたり暮らしなので、夕方を過ぎてからの訪問者なんて滅多めつたにない。来るとしたらせいぜい叔お母ばの篁たかむら美み星ほし（慧けい心しん女バス顧こ問もん教師・通称ミホ姉ねえ）か、さもなくば──。

「もしかしたら……葵か？」

　結局合宿に行きたくなって、でも電話する踏ん切りが付かなくて、悩んでるうちにここまで来てしまった、とか。うん、あいつならいかにも有ありそうだ。

　推理に自ら頷き、部へ屋やを出て階段を下る。一階に降り立つのと同時にリビングから顔を出した母かあさんを目で制し、サンダルを引っかけドアの前に。

　ふふ、本当に素直じゃないやつだ。たっぷり茶化ちやかしてやりたい気分だが、あまりやり過ぎるとまた怒って意地を張りだしかねないので、ほどほどにしておこう。

　頭を振って、邪じや念ねんを半分くらい追い出してから素っ気ない面おも持もちを作り直し、鍵かぎを外はずしてドアノブを握る。うむ、ひとまずは言い分をしっかりと聞いてやるとしますか。

　対応方針を定め、俺は厳おごそかに扉とびらを押し開けた。

「おいおいどうした、こんな時間に──」




「おー。ごめんね、おにーちゃん」




　……………………なん、ですと？

　むわりとした外気を携たずさえ、突然訪れた予想外という言葉では表しきれないほどの戸と惑まどいに、全身が石像の如ごとく硬直する。

　いつも葵あおいと向き合う目め線せんの高さ、眼下10cmの位置には宵よい闇やみが広がるばかりで誰だれの姿も見受けられない。声が聞こえたのは、もっとずっと下の方から。

　困こん惑わくに捉とらわれたまま、さらに10cm、20cmと恐る恐る見下ろしていく。

「おにーちゃん、ねむかった？　ごめんなさい」

「ひ──」

　すると、ようやく。その少女の全身が、視界の中心に収まった。

　ふんわりとウェーブのかかった柔らかそうな髪。ビスクドールのように整ととのった顔立ちと、白い肌。こちらの肩にも届かぬ小さな体たい軀くをさらにすぼめ、心細そうに上うわ目め遣づかいを向けるその子の名は、

「ひなたちゃんっ!?」

　袴はかま田だ、ひなたちゃん。慧けい心しん女バスのメンバーである、大切な教え子の一人ひとり。

「どどど、どうしてこんな時間にっ？　おうちの人は知ってるの!?」

　激はげしく混乱しながらドアをさらに大きく開いて身を寄せると、ひなたちゃんは怯おびえるように下を向いてしまった。

「あ」

　そこでようやく、彼女の背中におぶさる巨大なリュックサックの存在に気付く。いったい、何が入っているのだろう。明日あしたの合宿で使う荷物かとも思ったが、上うわ蓋ぶたの隙すき間まから可愛かわいらしいうさぎのぬいぐるみがちらりと見えたせいで、変な違和感も覚える。

　まるで、大事な物を手当たり次第鞄かばんに詰め込んで持って来たみたいだな、と。

「……ぱぱとままには、言ってない」

　虫の声にかき消されそうな程ほどの弱よわ音ねで、顔を伏せたままひなたちゃんが答える。嫌いやな予感が、いよいよもって現実味を帯びてくる。

「じゃ、じゃあここにいることは、誰も知らないの？」

　責めてる風ふうに勘かん違ちがいされないよう声を柔らかくしてもう一度質問すると、

「…………」

　しばし、ひなたちゃんはじっと押おし黙だまる。が、少ししてようやく顔を上げ、懇こん願がんするようにこちらを見つめながら探り探りに言葉を紡つむぎ出した。




「あのね、おにーちゃん。ひな、家出してきたの。だから、泊めて？」





＊






「えっと、ツーペア」

「わーい。ひなはね、王様が四人」

　新たに知った事実。ひなたちゃんは、ポーカーが鬼強い。

　衝しよう撃げき的てきな告白を聞いて、ひとまず俺おれは自室にひなたちゃんを招き入れ、トランプで遊びながら互いの気持ちがリラックスするのを待った。

　とはいってもむろん『家出』なんて言葉をそのまま看かん過かできるはずもないので、実際のところは水面下で相応の手回しを進めるまでの時間稼かせぎ、という意味合いの方が大きいのだが。

「あはは、ひなたちゃんには敵かなわないなー。よし、もう一回やる？」

「…………」

「ひなた、ちゃん？」

「………………おー？　もう一回しよう、おにーちゃん」

　部へ屋やに上がってもらうと、ひなたちゃんの表情にはすぐいつもの朗ほがらかさが戻ってきた。だけど、こうしてちょっとした隙すきにたびたび、うわの空で物思いにふけっているような瞬しゆん間かんが訪れてしまうのだった。

　やっぱり何か哀かなしみ、あるいは憤いきどおりを覚えるようなことがあったのかな。

　胸が、つまる。どんなときもにこにこと周りに元気を振ふり撒まいてくれていたひなたちゃんが密ひそかに苦しんでいるなんて、考えただけでもう気が気じゃない。

　早く、なんとかしてあげたいのだが。

「──おじゃましまーす。ひなたちゃん、お風ふ呂ろわいたから、先に入っちゃって下さいな」

　いつ話を切り出すべきか思案しつつ、本日八回目のカードシャッフル。その途中、部へ屋やにノックの音が響ひびき、上じよう機き嫌げんな様よう子すで我わが母親、長は谷せ川がわ七な夕ゆが入って来た。

　……どうやら、なんとか『目め処どが立った』らしい。

「おー。ありがとうございます。でも、ひなはおにーちゃんといっしょでも良いよ？　なゆもいっしょで、みんないっしょも楽しいかも」

　ほっと安あん堵どするのもつかの間。ひなたちゃんがいきなりとんでもないことを言いだす。もちろんこんな無む邪じや気きにも程ほどがある提案、普通であればやんわりと遠回しに却下されて然しかるべきなのだが、

「あら。それは良いわね～。最近、すばるくんってばひどくて、私とお風呂に入るのすっごく嫌いやがるのよ。でも、ひなたちゃんも一いつ緒しよだったらきっと喜んで許してくれるわ。ね？」

　ね、じゃないっつーの……。いかんせん、我が母親は感覚が世間一般とズレすぎていて非常に危なっかしいのであった。てか三人で風呂に入ったら当初の計画が丸つぶれだろうが。いやもちろん計画さえなかったら入りたいとかそういう意味では断じて無いが。

「ご、ごめんねひなたちゃん！　お、俺おれ今から宿題やらないとダメだから……。今日きようの分のページ、まだ終わってないんだ」

　とにかくこの通り母親はまったくあてにならないので、逃げ道は自分で掘り進めるしかない。月並みな理由をでっち上げて、許しを請こう。

「おにーちゃん、悪い子さん。ひなはね、ちゃんと宿題やってきたよ。明日あしたからもできるように、かばんにも入れた」

　えっへんと胸を張り眼をつむるひなたちゃん。まあ実際には、自分も夕方のうちに今日の分のノルマはこなしてあったのだけど。……我われながら真ま面じ目めになったものである。

「あはは、反省します。とにかくそんなわけだから、お風ふ呂ろは一人ひとりで入ってくれるかな？」

「おー。わかった。ひな、ひとりで全部できるからだいじょうぶ」

　頭を搔かきながら頼むと、ひなたちゃんはその場でくるりと一回転してから了解してくれた。







「さて、と。あいつ、あとどれくらいで着く？」

「うふ、すぐ来てくれるって言ってたわ」

　脱衣所の前でひなたちゃんを見送ったのち、母かあさんと共ともにリビングで待たい機き。

「あ、ほら」

　ほんの数分が経過したところで、ロータリーエンジン特有の空気に絡みつくようなエキゾーストノートが屋外からフェードインしてきた。

「おんまたせー。……お、夕食カレーだったの？　やった、持って帰る！」

　ほどなく玄関を抜け、あほみたいに明るい調ちよう子しでリビングに入ってきたのは、叔お母ばのミホ姉ねえ。バスケ部の顧こ問もんであると同時、ひなたちゃんの担任教師でもある人物だ。

　真っ先に現状をお知らせしなければならないのは、もちろんひなたちゃんのご両親に対してなのだが、困ったことに俺は袴はかま田だ家けの電話番号を知らなかった。そこでこいつと密ひそかに連絡を取り、急きゆう遽きよ来て貰もらった次第である。

「はいはーい。今タッパーに詰めるから待ってて。……カレーならホーローの方が良いわね」

「いや母さん、そんなの後で良いから。ていうか明日から合宿なんだし持ち帰っても食う暇ひまないだろうが。……それより、どうだった？　ひなたちゃんのご両親には連絡ついたのか？」

　ベクトルこそ違えど共に超絶マイペースな姉妹の会話を断ち切り本題を急せかすと、ミホ姉はどっかりとソファに腰を落とし、背もたれへ両肘ひじを乗せたまま安あん穏のんに報告する。

「ついたついた。私の親しん戚せきの家に居いるって伝えたらすっかり安心してたよ。ひなパパもひなママも、超大らかだからさ。『コーチさんのご家族になにとぞお礼伝えておいて下さい～』だって。にゃはは」

　そうか……。今もなお、袴はかま田だ家けが大きな不安の中にあるのではないかという懸け念ねんが解消され、少しだけほっとする。

　しかし、まだ完全には気がかりが拭ぬぐいきれない。いつも穏おだやかで笑顔えがおが絶えないひなたちゃんがこんな行動に踏み切った、その理由を確たしかめるまでは。

「ん？　ところでひなは？　もう寝ちゃったの？」

「いや、今入浴中。で、ご両親何か言ってたか。……その、家出のこと」

「んにゃー、ぜんぜん分からないって。二人ふたりとも仕事から帰ってきたら、もういなくなった後だったそーな」

　ミホ姉ねえにもその辺のことを探ってくれるよう頼んでおいたのだが、どうやら空から振ぶりだったようだ。やはり、後でひなたちゃんに直接訊きくしかないか。明日あしたから地元を離はなれる前に、悩み事があるなら解決しておいてあげたいところだし。

「じゃあ、親子喧げん嘩かとかじゃないのか。ご両親には何時頃ごろ送っていくって伝えた？　……すまんな、夜に面めん倒どうかけて」

「にゃはは、昴すばるが謝あやまることじゃねーだろ。余裕見て十一時前くらいになるかもって言っておいた。けど、一応外泊許可も取り付けてあるよん。そうなったときは私も一いつ緒しよに泊まるけどな。害がい獣じゆうからひなの身を守るために」

　害獣って誰だれのことだ、というツッコミはさておき。ミホ姉のくせにそれは有あり難がたい判断だったと言わざるを得ない。……そうだな。許して頂けるのであれば一日早く共同生活を始めて、話を聞いてみたい。ひなたちゃんのあんな寂さびしそうな表情の理由も知らぬまま別れたらきっと今夜は眠れないし、合宿の間中ずっと心配で胃に穴が開いてしまいそうだ。

「そっか。なら、泊まっていってもらえるか？」

「あたりき。つーかもうそのつもりで来てるし」

　犬けん歯しを豪ごう快かいに覗のぞかせる叔お母ばに一礼を返してから、身を反転。そうと決まれば今のうちに、ひなたちゃんの寝室を確かく保ほしておかないと。

「二階の客間でいいかな、母かあさん」

「ええ、もちろん。空気が籠こもっていると思うから、窓を開けておいてね」

「ん、了解」

　こういう時は、母親の大らかさが本当に有り難い。自然と口元に笑えみが浮かんでしまう。




「おにーちゃん、お風ふ呂ろ終わったよ。……おー？　みほしがいる」




　その、直後。俺おれが到達するより先にがちゃりとリビングの出入り口が開き、桃もも色いろに肌を染めたひなたちゃんが軽かろやかに室内へ滑すべり込んできた。

　──下着一丁の上にバスタオルを羽は織おっただけという、ほとんど生まれたままの姿で。

[image: ]

「……ぉ」

　絶句。あまりにも激げき烈れつなショックに表情を繕つくろうことすら忘れ、半笑いのまま俺おれは棒立ちで固まってしまう。

「どうしたの、おにーちゃん？」

　そんな奇怪さも意に介さず、ひなたちゃんはぺたぺたと素足の音をフローリングに響ひびかせ、至し近きん距きよ離りまで身を寄せて俺の手首を握る。そして不ふ思し議ぎそうに腕をぶんぶんと振り回し、その度たびにふわりと揺れるバスタオルの間から、まだ水滴の残る素肌を垣かい間ま見みせ──

「っていつまでジロジロニヤニヤ視し姦かんしてんだこの全日本ロリコン党員が!!」

　──叫び声でハッと我われに返った瞬しゆん間かん。ミホ姉ねえのむこうずねと思おぼしき物体が顔の直ちよつ近きんまで迫っていた。そのまま俺は手加減など微み塵じんもないガチンコ稲いな妻ずまレッグラリアットの餌え食じきとなり、床ゆかに背中を打うち据すえ卒そつ倒とうしかける。

　しかしながら、この時ばかりはミホ姉の判断に俺の方からも礼を伝えたい気分であった。

　ダメだ……。いい加減、バスケ以外の局面でも不測の事態に対する判断力を鍛きたえておかないと、いろんな意味で危険すぎる。殊ことに、ひなたちゃんの前においては。
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　深く反省しながら客間の準備を整ととのえ、階下に戻るとひなたちゃんはミホ姉ねえの膝ひざ枕まくらでうとうとしているところだった。

「ひなたちゃん、二階に行こうか。布ふ団とんの準備できたから」

　瞼まぶたを重そうに震ふるわせる様よう子すに少し申もうし訳わけなさを覚えながら、しゃがみ込んで話しかけると、

「お～。いく」

　短い返事と共ともに、ひなたちゃんはゆっくり立ち上がる。

　ううむ。残念ながら、この様子だと今晩話を訊きくのは難むずかしいかな。と、そう思ったのだが、ミホ姉に手を引かれながら階段を登っているうちに再び元気を取り戻したようだ。

「わーい、お泊まり。おにーちゃんちでお泊まり会」

　歌うような節で、喜びを露あらわにするひなたちゃん。普段ふだんと違う環かん境きように、気分が高こう揚ようしているのかもしれない。それなら、寝付くまでに探りを入れるチャンスもあるかも。

　ただ、言わずもがな俺おれは一いつ緒しよの部へ屋やじゃ寝られないので、あとは全すべてミホ姉頼みになってしまうわけだが。……ま、一応担任教師なんだしその辺は信じて任せよう。

「じゃあ、お休みなさいひなたちゃん。明日あしたから合宿頑がん張ばろうね」

　廊下を進み、客間の向かいにある自室の扉とびらの前で立ち止まって手を振る。風ふ呂ろから上がった後はずっと潑はつ剌らつとした表情を窺うかがわせてくれているものの、家出の理由が解決したわけではあるまい。明日から、みんなと全力で練習に打ち込み、合宿を楽しんでもらえるよう、なんとかミホ姉に心を開いてくれれば良いのだが。

　名残なごり惜しい気持ちを抑おさえ、背中を向けて自分の部屋の戸を開く。

「おー。おやすみなさい」

　とたん、その脇わきをするりと抜けてひなたちゃんが室内に入り、もそもそと俺おれのベッドに潜もぐり込んでしまった。

「……にゃはは。おーいひな、ひなのお布団はこっちじゃないぞ」

　やれやれ仕方ないな、という苦笑で後を追い、枕元に近付いてひなたちゃんの肩を揺するミホ姉。

「こっちじゃない？　じゃあ、こっち？」

　するとひなたちゃんは薄うす目めでベッドの上に立ち上がり、枕を抱きかかえて動かし、頭の向きを逆にする。ああ、それだと北枕……って、そもそもそういう問題でもなく。

「えっとね、ひなたちゃんの寝る場所はここじゃないんだ。隣となりの部屋に布団敷しいてあるから、そっちでミホ姉と一緒に寝てね」

　今度は俺から説明すると、ひなたちゃんはたっぷり五秒近くぼんやり天てん井じようを見上げたまま固まり、言葉を反はん芻すうするようなそぶりを見せるが、やがて。

「ひな、おにーちゃんと寝るよ？」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、ベッドの上にあひる座りとなる。そんな仕し草ぐさがまたちょーかわいくはあったものの……いかん、これは困ったぞ。

「なーひな。ここで寝るのは危ないんだ。ラム肉が大好物のこわーい狼おおかみが出るから」

　ミホ姉ねえが眉み間けんに皺しわ寄せ口にした説得は本来激はげしく抗こう議ぎせねばならぬ内容であったのだが、今は断だん腸ちようの思いで堪こらえる。俺おれとしても、まさかひなたちゃんと二人ふたりきりで同じ部へ屋やに寝るなどというわけにはいかないのである。いやもちろんやましい気持ちなんてこれっぽっちも存在しないが、だとしても社会通念上それはまずかろう。

「ほんと？　わーい、ひな、おおかみさん見たい。じゃあやっぱり、ここで寝る。おにーちゃんと寝る」

　しかし結局のところ同意を得ることは出来ずじまい。……こんなことならちゃんとツッコんでおくべきだった。

「とう」

「あいてっ!?　なにしやがる！」

「すまん、なんかそーゆー気分だった」

「理り不ふ尽じんすぎるわ！」

　そのうえなぜかミホ姉の方から足を蹴けっ飛ばされた。

「それはともかく……えっと、ひなたちゃん。ひなたちゃんはもう六年生だし、どこでだって寝られるよね？」

　苦くるし紛まぎれに俺からも諭さとしてみるものの、何度も窘たしなめられたせいかとうとうひなたちゃんは寂さびしそうに俯うつむいてしまう。

「おにーちゃんは、ひなといっしょだと……ごめいわく？」

　ついにはそんな殺し文句まで漏れ出す始末。保ほ護ご欲よくをがっつり刺し激げきされ、危あやうく『そんなわけない超寝たい！』とか叫びかけてしまった……。

「おい、どうする……」

　困り果てて、顔を見合わせる俺たち。本当になんとしたものか。たとえば俺が隣となりの部屋に移ったところでひなたちゃんも付いてきてしまうのがオチだろうし、これ以上強く拒絶して本気で嫌いやがっていると勘かん違ちがいさせるわけにもいかないし。

「仕方ねーな、こりゃ」

　このまま永遠に当とう惑わくの時が流れ続けるのかと悩んでいたところ、ミホ姉がやおら顔を上げる。

　何やらとても重い決断を胸に抱いているかのような、硬い面おも持もちで。







「……なんだってこんなことに」

「つべこべ言うな。私だって不本意なんだ」

　結局、就しゆう寝しん場所は俺おれのベッドになった。

「わーい、おにーちゃんといっしょ。みほしとも、いっしょ」

　三人共ともが、である。

　つまるところ枕まくらに向かって左端にひなたちゃん、右端に俺が陣取り、その真ん中でミホ姉ねえが国交を断絶する関所の役割を果たすわけだ。

「あーあーこの歳としで甥おいと添い寝とか、恥ずかしくてご近所さまに顔向けできねーよ……」

「こっちの台詞せりふだばか！　お前絶対このこと外に漏らすなよ……」

「死んでも喋しやべるか。てかお前おかしなことしたら十二回殺すかんな」

「せんわ！」

　得えもいわれぬ居い心地ごこちの悪さで散さん々ざん罵ののしり合ってから、ミホ姉に背を向ける。消灯された室内。チクタクと規則正しく刻まれる時計とけいの音が耳にこびりつき、カーテンの隙すき間まから漏れ入る月明かりがやたら目め障ざわりだ。

　普段ふだんなら気になりもしない些さ末まつ事ごとが、あれやこれやと心に引っかかってしまう。

「……もう寝ちゃったな、ひな」

　無む理り矢や理り眼を閉じ眠気を強制召しよう喚かんしていると、ミホ姉の囁ささやき声ごえ。耳を澄すませば、確たしかに背後からすぅすぅと穏おだやかな吐と息いきが聞こえる。

「あんまり、泊まってもらう意味なかったかな。結局心配事、聞き出せなかったし」

「そーでもないんじゃないか？」

　溜ため息いき混じりに漏らした嘆なげきに、ミホ姉は軽い調ちよう子しで答える。根拠もなく慰なぐさめてくれたりなんか絶対しない奴やつからの意外な言葉に、俺は思わず寝返りを打ち、顔を向け直す。

「どうして、だ？」

「ほれ。……見なよ、幸せそうな顔しちゃって。私は実際に確かめたわけじゃあないけど、お前の言う通りひなに悩み事があったんなら、こんな風ふうには眠れないはずさ。もし、一人ひとりきりだったらね」

　半身を起こしたミホ姉の奥には、ひなたちゃんの安心しきった寝顔が見えた。

　言う通り、傍そばに居いてやれるだけでほんの少しくらいは役に立てているのかな。だとすれば、嬉うれしいんだけど。

「朝、話聞けると良いな。出来れば合宿前に、楽にしてやりたい」

「にゃはは、焦あせることないだろ。私たちと一いつ緒しよにいるだけでもリラックスできるんなら、明日あしたからはもっと大丈夫だ。だって、今度はみんなが一緒なんだし」

　はは、確かにその通りだ。なんだか胸のつかえが取れたような気がして仰あお向むけになると、一気に眠気が体を包みだす。

「……来てくれて助かったよ。おやすみミホ姉ねえ」

「ばーか、お前のためじゃねーよ。さっさと寝ろ寝ろ」

　そんなやりとりを最後に、俺おれたちも会話を止やめて夜に身を任せる。

　しかし、本当に何年ぶりだろうな。ミホ姉と肩を並べて眠りにつくなんて。







「そうだった……」

　そして数時間後。俺は記き憶おくの奥底にしまい込んでいた、とても重大な事実を再さい認にん識しきさせられる羽は目めになる。

「にゃはは……昴すばるめ、ずいぶんと我が慢まん強くなった……じゃんか。うりうり」

　異常な息苦しさを感じて深夜に眼を醒さましてみれば、首筋に絡みつく一本の腕。ミホ姉が、眠ったまま俺にスリーパーホールドを極きめてやがった。どれだけ暴あばれたのか、いつの間にやら自分の身体からだはベッドの中心にあり、ミホ姉と位置関係がそっくり逆転している。

「ぐ、ご……」

　声も出せない圧迫感に苛さいなまれる中、まざまざと蘇よみがえってくる負の記憶。そういえばこいつ、冗じよう談だんみたいに寝相が悪いんだった。そのせいで幼き俺は何度も三さん途ずの川かわを渡りかけ、何があってもミホ姉とだけは同じ布ふ団とんで寝てはいけないと自らに訓くん告こくしておいたはずだったのに……。

　誓いをうっかり忘却してしまったことを深く後こう悔かいするも、時既すでに遅し。

「ほーれ、言ってみろよ……まいったって。言っても止めないけどな、にゅふふふ」

　規格外のパワーを内包した細腕と、後頭部にごりごりと当たる薄うすいまな板──もとい胸板に挟まれ、俺の口が意志とは無関係に、まるで酸素不足の金魚のごとくぱくぱくとあえぎ出す。

　もういっそのこと気絶して楽になってしまいたいくらいなのだが、ミホ姉ときたら時折腕を緩ゆるめじらしにかかりやがるので始末に負えない。無意識下においてもこの嗜し虐ぎやく性せい。こいつ、間違いなく真性のドＳである……。

「みゅー。おにーちゃん……」

　と、全身に脂あぶら汗あせを浮かべていたところに更さらなる試練が我わが身みを襲おそう。なんと今度はひなたちゃんがこちらに転がってきて、俺の顔にはっしとしがみついてしまったのだ。

「ふ、ご……!?」

　そしてあろうことかナイトドレスの裾すそを持ち上げ、その中に俺の頭を押し込み、おへそを直接鼻に押しつけてきたことでパニックは最さい高こう潮ちよう……！

「くらえー……ひなの新しん技わざ……こあらあたっく・回かいだぞー……」

　つきたての餅もちのような柔らかさと弾力を備えた感触に顔全体を包みこまれ、脳内が『!?』で満たされたところで、ついにフィニッシュ・フォールドが繰くり出された。鼻先に密着したおへそが、俺を天界へと誘いざなわんばかりに緩やかな円周運動を開始。ぐいぐいと押しつけられるひなたちゃんのおなかに、口呼吸の機き会かいすらをも半ば略りやく奪だつされる。

　こうして、まさに生いき地じ獄ごくとしか言いようのない惨さん状じように捕まったまま、練習合宿前日の夜はゆっくりと更ふけていくのであった……。
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　早朝、階下から響ひびく物音に眼めを醒さまし、寝不足でぼやけた頭を細かく振る。

「くそう、理り不ふ尽じんだ……」

　昨晩あれだけ派は手でに暴あばれていたというのに、朝起きてみればミホ姉ねえもひなたちゃんも定位置でお行ぎよう儀ぎよく寝息を立てているのだからどうしようもない（ちなみに俺おれの身体からだは床ゆかに転がっていた）。後から抗こう議ぎしたところで、二人ふたりにとっては言いがかりにしか聞こえないだろう。……泣き寝入るほかは仕方なさそうだ。

　しかし母かあさん、今日きようはまた馬ば鹿かに朝早くから家事に勤いそしんでいるんだな──と一いつ瞬しゆんだけ首を捻ひねったが、すぐに思い出す。

「あ、違う。智とも花かが来たんだ」

　今日はこの後女バスのみんなと合宿に向かうわけだが、その前に日につ課かである智花との早朝練習もちゃんとやろうという約束になった。それで、集合に遅れないためいつもより早めに来てくれるよう頼んでおいたのだった。

　いけない。ということは、自分から呼びつけておいて智花を待たせてしまっているんじゃないか。ミスに気付き、もやがかった脳が完全覚かく醒せい。急いで服を着替え、室外に飛び出す。

「ごめん、お待たせ智花！」

「あ、おはようございますっ！　全然待ってません、大丈夫ですっ」

　飛ぶように階段を降りると、はたして玄関に立っていた智花はこちらを見上げ、にっこりと微笑ほほえんでくれる。

「おはよう。体たい調ちようはどう？」

「はい、とっても元気です！　……合宿が待ち遠しくて、夜はなかなか眠れませんでしたけど、えへへ」

　照れくさそうにはにかみながら、肩に掛かった大振りなスポーツバッグの位置を直す智花。服装は既すでに運動に適したＴシャツとスパッツ姿で、可か憐れんな顔つきとのギャップがかえってスタイリッシュに映る。

「じゃ、早さつ速そく練習始めようか。いつも通り、俺はまず走ってくるから、その間シュート練習しててね」

「はいっ！　今日もよろしくおねが……………………ふぇ？」

　両手を握り、下方向にぴんと腕を伸ばしながら元気よく返事してくれる智花。が、その途中で不意に視し線せんを俺おれから奥の階段の方に移し、肝きもを抜かれたように呆ぼう然ぜんと動きを止めてしまった。

「ん、どうかした？　……あ」

　何事かと思い振り返れば、そこにはおぼつかない足取りで眼めを擦こすりながら、俺の枕まくらを片手に段を降りてくるひなたちゃんの姿が。

「おはようございます。おにーちゃん、もう起きちゃうの？　ひな、もっといっしょに寝たい」

　ひなたちゃんは俺の近くまでやって来るや、そう言って腰にぺたんと貼はり付き、

「おー、ともかだ。おはよーともか」

　ようやく玄関に立つ来訪者の存在に気付いた様よう子すで、挨あい拶さつを交わそうとする。

「ふぇ…………え……え…………あ……お…………っ」

「あ、いや。実はさ智とも花か、昨日きのうちょっと……」

「おおおおおお邪じや魔ましました────────────────っ!?」

　それを見てえらく驚おどろいた様子だったので事情を説明……しようとしたのだが、智花は話を聞ききる前に叫び声をあげながらＵターン。そのまま外に飛び出して行ってしまった。

　……うーむ。本日のロードワークは智花の捕ほ獲かくで代だい替たいせねば。
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　起き抜けに全力ダッシュしたかいあって、家を出て数分でなんとか智花の確かく保ほに成功。昨日からの顚てん末まつを話したところ、おおよその事情は伝わり「何があったんでしょう……」とひなたちゃんを気き遣づかってくれた。安あん堵どした俺は智花へ先にウチまで戻ってひなたちゃんの面めん倒どうを見てくれるようお願ねがいし、改めてロードワークを開始した。

「ふぅ。……お、感心感心」

　そんなこんなでいつもより若じやつ干かん長めの距きよ離りを走り終え自宅まで戻ってくると、庭先で二人ふたりが仲良くシュート練習に勤いそしんでいた。

「うん、今の感じっ！　すごいねひなた、ミドルシュートもちゃんとリングに届くようになってきたよ！」

「ともかたちの、おかげさま。でも、まだあんまり入らないから……むねん」

　智花に褒ほめられて半分嬉うれしそうに、でも半分はさらなる向上心に焚たき付けられた様子でリングを見み据すえるひなたちゃん。うんうん、やる気十分で素す晴ばらしい。

「大丈夫。フォームもしっかりしてきたし、練習を続けていけばすぐ入るようになるさ」

「おー？　おかえりなさい、おにーちゃん」

「あっ、お疲れ様です昴すばるさん！」

　俺おれからも声をかければ、二人ふたり共ともが跳はねるように駆かけ寄ってきてくれる。こんな風ふうに労いたわってもらえると、なんだか一気に地道な努力が報むくわれた気分になるから我われながら現金なものである。

「よし、じゃあ今度は俺も混ぜてくれるかな。今日きようはひなたちゃんも一いつ緒しよだし、コンビネーションプレーの練習を頑がん張ばってみようか」

　智とも花かが用意しておいてくれたのであろう、軒のき下したのベンチ上で真四角に畳まれたタオルを会釈しつつ手に取り、顔を一ひと拭ふき。それから二人へ交互に眼を向け、練習メニューを打診すると、

「はいっ、ありがとうございます！　是ぜ非ひよろしくお願ねがいします！」

　智花は背筋を伸ばして健すこやかに返事。ひなたちゃんもにこにこ顔で頷うなずいてくれた。よし、なら早さつ速そく始めますか。

　三人でミーティングした結果、まずはひなたちゃんにボールサイドカット──ワンツーパスからシュートに持っていく動きを練習してもらうことに。

「いくよ、ひなたちゃん。さあ、ドリブルで抜けるかな」

　ディフェンス役についた俺は、ゴールから５ｍほど離はなれた位置でひなたちゃんと向き合う。

「おー。ちょっとむり。だから、パスする」

　詰め寄られ、躱かわしきれないと踏んだひなたちゃんは右サイドからゴールを狙ねらっていた智花にボールを委ゆだねる。マークマンが眼を離してしまっていたせいで、現在智花はフリー（という設定）だ。

　このままでは易やす々やすと智花にシュートを決められてしまう。そこで俺はボールを手放したひなたちゃんのマークを外はずし、仲間を援護するヘルプディフェンスで智花の方に向かう。

　すると今度はひなたちゃん自身がノーマークに。その隙すきを突いて、ひなたちゃんは一いつ直ちよく線せんにゴール下へ走り込む。よし、良いタイミングだ！

「いくよひなたっ！」

　一いち瞥べつするや、すかさず智花はボールをリターン。バウンドパスで俺の足もとを抉えぐり、ひなたちゃんの到達予測地点に絶妙な高さでアシストを送る。

　ここまでは完かん璧ぺきだ。あとはひなたちゃんがボールをキャッチしてランニングシュートレイアツプを決めることが出来れば──




「ね、姉ねえ様っ！」




　──見事な連係プレーが完成、というまさに一歩手前。

　我わが家やの庭に、切迫感で満ちた叫び声が響ひびいた。

「ぁ」

　それに驚おどろいたのか、ひなたちゃんはびくりと肩を揺らしてたたらを踏む。結局ボールは小さな手をすり抜け、仮想コートの外まで転がり出てしまった。

　小学生用の五号球が土の上を数回弾み、塀へいにぶつかって止まる。

「……え？」

　と、ボールの行き着いたちょうど真上。そこには外の道路側から長は谷せ川がわ家けの塀に両手をかけ、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで顎あごより上だけを覗のぞかせている、子どもの姿が在あった。

「っ！」

　呆あつ気けにとられていると、その子は片足のつま先を塀の上に引っかけ、強く息を吐きながらコンクリート壁を乗り越え、庭に飛び降りてきた。

　華か麗れいな着地を決め、俺おれたち……いや、俺だけを鋭するどく睨にらみ付けてくる瞳ひとみに、まったく見覚えはない。近所に住んでいる子どもなら、顔くらいは知っているはずなのだが。

　というか失礼な話、性別すら判然としなかった。大きな瞳やきめ細やかな肌は少女のものにしか見えないものの、それを飾るラフにカットされたショートヘアと紺こん色いろのボタンシャツなんかは男の子のファッションみたいだし、身長も智とも花かより10cmは高い。いやしかし、細身のクロップドパンツから覗く細くて真っ白な足首からしてやっぱり女の子か。なんだか中性的で、不ふ思し議ぎな美しさを携たずさえた子だ。

「ええと、君は──」

「動かないでください誘ゆう拐かい犯はんっ！」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに困こん惑わくして歩み寄ると、その子はいきなり背中から細長い棒（よく見たらソプラノリコーダーだ）を抜き、俺に向けて突き出した。

　……って、え。ゆ、誘拐犯？

「ぶー。なにしにきたの？」

「も、もちろん助けに来たのですっ！　さあ早くこちらに！」

　戸と惑まどいの中、更さらなる混乱が重なる。それまでゴールの真下に立ち尽くしていたひなたちゃんが、口先をすぼめ、糾きゆう弾だんするような声こわ音ねでもってその子に呼びかけたのだ。もしかして、面識があるのだろうか。

「え……あ、あの……ええとっ……」

「ひなたちゃん。この子は、知り合いなの？」

　急展開に状況が飲み込めない様子の智花の声に被かぶせて問いながら、俺はもう一歩前に足を進める。すると少女は再びこちらを強く睨み付けて、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を前にしたかのような勇ましさで名乗りをあげた。

「知り合いなんて……そんなちっぽけな関係ではありません！　私はひなた姉ねえ様の忠実なる妹、袴はかま田だかげつです！　さあ早く姉様から離はなれてくださいっ！」
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　依然として状況は摑つかめていなかったが、現れた少女──かげつちゃんがひなたちゃんの実の妹となれば放っておくわけにもいかず、俺おれはなんとか矛ほこ（リコーダー）を納めてくれるよう説得して智とも花かたち共とも々どもリビングに招き入れた。

「あれ？　かげつじゃん。にゃはは、どした？　遊びに来たのか？」

「えっ？　篁たかむら……先生？」

　直後、予想してなかった方向から俺の誘ゆう拐かい犯はん疑ぎ惑わくはあっさり解けた。聞けば、かげつちゃんもひなたちゃんと同様慧けい心しん学がく園えんに通う小学五年生で、学内行事の折何度かミホ姉ねえと顔を合わせたことがあるそうなのだ。だからソファを占領し我わが物もの顔がおでテレビを視し聴ちようしていた不良教師の姿を見たとたん、毒気を抜かれたように大人おとなしくなってくれた。

　落ち着きを取り戻した俺たちは、ひとまず全員で朝食を囲むことに。想定外な客人が一人ひとり増えてしまったが、母かあさんは慌あわてることなく笑顔えがおで全員分の食事を潤じゆん沢たくに用意してくれた。いや、正せい確かくにはただ単に日ひ頃ごろから作りすぎなだけなのだが。

「ええと……」

　何やら非常にぎくしゃくした様よう子すの袴はかま田だ姉妹という存在もあり、最近にしては珍しく沈ちん黙もくしがちな食卓。さて、どう話を切り出したらいいものか。訊ききたいことなら山ほど有あるはずなのに、緊きん張ちように押されて上う手まく言葉が紡つむげない。

「ひな、もしかしてかげつとケンカして家出したのか？」

「……かげなんか、もうしらないもん」

　こんな場面では、ミホ姉の『空気読まない』スキルが逆に有あり難がたかったりもするわけで。『読めない』のではなく『読まない』という点が非常にタチ悪いのだが、おかげで事実関係が予想通りであることをあっさり知ることが出来た。

「ね、姉様っ」

　ぷくーと頰ほおを膨ふくらませる姉を見て、かげつちゃんはいたく傷ついた様子だ。今にも泣き出しそうな表情から、ひなたちゃんのことを強く慕したっているのがわかる。どうやら正確にはケンカではなく、一方的にひなたちゃんがかげつちゃんに対し怒っている、と言うべきなのかもしれない。

　しかし、それにしたって驚おどろきだな。ひなたちゃんがこんな風ふうに拒絶を示す姿なんて、想像すらしたことが無かっただけに。

「かげつ～。いったい何やらかしたんだ？　にゃはは、早く謝あやまっちゃえよ」

　当惑しきりで口が回らない俺と智花をよそに、ミホ姉はフォークの先端をかげつちゃんに向け、ひよひよと揺らす。さすが仲立ちは巧たくみで、なるほど教師の面めん目もく躍やく如じよといった感じだ。行ぎよう儀ぎの悪さでプラマイゼロだけど。

「で、でも私は何も間違ったことなんて言ってません！」

　せっつかれ、かげつちゃんは勢いよく椅い子すから立ち上がって抗こう議ぎする。

「けど、ひなが怒るなんてよっぽどじゃんか。それはかげつが一番よくわかるだろ」

　あくまで笑顔えがおで受け流しつつ、異議を挟み込むミホ姉ねえ。俺おれとしても、その意見には完全同意だった。

「だ、だって。だって姉様…………『海に行く』なんて仰おつしやるんですよ！　そんなの力ちから尽ずくでも止めるしかないじゃないですか！」

「……え？」

　やっとのことでかげつちゃんの口から語られた諍いさかいの種に、俺と智とも花かはどちらからともなく顔を見合わせてしまう。なにしろ……本気で意味が分からなかった。

「海……。そ、それがケンカした理由だったのかい、ひなたちゃん？」

「おー。かげってばひどいんだよ。ひなのこと、閉じ込めようとしたの。だから、家出したの」

　さらに詳しく話を聞いてみたところ、どうやらかげつちゃんは海でひなたちゃんが波にさらわれ溺おぼれてしまうのではないかと心配でたまらなくなったらしい。そこで合宿行きを辞退してくれと懇こん願がんしたものの、姉は聞く耳持たず。かくなる上はと無む理り矢や理り家の中に軟禁しようとし、怒ったひなたちゃんがこっそり脱走しここを訪ねてきた。

　それが、今この時に至る経けい緯いのようだ。

　ちなみにかげつちゃん、我わが家やの場所はひなたちゃんの携けい帯たいに内ない蔵ぞうされた『ここだよＧＰＳ』機き能のうで突き止めたらしい。五年生とは思えないほど積せつ極きよく性せいを備えた子だ。それに少し硬い口く調ちようや大きな背せ丈たけなど、第一印象だとあまりひなたちゃんとは似ていない気がする。ただ、瞳ひとみの色形だけはうり二つなので、血が繫つながっているのは間違いなさそうだけど。

　……って、のんびり観かん察さつしている場合ではなかった。家出の原因が合宿ともなれば、俺だって無関係じゃない。確たしかに海は細心の注意が必要な場所ではあるものの、それが理由で参加自体を取りやめさせるというのはいきすぎだろう。

「えっと、かげつちゃん。大丈夫だよ。俺も注意してみんなのこと見てるし、それにミホ姉……美み星ほし先生だって付きそいで来てくれるんだから」

　微笑ほほえみながら約束すると、かげつちゃんは言葉に詰まった様よう子すで唇を嚙かむ。

「先生が一いつ緒しよなのは、確かに知りませんでしたけど……。だって姉様、ぜんぜんお話ししてくれなかったから……」

「にゃはは、ならもう問題ないじゃん。それに真ま帆ほんちにいるメイドさんも一緒なんだろ、なー智花」

「は、はいっ！　あ、あのねかげつちゃん。久く井い奈なさんっていう、すごい方も付き添ってくださるそうだから、きっと大丈夫だと思うな……」

　説得のクロスファイア。これではさすがに文句の付けようがなくなった様よう子すで、しぶしぶながらかげつちゃんは「なら、良いんですが……」と首を縦たてに振ってくれた。

「ふー、良かった良かった」

　俺おれも智とも花かも、そこでやっと笑顔えがおに。母かあさんとミホ姉ねえはもともと上じよう機き嫌げんだし、遅まきながら我わが家やの食卓に潤うるおいが戻ってきた。

「ぶー。ひな、溺おぼれたりしないもん。泳ぐの、じょうずだもん」

　ひなたちゃんだけはまだ若じやつ干かんおかんむりみたいだったけど、これくらいなら微笑ほほえましく見ていられる範はん囲いなので、もう大丈夫だろう。

　それにしても、過か保ほ護ごでしっかりものの妹に、天てん衣い無む縫ほうでマイペースな姉か。あはは、なんだか面おも白しろい姉妹だな。
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　かくしてなんとか姉妹喧げん嘩かは収しゆう束そく。ミホ姉のクーペに無む理り矢や理り全員で乗り込み、かげつちゃんを袴はかま田だ家けに送り届けてから、その足で真ま帆ほの家に向かう。

「おはようございますっ。……あれっ？　ひなちゃんも長は谷せ川がわさんたちと一いつ緒しよに来たの？」

　まるまる全すべてが三み沢さわ家けの敷しき地ちだという広大な丘の頂上まで登り、駐ちゆう車しや場じようで車を降りると、木陰で待たい機きしていた香か椎しい愛あい莉りが麦わら帽子を押さえながらこちらに身を寄せ、小学六年にして俺とあまり変わらないほどの希け有うな長ちよう軀くを不ふ思し議ぎそうに屈かがませた。

「おー。きのう、おにーちゃんちに泊まった」

「なにー！　ずるいぞヒナっ！」

「そうなの？　ふふ、トモに怒られちゃうわよ？」

「お、怒らないよぅ……」

　少し遅れて二つ結びにされた栗くり色いろの髪を振り回しながら真帆、さらには眼鏡めがねと三みつ編あみがよく似合うみんなのまとめ役、永なが塚つか紗さ季きもやって来て、これで慧けい心しん女子バスケ部が全員集合。すぐにいつも通り、仲良さそうに五人でじゃれ合う姿を見せてくれる。

「お疲れ様でした、もっかんさま、すばるんさま、みー……篁たかむら先生」

「にゃはは、みーたんで良いよ。今日きようからよろしく！」

「恐きよう縮しゆくでございます。こちらこそよろしくお願ねがい申し上げます。……では、よろしければ早さつ速そく出発いたしましょう。あちらにワゴン車を用意してありますのでどうぞお乗り下さい。みーたん先生のお車は、私どもでお預かりさせて頂きますね」

「さんきゅ！　よろしくねん」

　最後にエプロンドレス姿の麗れい人じんが歩み寄り、まっすぐな黒髪が地に付きそうなほど深くお辞じ儀ぎして下さる。今け朝さも話に出た通り、今回は真ま帆ほの世話係である久く井い奈な聖ひじりさんが合宿中ずっと帯たい同どうして下さることになっていた。なんとも有あり難がたい話である。

　俺おれからも感かん謝しやを伝え、一団でワゴン車の許もとへ。まずは荷物を積つむべくバックドアを開くと、中を見た紗さ季きが訝いぶかしんで問う。

「え。……ちょっと真帆、なにこの異常な大荷物？　多すぎでしょ、いくらなんでも」

「いーじゃん別に。ちゃんと全部積めるしっ」

「行き先あんたの別荘だし悪いとは言わないけど……。一体何が入ってるの？」

「いろいろ！　飼育ケースとか、カブトムシの餌えさとか。たくさんコンチュー捕まえて自由研究の観かん察さつ日記付けるんだっ！」

「カブトムシ？　どこで捕まえるつもり？　あの辺、外出たらすぐ海じゃない」

「もちろん周りの林に決まってんじゃん。いっぱい木あったでしょ？」

「あのね……。別荘の周りにあるのって防砂林──松林じゃない。松にカブトムシなんか絶対来ないわよ？」

「うそん!?　マジで!?」

　などと微笑ほほえましいやりとりをＢＧＭに、順じゆん調ちよう極きわまりなく準備は完了。

　一斉に乗り込んだ全員の期待を乗せて、ワゴン車は走り出す。

「良かったね、ひなたちゃん。かげつちゃん許してくれて」

「おー。学校に行く用事も代わってくれた。ひな、やっぱりかげのこと、好き」

　ちょうど隣となりのシートに腰掛けたひなたちゃんの頭をぽんと撫なでると、いつも通りの翳かげりないにこにこ顔が返ってきた。

　うん。イレギュラーなトラブルもなんとか出発前に解決できたし、これでみんな心置きなくバスケにも遊びにも、ついでに宿題にも、しっかり集中できそうだ。

　絶対、良い合宿にしよう。太陽がさんさんと降り注ぐ住すみ慣なれた街を車しや窓そうから見下ろしながら、俺は密ひそかにそんな決意を燃もやした。
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「あーもう何やってるんだろ私……」

　閑かん散さんとした慧けい心しん学がく園えんの駐ちゆう車しや場じようの隅すみで、荻おぎ山やま葵あおいは自じ己こ嫌けん悪おにうちひしがれていた。

　練習合宿には行かないと大おお見み得えを切っておいて、後ろ髪を引かれるようにこんな所までやって来てしまった。しかも、結局昴すばるたちミニバス部の面々とは合流できず仕じ舞まい。素直になれず一方的に参加を辞退した挙げ句の独ひとり相撲ずもうでは、むなしさもひとしおである。肩に掛けたドラムバッグの重さが骨ほね身みに沁しみる。

「そもそも、集合場所がここだったのかすら怪あやしいのよね、よくよく考えてみれば……」

　先月練習合宿に向かった折はこの場所から全員で旅立ったわけだが、それが今回も同様とは限らないことにようやく葵は思い至った。行き先を鑑かんがみれば、三み沢さわ家けなどに向かう方がよほど正しい選せん択たくだったのではないだろうか。

　そんなことにも気付けぬほど視し野や狭きよう窄さくに陥おちいってしまっていたとは。相変わらずの悪い癖くせだ……。なんだかもう、笑えてすらくる。

「帰ろ」

　踵きびすを返し、歩き出す。停留所の前で立ち止まり時刻表に眼を走らせると、次のバスが来るまで二十五分もある。もう何度目かも分からない溜ため息いきが、自然と漏れた。

　ベンチに腰掛け、所しよ在ざい無い気分を紛まぎらわすように足をぶらぶら振ってみる。夏の直射日光が真上から降り注ぎ、じりりと葵の肌を焼く。もっとも、海水浴に備え日焼け止めはたっぷりと塗ぬってきたので、紫し外がい線せんの心配はしなくても大丈夫そうであったが。

　そしてその事実がまた、葵の気恥ずかしさを増長させるのであった。

「……ん」

　いたたまれなくなって腰を上げた葵は、学園とは逆の方に顔を向けた。ちょっと、あっちに行ってみようか。もちろん徒歩で帰るつもりなど無かったが、じっとしていると陽気に心を折られそうだ。時間は無む駄だに余っているし、せめてこの辺あたりの散策でもして暇ひまを潰つぶそう。そんな軽い気持ちで、頭に乗せたベースボールキャップを目ま深ぶかに被かぶりなおす。

　田んぼの間を貫つらぬく一本道を抜けると、まもなく十字路に当たった。向かって右には低い山々や神社の鳥居などが窺うかがえ、まっすぐ進めばしばらく田園風景が続きそうだ。

　どちらに向かうか迷っているうち、無む意い識しきに肩が右側に開く。神社まで行って戻ってくればきっと時間も頃ころ合あいになるし、せっかくだから観かん光こうとはいかないまでも目的地のひとつくらい有あった方が良い。

「……あれ？」

　そう思って一歩踏み出した葵の足が、ぴたりと止まる。

　──とん。──とん。

　遠くから、風が稲いな穂ほを揺らす音に混じって聞こえたその響ひびきに、吸い寄せられるように。

「これって、もしかして」

　気付けば葵あおいは、身体からだを反転させ神社とは逆方向に歩き出していた。視界の先には、白い一戸建ての民家が見える。そこへ近付くにつれ、独特のリズムは音量を増していく。

　だんだんと早足になる葵。辿たどり着いた邸宅はかなり大きく、特に広々と確かく保ほされた庭が印象的だった。多少の利便性を我が慢まんして、街の郊外で悠ゆう々ゆうと過ごすことを選んだ家族が住んでいるのかもしれない。だとすれば、それは葵にとっても賛成できる考え方のような気がした。

　自分も将来結婚したら、そんな生活がしたい──。

「……っ!?」

　激はげしく頭を振る。結婚なんて、そんな。相手もまったく想像…………できないのに、飛ひ躍やくした妄想に囚とらわれて馬ば鹿かではなかろうか。

　人様の家を覗のぞきに来てしまったことを含め、たちまち自分という存在の全すべてが恥ずかしくなり、葵は立ち止まる。

　やっぱり、バス停まで戻ろう。音の正体がなんであれ、おかしな真ま似ねをしてはいけない。

「あ」

　そう思って再度方向転換しようとした瞬しゆん間かん。ついに葵は、それを見つけてしまった。

　玄関に至る歩道に併へい設せつされたガレージの外がい壁へきに、かなり使い込まれたバスケットボールのゴールが備え付けられていたのである。

　そしてそのリングの下には、何度も黙もく々もくとシュートを打ち続ける一人ひとりの少年の姿が。

　背格好からすると、小学校高学年くらいの男の子だろうか。葵の立ち位置からは横顔しか見えないが、それでも気迫が伝わってくるほど少年は練習に没頭していた。短めの逆さか立だった髪から、ジャンプシュートを放つ度たびに汗の雫しずくがはじけ飛ぶ。

　やはりあの音は、バスケットボールが大地に弾む音だった。

「……ナイス、シュート」

　直前の決意も忘れ、葵はしばし立ち止まり見入ってしまう。少年の技術が優すぐれていたことも理由の一つだが、何よりそのひたむきさに惹ひかれた。

　だって、つい重ねてしまうのだ。少年の小さな体と、葵と共ともにバスケの道を歩んできた幼なじみの昔の面おも影かげを。

「………………なんか用、おねーさん？」

「えっ!?　あ！　う、ううん……そのっ！」

　と、不意に少年が首を捻ひねってこちらを見る。どうやらだいぶ前から傍ぼう観かん者しやの存在に気付いていたらしい。訝いぶかしげな視し線せんに追い詰められるように葵は片手で口元を押さえ……そこで初めて、自分の顔がなんともだらしない笑えみで緩ゆるみきっていることに気付かされた。これでは疑う余地もなく不ふ審しん者しやである。

「ち、違うの！　わ、私は……その、やってるの！　バスケを！　わ、私も！」

　文法を支し離り滅めつ裂れつに乱しながら必死で身の上を説明する葵あおいに、少年は右手でドリブルを続けたまま値踏みするような視し線せんを送る。

「やってる？　おねーさん、バスケ部なの？」

「そ、そう！　……あ、ううん、正せい確かくには違うんだけど、えっと……元、バスケ部？」

「なんだ、元かよ」

「で、でも今も部活じゃないけど……やってるよ、バスケ！　それで偶ぐう然ぜんここ通ったら、すごく上う手まい子が練習してたからさ！　つ、つい見み惚とれて立ち止まっちゃったんだ。……ご、ごめんね邪じや魔ましちゃって」

　さらに釈明を重ねると、『上手い』という単語の所で、ぴくりと少年の片かた眉まゆが上がった。

「ふうん。……見る目はあるみたいじゃん」

「う、うんうん本当にびっくりしちゃった！　私高校一年なんだけど、キミと勝負したら勝てないかもって思ったよ！　というわけで怪あやしいものじゃないんです！　ごめんねっ！」

　この機きを逃のがしてはならぬと一気にまくし立て、葵は軽かろやかに手を挙げその場から立ち去ろうとする。

「待ちなよ」

「あう……。え、ええと。何、かな？」

　しかし、残念ながら見逃してはもらえなかった。やはり、変人として親に通告すべき、とでも思われてしまっているのだろうか。少年の押し殺した口く調ちように厄やつ介かい事ごとの気配けはいを感じ、葵は祈るような気持ちで再度向き直った。

「あのさ、おねーさん。『かも』じゃないよ」

「え？」

「勝てない『かも』じゃないでしょ。俺おれ、もう誰だれにも負けるつもりなんかないから。おねーさんにも、絶対勝つ」

　ああしまったなぁ、と葵は内心で嘆なげく。少年を立てるのが目的だったのだから、確たしかに手放しで褒ほめてあげるべきだった。仮定の単語など、混ぜ込む必要なんて無かったではないか。

「ご、ごめんごめん！　そうだね！　勝てるわけ無いよ私なんかにっ」

「なんか、投げやりだなあ。…………おねーさん。ちょっと、こっち来てよ」

「へっ？」

「うん、練習にちょうど良いや。しようぜ、勝負。俺の実力、見せてやるからさ」

「たはは……」

　なんとも、面めん倒どうなことになってしまった。この年とし頃ごろの男の子というのは本当に意い固こ地じで、負けず嫌いで、単純で……まっすぐだ。もとはといえば自分の過失ではあるものの、関かかわってしまったのが運の尽きといったところか。

　けれども、心の片かた隅すみでは。

「……うん。りょーかいです。じゃ、お邪じや魔まさせてもらうね」

　ほんの小さな、喜びに似た感情も、葵あおいの中で生まれていた。彼とストリートバスケに興きようじることで、徒労感が少しだけ拭ぬぐえるような気がしたのだ。

　それに葵には、どうしてもこの少年のことが嫌いにはなれない。むしろ、微笑ほほえましい。それはやっぱりきっと、少年と幼なじみを──まだ自分より背が低かった頃ころの長は谷せ川がわ昴すばるを重ねてしまうせいだろう。

「普通の１ｏｎ１で良いよな？」

「うん、お任せです」

　言われるまま、葵は軒のき下したに荷物を置かせてもらったのち、少年とゴールの間に身体からだを滑すべり込ませ、ボールを見み据すえて腰を落とす。だってあの頃の昴に売られたケンカを、あの頃の葵が買わぬ道どう理りなどどこにもないから。

「じゃ、よろしくね。……私、荻おぎ山やま葵。葵って呼んでくれて良いよ」

　にこりと微笑みかけると、照れくさかったのか目の前のつぶらな瞳ひとみが関係ない方に向く。が、すぐに少年は再び真まっ向こうから葵を見み据すえ、少し不ふ機き嫌げんそうに、ツンツン頭を後ろに撫なでつけながら自分の名前を口にした。

「りょーかい。そんじゃいくぜ、葵……おねーさん。俺おれは、竹たけ中なか。竹中夏なつ陽ひだ」
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　車に揺られて数時間。ようやく到着した三み沢さわ家けの別荘は、県の最南端に位置する海辺の観かん光こう地ちに建てられていた。

「うわぁ……きれい。素敵すてきですね昴すばるさんっ！」

「うん、最高の景色けしきだなあ」

　早さつ速そく中に入り、三階まで上がって客室となる大部べ屋やの出窓から外を眺めると、防砂林の先に紺こん碧ぺきの海が広がっていた。屋や敷しきの大きさや調ちよう度ど品ひんの絢けん爛らんさにはもともと身構えていたので派は手でには驚おどろかなかったが、このオーシャンビューには一目で心を奪うばわれた。東向きなので、早朝には日の出もばっちり拝おがむことが出来るだろう。

　ま、俺おれが泊まるのはこの部屋じゃないのだけど。ここは子どもたち五人の寝室で、自分は別に個室を用意して頂いている。ただ、どうやらそちらも同じ並びにあるみたいだし、景色の良さは遜そん色しよくないはずだ。

「えへへ、本当にきれいですよねっ。ここからまっすぐ海に歩いていくと小さな入り江があって、プライベートビーチみたいになってるんですよ。……わたし、去年までは泳げなかったから。今年ことしも誘ってもらえて、嬉うれしいです」

　感かん嘆たんする俺と智とも花かに愛あい莉りが同どう調ちようし、意気込みを示すように両手をきゅっとあごの下で握ってみせる。転校生である智花以外の子たちは、以前にも何度かここへ遊びに来たことがあるそうだ。でも、愛莉は今年になって泳ぎを習得したばかりなので、今までとは少し違う期待や目標を抱くことが出来ているのだろう。そんな仕し草ぐさを見て、俺と智花は自然と笑えみを交わす。

　そういえば、愛莉はあれからずっと水泳の練習を続けており、もうクロールでなら体力の限り泳いでいられるほどなのだとか。今から、その成長を見せてもらうのがとても楽しみだ。

　……葵あおいも、見たかったろうにな。正直、俺よりもあいつの方が愛莉の水嫌い克服においては大きく貢こう献けんしてくれた気がするし。やっぱりもっと強引にでも誘うべきだったろうか。

「皆様、この後はどうなさいますか？　すぐに練習に向かわれるようなら、私は先にジムを換気して参ります。それとも、お茶の用意を？」

　ほのかな後こう悔かいに包まれていると、はしゃぐ子どもたちの声が途と切ぎれた一いつ瞬しゆんの隙すきを縫ぬって、久く井い奈なさんが順じゆん繰ぐりに全員の顔を覗うかがいながら進言して下さった。

　そうだな。着いていきなりだけど、迷めい惑わくでないようならさっそく練習を始めさせてもらうか。みんなも早く体を動かしたくて仕方ないだろうし。

「んにゃ！　今日きようはまず泳ぎに行く！」

「……あれ？」

　と思いきや、代表して真ま帆ほが宣言したのは少し予想外の内容。しかも誰だれ一人ひとり意向に反対することなく無言で肯定の意を表している。

「長は谷せ川がわさん、ごめんなさい。今日きようはまず海水浴からでもよろしいでしょうか？」

　微妙に肩すかしを食らったような気分で返事をし損そこねていると、紗さ季きが申もうし訳わけなさそうに尋たずねてきた。

「あ……うん、もちろん！」

　それを見て、表情を繕つくろい首しゆ肯こう。

　確たしかによく考えたらバスケは夜でも出来るわけで、海に行くなら日の高いうちが良いだろう。こんなリゾート地に来て全く遊ばないなんてつもりは、もちろん俺おれにだって無かったわけだし。

　しかし、ちょっと意外だった。最近のみんなのモチベーションからすると『さぁ今すぐ猛特訓だ！』なんて盛り上がるかとも思ったのだけど。とはいえそんな普段ふだんの熱ねつ意いを知っているからこそ、バスケに対する興きよう味みが薄うすれたのかな、なんて心配もしないが。

「ありがとうございます！　……ふふ、良かったわね～トモ」

「わ、私はその……そんなっ！」

「え？」

　承しよう諾だくを受けて眼を細めた紗季は、なぜか続いて智とも花かの方に生なま暖あたたかい笑えみを向ける。

　ん、じゃあもしかして、今すぐ海へ繰くり出したがっていたのは……智花？　そりゃまた、意外中の意外だ。

　不ふ思し議ぎに思い、俺もつられて注目すると、智花は「なんでもないんです、なんでも……」と消え入りそうな声で呟つぶやきながら身を限界まですぼめてしまった。

　あはは、よく分からないけどなんだか珍しいことだし、なおさら希望を叶かなえてやりたくなってきた。いよし、それなら早さつ速そく準備をいたしますか。
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　ひとまず用意して頂いた個室に入り、海パンに着替えてから再集合。到着するやいなや自分用の客室に籠こもってネトゲーの接続準備をおっ始めたミホ姉ねえとも合流し（こんな所まで来て何やってんだか……）バルコニーから防砂林に降りて一団で海を目指す。

「いるかないるかな～♪　かにさん、うにさん、ふなむしさん♪」

　ひなたちゃんの軽快な即そつ興きよう歌かが、松の木に囲まれた砂の道に響ひびく。他ほかの子たちも海うな原ばらが待ち遠しい様よう子すで、こころなしか声のトーンが一段高い。

「ねーねーすばるんっ！　今日きようは水みず色いろの方にしてみたんだけど、どう？　似合うっ？」

　中でも一番はしゃいでいた真ま帆ほがスキップで俺おれの前に躍おどり出て、きらきらとした瞳ひとみを向けてくる。

「あはは、うんとっても。やっぱり真帆はどんな色でも似合うね」

「やった！　くふふ、まーわかってたけどさっ！」

　素直に褒ほめると、真帆は嬉うれしそうに耳へ片手を当ててしなを作った。たぶん、よくあるセクシーポーズを真ま似ねているのだろう。……想像の限りを尽くして推測するに。

　いや、でも似合っているのは事実だ。確たしか、これは以前愛あい莉りの水泳特訓をしたときに着ていた黄き色いろい花はな柄がらビキニと色違いの品。あー。そういえば慧けい心しんの体育倉庫で、黄色と水色どっちが好みか選べと詰め寄られたこともあったっけ。あの時は焦あせったなぁ。

「…………」

「ん？」

　苦笑していたところ、視し線せんを感じた気がして辺あたりを見回す。すると、紗さ季きが俺に向けて、しきりに目配せを送っていた。

「あ」

　その仕し草ぐさを見て、ようやくミスに気付く。いけない。本日、以前と水着が変わっているのは真帆だけじゃないのだった。男の俺が話題に出して嫌いやな気持ちを味わわせてしまわないかと一度は逡しゆん巡じゆんしたが、真帆を褒めた以上ちゃんと本心を伝えておかねば。

「……と、智とも花かもすごく似合ってるぞ。その水着」

「ふぇっ!?　あ、あ、あっ……あああありがとうございますっ！」

　斜め後ろから呼びかけると、パレオを翻ひるがえして見事なターンアラウンドを披ひ露ろうする我われらがエース。そう、どうやら智花も新しい水着を手に入れたようで、以前の学校指定のものではなく今日は可愛かわいらしい薄うす紫むらさき色いろのビキニ姿なのであった。

「えへへ、良かったね智花ちゃんっ」

「おにーちゃん、ともかの水着ね、ひなたちみんなで選んだんだよ？」

　真まっ赤かになって歩幅を狭せばめる智とも花かに並んで愛あい莉りが微笑ほほえみ、ひなたちゃんも素敵すてきエピソードを聞かせてくれる。なるほど。思ってた以上に俺おれからも感想を伝えることは大切な役目だったようだ。

　あ、そうか。もしかして智花が海に行きたがっていた理由って、選んでくれたみんなに早く水着を披ひ露ろうしたかったからなのか。それなら希望を叶かなえてあげられて実に良かった。

「う、うんっ。あ、あ、ありがとう……はぅ」

　胸先で両手を重ね恥ずかしそうに、消え入りそうな声で賛さん辞じに答える智花。なんとも健けな気げな仕し草ぐさに、変な意味ではなく愛くるしさを感じずにはいられなかった。変な意味ではなく。

「うんうん、すげー似合ってるぞもっかん！　まーあたしにはちょっと負けるけどっ！」

「ふふ、長は谷せ川がわさんに褒ほめて頂けて私たちも鼻が高いわ。でも、本当に大丈夫……よね？」

「……ふぇ!?　へ、平気っ！　ぜんぜん平気っ！」

　先行していた真ま帆ほと紗さ季きも歩む速度を緩ゆるめ、誇らしげに声を掛ける。けど、何やらちょっと気になる疑問系も混じっていたようだけど……。

「大丈夫って、何か心配事？」

　口を挟むのもどうかと思ったが、紗季の表情がやけに真剣だったので尋たずねてみる。とたん、ひなたちゃんが俺の正面に回って、上うわ目め遣づかいで説明を始めてくれる。

「おー。あのね、ともかの水着、おむねが少し──」

「──ふわああああひなたっ！　な、何でもないんです昴すばるさんっ！　ほ、本当に……あ、あははははっ！」

　が、智花自身の手によりひなたちゃんの口が塞ふさがれてしまい、ちゃんと最後まで聞き取れなかった。よく分からないが、まあ心配ないと本人が言っているのだから詮せん索さくすることじゃないか。たぶん、水着のデザインがあまり泳ぎに適してないのでは──とか、その程度の話だろう。

　そう結けつ論ろんづけ、砂浜への道を急ぐ。なお、例の如ごとく特定の子の水着にだけ触れるというのもフェアじゃないので、あくまでコーチ的視点から他ほかのみんなにも言及しておくと、愛莉はもう慣なれたのか真帆からプレゼントされたピンク色のビキニ。ひなたちゃんがフリフリ付きの白水着で、紗季が水玉模も様ようのタンキニである。

　あと、非常にどうでも良いけどミホ姉ねえはまたしても学校指定の紺こん水着だ。よっぽどこだわりがあるのだろうか。

　久く井い奈なさんも今は水着姿で、黒のシックなセパレート水着がとてもよくお似合いだった。ていうかスタイル良いなー久井奈さん。三み沢さわ家けにメイドさんとして採用されるためには、グラビアアイドルを目指すよりも狭き門を抜ける覚悟が必要なのかもしれない。

「……？　どうなさいました、すばるんさま？」

「あ、いえ。なんでもないです、すみません」

　感心のあまり、うっかり断りもなく全身を眺め続けてしまっていた事に気付き、非礼を詫わびて向き直る。

「いやっほ～！　ついたー！」

　それとほぼ同時に前方から真ま帆ほの叫び声が響ひびき、世界が一気に開けた。

「おお……」

　眼下に広がったゴミ一つ落ちていない白砂のビーチと、両サイドを岩肌に囲まれているためか、天然のプールの如ごとく穏おだやかな水面を有した入り江を前に、意図せず歓かん声せいが漏れる。ここを俺おれたちだけで使えるなんて、なんという贅ぜい沢たくだ。

「す、すごいですね昴すばるさんっ！」

「ああ、驚おどろいたな……！」

　感動しきりな様よう子すで、フルートのように軽かろやかな喜びの音を響かせる智とも花か。俺の方も強く心を奪うばわれ、つい自分が保ほ護ご者しや役であることすら忘れて、本能のまま水辺まで駆かけ出しそうになるのを危あやうく堪こらえる。

「──うおりゃ！」

「まあ、素敵すてきですみーたん先生。ひと突きでこんなに深々と……感服でございます」

「にゃはは、こーいう仕事は任せてよ。さーて、とりあえず私はのんびりさせてもらうから、みんなは泳いできな。入り江の外には出ちゃダメだぞー」

　ひとまず全員で砂浜の中心に集合し、久く井い奈なさんが持ってきて下さったビーチパラソルをミホ姉ねえが設置し終えるとお楽しみタイムはいよいよ目前。

「みーたん先生。ビーチベッドの準備ができましたので、よろしければどうぞ」

「おっ、ありがたい！　ラムネもらって良い？」

「もちろんでございます。只ただ今いま準備いたしますね」

「おいミホ姉、くつろぎすぎだ……。当たり前のようにメイドさんはべらせてるんじゃねー」

　などと我わが物もの顔がおの叔お母ばにツッコミをいれたり、

「みんな早くー！　泳ぎまくろうぜぃっ！」

「こら待ちなさい！　まずは準備運動！」

　真帆が単身いきなり海に飛び込もうとするのを紗さ季きが諫いさめる様子に和なごんだりしてから、いよいよ俺たちは入り江の中に足を踏み入れた。







「ぷはっ！　ど、どうでしたかっ？」

「いや、すごいよ愛あい莉り！　スピードも出ているし、もうクロールは完全マスターだね！」

　透すき通った海水で肌を冷やし爽そう快かい感かんを味わってから、俺は愛莉に泳ぎを見せてくれないかお願ねがいしてみた。

　すると少し照れた様子ではあったものの、

「わ、わかりました。長は谷せ川がわさんと葵あおいさんとみんなのおかげで泳げるようになったので……わたしも、長谷川さんに見て欲しいですっ」

　愛あい莉りはこくりと頷うなずき、臆おくすることなくとても綺き麗れいなフォームで入り江の中心部まで泳ぎ切ってみせた。

　距きよ離りにしてしまえばおおよそ20ｍ程ほどではあるが、それは俺おれが予あらかじめ『このへんまで』と指定していたためであり、その気になればもっともっと距離を伸ばすことだって余裕そうだ。以前は水に顔をつけることすら怖がっていたのに、まさかここまでクロールを自分のものにしているとは。

「え、えへへ……。良かった」

　上半身を水から出し、深く息を吐き出す愛莉に、激げき励れいの意味で拳こぶしを突き出す。間違いなく今日きようまで、これでもかというほど自主トレーニングに励んできたのだろうな。その向上心と内に秘めた強い意志に、俺はまた一つ愛莉に対する尊敬の気持ちを重ねた。

「こらー！　ふたりっきりでいちゃいちゃすんじゃねー！　……って、もっかんが言ってた」

「いいいい言ってないよ真ま帆ほっ！」

　お互い笑えみを向け合っていたところ、藪やぶから棒に真帆が叫びながら俺の背中に抱きついてくる。驚おどろいて振り返れば、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ焦あせった様よう子すの智とも花か、それに紗さ季きとひなたちゃんもすぐ近くまでやって来ていた。

　……あはは。いちゃいちゃ、というのはもちろん冗じよう談だんだろうが、愛莉にだけ気を注ぐというのは確たしかに良くないよな、コーチとして。

「よし、じゃあ次はみんなで遊ぶか」

「遊ぼ遊ぼっ！」

　首筋に手を回ししがみついたままの真帆に問うと、元気の良い返事。続いてひなたちゃんが「わーい」とバンザイし、「ご迷めい惑わくで無ければ、よろしくお願ねがいしますっ」という智花と紗季のユニゾンも聞こえてくる。

「何して遊ぶ？」

「そーだなー…………鬼ごっこがいい！　ブナンに！」

　海中鬼ごっこか。シンプルかつ、陸地でやるのとは違う新しん鮮せんさがあって良いセレクションだろう。打算的なことを言えば、フットワークの練習になるし。

「よし、じゃあそうしようか」

　──ということでじゃんけんの結果、最初の鬼はひなたちゃんに決定。

「あはは、摑つかまっちゃった」

　そして真っ先に俺がタッチされたのであるが……。

「ぶー。おにーちゃん、ほんきで逃げてー」

　それが、図らずも不満を買う結果になってしまった。確かに、手加減するにもわざとらしすぎたかもしれない。

「こらすばるんっ！　やる気あるのか～！」

　かわいらしく怒るひなたちゃんの姿を眼に留とめるや真ま帆ほたちも集まってきて、鬼ごっこは一時中断。

「ご、ごめんごめん！　次はちゃんとやります！」

　慌あわてて謝あやまる俺おれであったが、一度失った信用を取り戻すのはえてして容易じゃない。

「あやしーな！　とか言ってまたあたしらのことコドモ扱いするんだろ！」

　いやだって子どもだしなあ。とはもちろん口には出さず、粛しゆく々しゆくとお説教を受け続ける。

「い、いえ！　対等な気持ちで、全力を注ぎます！　鬼ごっこに！」

「おー。ならばしょーこをみせたまえ」

「しょ、証拠ですか？」

「セイイってヤツだよすばるんくん！」

　この子たち、どこでこういう口く調ちよう覚えるんだろう……。やっぱテレビとかかな。

「ふふ、そうだ。じゃあ長は谷せ川がわさんが捕まったら、罰ゲームというのは？」

「さすがこーゆーときは頼りになるなサキくん！　よしそれでいこう」

「え、ちょ、ま」

　真帆とひなたちゃんによる脈みやく絡らくのないロールプレイに郷愁じみたものを感じ、吞のん気きに困り笑いで固まっているうち、何やら雲行きが怪あやしくなってきた。

　それは、マズいな……。真帆・紗さ季き・ひなたちゃんプロデュースの罰ゲームって、あからさまに嫌いやな予感がムンムンでございますぞ。

　──だがしかし。まだあわてるような時間じゃない。

「そ、そんなの長谷川さんに申もうし訳わけ無いよう」

「そっ、そうだよ。普通に遊ぼう……ねっ？」

　なぜなら慧けい心しん女子ミニバス部の善意である、愛あい莉りと智とも花かがきっとなんとかしてくれるから。

　俺の切望通り説得を開始してくれた二人ふたりに、内心で感かん謝しや。いつもお世話になります……。

「ふふ、トモも愛莉もわかってないわね。長谷川さんが罰ゲームになれば、何でも好きなことをお願ねがいできるのに」

「………えっ？」

「好きな、こと？」

「そう。たとえば────を────してください、とかも」

「ふぇええっ!?　そ、そんなお願いなんてできないよっ！」

「あくまでたとえば、よ。さすがにそれはやりすぎだとしても……ふふ、じゃあ────を────の────に────してください、とかなら？」

「あ……。そ、それは……っ」

　……ってあれ？　急に五人が円陣を組んで、妙な会かい議ぎが始まってしまったぞ。いったい何の話をしてるのだろう。

　とか思っているそばから輪わが解け、全員が横並びで俺おれの前に整せい列れつした。俯うつむき加減で頰ほおをそめた智とも花かと愛あい莉りの存在が、非常に気がかりである。

「けってーしました！　すばるんは、捕まったら罰ゲームっ！」

「まじですか……」

　真ま帆ほの宣言を耳にして天を仰あおぐ。おかしいな、こんなはずでは。改めて、つくづく思い知らされる。小学生は算数じゃねぇ、と……。

「ま、いいや。あはは、了解。がんばります」

　けど、よくよく考えたらただ単に捕まらなきゃ良いだけの話だもんな。なら申もうし訳わけ無いが、今度は本気で逃げさせて頂く事にしよう。

「じゃあ、もう一度ひなたちゃんの鬼から再開ってことで大丈夫かな？」

　そう思い、軽々しく尋たずねたのであったが、

「いえ。長は谷せ川がわさんに思う存分本気を出して頂けるよう──鬼は私たち全員です」

　にっこりと氷のように微笑ほほえむ紗さ季きの顔を見て、少しばかり返事が尚しよう早そうすぎたと俺は深い後こう悔かいに駆られるのであった……。







「──っと！」

「くっそーしぶといなすばるんっ！」

　こうなりゃ意地でも逃げ切るしかない。みんなが精せい根こん尽き果てるまで。

　そんな心こころ積づもりで身を海中に浸し、四方八方から襲おそいかかってくる小学生の女の子たちを躱かわし続けてはや十分強。

　多勢に無勢で何度かはピンチに陥おちいったものの、俺はまだちゃんと生きながらえていた。休部中とはいえバスケで培つちかってきたフットワークの矜きよう恃じにかけて、そう簡かん単たんに捕まるわけにはいかんのである。決して罰ゲームが恐ろしくて潜せん在ざい能力が覚かく醒せいしたとかそういうわけじゃない。

「だめだめ紗季、一方からだけ攻められても怖くないよ！　チームワークが大事！」

「え……っ!?」

　日ひ頃ごろのトレーニングだって不自由なりに工夫して取り組んでいるし、これぐらいの逆境を乗り越えられなくなるほど衰えちゃあいない。隙すきを突いたつもりであろうバックアタックも、ついさっきぐるりと周囲を一いち瞥べつした際にもう読めていた。ノーモーションで振り返ることなく横っ飛びすると、仕掛け主である紗季はいたく驚おどろいた様よう子すで水面に吞のまれながら俺を見上げる。

　というかこれ、わりといい練習になるかも……。水の抵抗で子どもたちとの瞬しゆん発ぱつ力りよくの差が埋まっているので、身体能力だけでは逃げ切れない。捕まらないためには状況判断や視野の広さが物をいう。相手のフォーメーションをよく見て、最も有効なムーブは何か、適てき宜ぎかつ迅じん速そくに選せん択たくする。そんな能力が重要になってくるわけだ。まさにガードプレイヤーとしての試し金きん石せき。大人数で行う部活動の機き会かいを失った今の自分にとって、もっとも練習の方法に苦労する場面なのである。

　もしかしたら。この、海で少女たちに追いかけ回されるというシチュエーション。俺おれにとっては、最高級のご褒ほう美びなのかもしれない。

「うう～、くっそー……」

　さて、申もうし訳わけ無いとは思いつつ長いこと翻ほん弄ろうさせて頂いたおかげで、だいぶみんなの動きも緩かん慢まんになってきた。そろそろ頃ころ合あいだろうか。

「どう、一度浜に上がって休きゆう憩けいしない？」

　俺の方はまだまだ大丈夫だが、この後練習することも考えるとあまりバテさせてしまってはよろしくないしな。

「い、いえっ！　これくらいでは諦あきらめませんっ！　ねっ、愛あい莉り！」

「うんっ、頑がん張ばろうね智とも花かちゃんっ！」

　しかし、誰だれもが依然としてやる気満々。しかもどういうわけか、智花と愛莉の二人ふたりが輪わをかけて勝利に燃もえていらっしゃる。何な故ぜだ、一度は反対してくれたのに……！

「で、でも。このままじゃいつまでたっても終わらないよ？」

　じりじり後退しながら、困り果てて問う。すると紗さ季き、続いて真ま帆ほが溜ため息いき混じりに苦笑して天を仰あおぐ。

「確たしかに、私たちでは捕まえられそうにないかもですね……」

「すばるんオトナゲなすぎだろー。オトナゲゼロだ！」

　お、珍しくこちらの二人から切り崩せるか？　ちなみにオトナゲは、ちゃんとあるからな。

「おー。ひな、のど渇かわいてきた。ラムネのみたい」

　ひなたちゃんも手を挙げて浜辺に目を向ける。このぶんだと多数決で乗り切れそうだ。智花も愛莉も我がが強い方ではないので、みんなの意見を聞いたとたん『それなら……』と妥だ協きようムードである。

「ふう、よかったよかった。じゃあ、一度浜に戻ろうか」

　すっかり安心しきって足を止め、みんなの顔を見回しながら問う。

　その、直後であった。




「──にゃはは、諦めたらそこで試合終了だぜ……？」




　背後から、身の毛のよだつような粘ねばっこい笑い声が響ひびいたのは。

「み、ミホ姉ねえっ!?」

　跳はねるように身を翻ひるがえすと、いつのまにか真後ろには仁に王おう立だちで八や重え歯ばを剝むく、天敵の姿が。つい先ほどまでビーチベッドに寝転がっていたはずなのに──!!

「みーたーん！　手伝てつだってくれるのっ!?」

　ミホ姉ねえの存在に気付き、真ま帆ほを中心に五人が色めきだつ。く、そんなの認められんぞ。ただでさえ手一杯であと一人ひとり増えただけでも防ぼう御ぎよが破は綻たんすること請うけ合あいなのに、この人じん外がい魔ま境きようの相手なんて絶対に無理だ。確かく実じつに撃げき墜ついされてしまう。

「いや、手伝わん。これはお前たちと昴すばるの勝負だからな」

　そうはさせまじと、人差し指を突き出し異い議ぎを唱となえかけた寸前。ミホ姉は両手を振り上げ天を仰あおぐ。なんだ違うのか。ほっとする反面、少し拍子抜けだ。では一体何しに来たんだろう。

「加勢しては、貰もらえないのですか……？」

「悪いけど、しないよーん。私の教え子なんだから、困こん難なんには自分たちの力で立ち向かってみせな！」

「でもでもすばるんちょー逃げるの上う手まいんだもん！　なんか、後ろに眼があるみたい！」

「にゃはは、そんなものないさ。みんなの意気込みが足りないだけだと思うぜ？」

「でも……昴さん、とても速くて……」

「ほら！　そんな風ふうに弱気だからダメなんだ！　まずは信じろ！」

「おー？　信じる？」

「そーだっ！　絶対捕まえてやるって信じる気持ちが、不可能を可能にする！　さー言ってみろ愛あい莉りっ！　絶対捕まえてやるって！」

「ええっ!?　ぜ、ぜったい……捕まえて、みせますぅっ！」

「声が小さいぞ!!　ほら、みんなも一いつ緒しよに力いっぱい叫べ!!」

『ぜったい捕まえる！　長は谷せ川がわさんを！　ぜったい！　ぜったい！　捕まえるっ！』

「おーし、いー気合いだ！　それでこそ私の生徒たち！」

　……なんだろ。この、どうしようもない疎そ外がい感かん。

　てか何勝手に熱ねつ血けつ教師ポジションに収まってやがるんだミホ姉は。ちくしょう悔くやしい。ちょっと嫉しつ妬としてしまっている自分が悔しい。

「にゅふふ、そのやる気に免じて一つだけヒントな。昴のやつ、バスケだけは得意だけど、それ以外は普通レベルだぜ？　例えば……泳ぎとかは」

　とか歯は嚙がみしているうちにミホ姉のヤツが妙なアドバイスを。

　それを聞いて子どもたちはしばらく首を捻ひねって意味を探っていたが、やがて天てん啓けいを得たように頷うなずき合う。

「そっか！　すばるんの得意なバスケのフットワークを使わせなければ良いんだ！」

「おー。どうすればいいの？」

「潜もぐるのよ！　みんなで潜っていっせーので襲おそいかかれば！」

「長は谷せ川がわさんに動きを読まれないで、近くまで行けるかも……」

「うんっ、それなら昴すばるさんでも、きっと避けられないねっ」

　くそ、この悪あく魔まはなんという入れ知恵を……。アルミ削りだしの如ごときフルフラット構造の胸を誇らしげに張って高笑いするミホ姉ねえを恨うらみ全開で睨にらみ付けるが、『ほれほれ、そんな風ふうによそ見してて良いのか、ああん？』とでも言いたそうな斜しや眼がんにはっとなり、身構える。

　辺あたりを見回すと、もう子どもたち五人の姿は海面には無かった。

「──っ!?」

「きゃ！」

「あいた！」

　本能的にバックステップ！　コンマ何秒の遅ち延えんで目の前に水みず飛沫しぶきが舞まい、挟きよう撃げきを仕掛けてきた紗さ季きと真ま帆ほが正面衝しよう突とつして浮かび上がる。申もうし訳わけ無い限りだが、今は謝あやまっている余裕など無い。恐らく、いや確かく実じつに更さらなる追撃が来る……！

　ダメだ、吞のん気きに構えていてはやられてしまう。ほんの一いつ瞬しゆん思案してから、俺おれは深く息を吸い込み水の中へ潜もぐり込んだ。棒立ちで格好の目標になるくらいなら、同じく潜せん水すいで根比べに打って出た方が勝しよう機きは増すはず。……それが子どもたちの狙ねらいだと分かっていても、他ほかの解決策など見いだせない。

　左右を確認すると、それぞれ十時、二時の方向から二つの人ひと影かげが迫っている。おそらくは愛あい莉りとひなたちゃんだろう。迷わず水中でターンし、六時の方向に向けて全速前進。

「………!!」

　刹せつ那な、今度は驚おどろいて面食らった様よう子すの智とも花かが眼前に。

　もちろんこれは予測の範はん囲い内ないだ。愛莉とひなたちゃんの針路を見れば、三方向から攻めてきていることは明白。ならばあえて真まっ向こうから一点突破を狙ってやる。そうすればあとはひたすらまっすぐ逃げるだけ。泳ぎは特段得意ではないとはいえ、息の長さもスピードも、まさか小学生に負けたりはするまい。

　だからこの、エースとの直接対決さえ制すれば……俺の勝ちだっ！

　おぼろげな視界の先、俺たちの距きよ離りはもう１ｍも無く、正面衝突する寸前。にもかかわらず智花は身を躱かわすどころか、ぴくりとも顔を動かす気配けはいすらない。一体何が智花の勇気をそこまで駆かり立てるのか分からないが……構わない。ならば俺の方が仕掛けるまでだ。

「（よっと！）」

　額ひたいと額が接触する間ま際ぎわ、俺は自らを弾丸のようにスクリュー回転させ、身体を横にして攻撃を避ける。ふう、ギリギリだったがなんとか回かい避ひ成功。あとはもうひたすらバタ足で──

「っ!!」

「（え!?）」

　──と安心したのもつかの間、すぐ隣となりを通過しかけていた智花の身体が同様に半回転し、強烈なドルフィンキックでこちらに飛び込んでくる。

　そして俺おれの腹部に、頭から勢いよく着弾。

「ごは！」

　衝しよう撃げきで肺に溜ためていた空気を全すべて吐き出してしまいながら、俺たちは折り重なるように泡に揉もまれる。それでも智とも花かは俺の腰にぎゅっと貼はり付き、眼を閉じたまま微動だにしない。

　くう、こりゃ参った。諦てい観かんと共ともに、俺は智花の肩を抱いて浮きあがっていく。

「ぷはっ！　くそー、まさかあそこで反応されちゃうとは」

「はぁっ！　……え、えへへ。ごめんなさい、ぶつかってしまって」

　水面から顔を出し、微笑ほほえみあう。ここまで完かん璧ぺきに捕らえられてしまっては言いい訳わけのしようもない。謹つつしんで罰ゲームとやらを受けるしかあるまい。

「みんなっ、なんとか上う手まくいったよ…………あれ？　…………ど、どうか、した？」

　二、三回深呼吸し息が整ととのうのを待ってから、智花は辺あたりを見回し戦果を報告する。

「…………」

「…………」

　が、なぜか周りを取り囲む他ほかの子たちは一様に沈ちん黙もくして、返事をしようとしない。瞳ひとみをまん丸にしたり、顔を真まっ赤かにしたりしながら、俺たちの方を呆ぼう然ぜんと凝ぎよう視しするのみだ。

　不ふ思し議ぎに思い、智花と目を合わせ、首をかしげあって──

「ああっ!?」

「…………ふぁ」

　──そこでようやく、俺たちが未いまだ抱き合い、胸と胸をぴったり密着させた体位を保ち続けていることに気付いた。

　さらに、悲ひ劇げきはそれだけに留とどまらない。

　そんな申し訳無い事態に輪わをかけて、智花の身に襲おそいかかっていた問題が、もう一つ。

「ぶっ!?　ととっ、智花っ！　み、みみみ水着……っ！」

「あ、あ、あ…………ふぇ？　……きゃ、きゃああああああああっ!?」

　あろうことか、水面の下では新しん調ちようしたてのセパレート水着がめくれ、上着の方が本来あるべき所よりもかなり高い位置までたくしあがってしまっていたのである。

[image: ]

　いや！　見てないぞ、断じて俺は何も見たりはしていない！　というか仮に見ようと思っても見えなかった！　もちろん見ようだなんて思ってもないけどどのみち見えなかった！

　だって全ては水の中での出来事であったわけだし、それに俺たちの肌と肌は、その事実に気付く瞬しゆん間かんまでぴたりと密着していたのだから……。

「う、うおお……な、なんと謝あやまったら良いのか……」

　惨さん事じに気付いた瞬間再び海中に飛び込み、十数メートル退たい避ひして取り乱しながら着衣の乱れを直す智花に背中を向け、俺はぎりぎりと頭を抱える。

「あは、おアツいねーお二人ふたりさん！」

　そこに真ま帆ほがやって来て、ニヤニヤと肘ひじ鉄てつを繰くり出して下さる。おそらくみんなは『真の悲ひ劇げき』の存在には気付いていないのだろう。それが不幸中の幸い……だったのだろうか？

　ともあれ、現在俺おれの顔が焼けただれんばかりにアツアツなのは事実だったけど。
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　海から出るや、両手で顔を覆おおいながら平ひら謝あやまりする智とも花かの前で砂浜に額ひたいを擦こすりつけ、ハプニングを巻き起こしてしまったことをこちらからも詫わびる。

　しばらくお互いぎこちない時間が続いたものの、パラソルの下で歓かん談だんを重ねているうち、他ほかの子たちの話題転換フォローのおかげもあってなんとか智花の気分も落ち着いてきたようだった。それを見て俺もほっと胸を──

　いや、そのフレーズは使わないでおこう……。また意い識しきして赤面してしまいそうだ。

　とにもかくにも！　次第に智花も普段ふだん通りの明るい顔を見せてくれるようになったので、子どもたちは満まんを持じして罰ゲームを何にするか話し合い始めた。

「ひな、何かしてみたいことはある？」

　俺を蚊か帳やの外に、何な故ぜかミホ姉ねえと久く井い奈なさんまでもが円座に加わり、紗さ季き主しゆ導どうのもと会かい議ぎは踊る。

「おー。えっとね、ひな、お城つくりたい」

　さっきから多種多様のえげつない提案が飛び交っていたので、質問を受けて嬉き々きと手を挙げたひなたちゃんの無む邪じや気きな回答に、心底癒いやされた。ああ有あり難がたい。きっとひなたちゃんには俺おれを痛めつけるなんて発想、心の片かた隅すみにすら存在しないのだろうな。その純朴さがなんと可愛かわいらしいことか。頭なでなでしたい。

「え～？　それじゃ罰ゲームにならないじゃん！」

　しかし、まあ予想はしていたものの周りには大不評。やっぱり真ま帆ほ辺あたりがそんなことで許してくれるわけもないよな……。確たしかにお城作りと俺の処しよ遇ぐうって何も関係ないし。

「おー。そっか。……むー。ばつげーむってむずかしい。ねぇみほし、どうすればいいの？」

　ダメ出しされて困り果てたひなたちゃんは、こともあろうにミホ姉ねえに助言を求めてしまった。バリバリの嫌いやな予感に、思わず「やめて！」と叫びそうになったが、ぐっと堪こらえる。だってわが叔お母ばは俺のむせび泣く声を聞くことこそが至高の悦よろこび、という人間なのだから。絶対に、思い通りになんてなってやるものか……。

「にゃはは、しょーがない。じゃあ少しだけ考えるの手伝てつだうか。……ふむ、ひなはお城を造りたい。でも、罰ゲームにする必要もある。両方実現しなきゃならんのが担任教師の辛つらいところだな」

　──で。




「おまえアホだろう絶対！」




「にゃはは、いやむしろ天才だろ。我われながら良くこんな見事な唯一解を発見できたもんだ。んじゃ、みんな頑がん張ばれよ～」

　いったいどうなったかというと。

　まず俺は、仰あお向むけで浜に埋められた。

　──そしてこれから、我わが身体からだの直上に砂の城が築きずかれるらしい。

「きひひ。すばる～ん、動いたらダメだぞー」

「途中で崩れたら、またやり直しですからね。そしたらひなも泣いちゃいますよ……ふふ」

「ぶー。泣かないもん。でも、こわさないでね？　おにーちゃん」

　ぺたぺたと濡ぬらした砂を塗ぬりつけながら、にっこりと俺の顔を覗のぞき込む三人。一体何がそんなに、というほどやたら楽しそうである。これでは「止やめてくれ！」という声も出しづらい（そもそも罰ゲームな時点で俺に決定権なんかないだろうけど）。

　もはや智花か愛莉が人道的措置を訴えてくれるよう祈るしかない状態であるが、

「……」

「……」

　終始無言で俯うつむき加減ながら、どちらもしっかり俺おれの上半身を固める作業に没頭しており、どうやら望のぞみ薄うすだ。妙な場面で生き真ま面じ目めなのだよな、二人ふたりとも……。

「わーい。ぺたぺた、ぺたぺた」

「なーサキ、この辺に窓つくっちゃうか……！」

「ふふ、良い考えね」

「…………」

「…………」

　結局誰だれも止める者はおらず、一致団結のもとに築ちく城じようは進む。

　ううむ。小学生にとって、砂遊びというのはそこまで魅み力りよく的てきな遊ゆう戯ぎであったろうか。古い記き憶おくを辿たどってみても思い当たるふしは全くないが、いつの間にやらみんな異常なまでに熱ねつ中ちゆうし始めてしまった。まさか日ひ頃ごろ部活でしごきまくってる恨うらみをここぞとばかりにお返しされてるわけでは……ないよな。この子たちに限って。

　まあ、俺にとって辛つらいのは暑さぐらいだし、冷静に考えれば罰ゲームとしてはましな部類に入る気がするので、逆に安あん堵どすべきなのかもしれないけど。

「──うくっ!?」

　と息をついた矢先、わき腹になにやら鋭するどい刺し激げきが。あまりのこそばゆさにびくりと身をよじってしまう。

「こらーすばるんっ！　暴あばれたらダメだろ～。……きひ」

　それを見て、笑いをかみ殺しつつ鼻先で指を振る真ま帆ほ。

「なるほど、な……」

　迂う闊かつだった。どうやら俺は、まだこの罰ゲームの真の恐ろしさに気付けていなかったらしい。

　間違い、ない。これからが、本当の地じ獄ごくだ。

「ふふ、どうしたんです長は谷せ川がわさん？　おかしな声なんか出して」

「おー。おにーちゃん、かわいい」

　砂中で背筋を竦すくませていると、紗さ季きとひなたちゃんがそう言ってから、悪わる巧だくみするように顔を見合わせ頷うなずきをシンクロさせて、

「あ！　ちょ！　だめ！　そ！　ま！　や！　め！　ぎゅむ！」

　砂の中に手を突っこみ俺のわき腹を何度も何度も戯たわむれ突いてくる……！

　たまらず転げ回りそうになるが、死ぬ気で我が慢まん。城が壊こわれたらやり直しというルールがある以上、暴れれば暴れるほど刑の執行時間が長引いてしまうので耐えるしかない。ちくしょうミホ姉ねえめ、相変わらず鬼のような罰ゲームを考案しやがる……。

「つんつく、つくつん。おにーちゃんを工事中」

「このお城、中はどうなってんのかな？　この辺にこう〝つつーっ！〟と廊下が通ってる感じ？　……ぷぷぷ」

「うーん、どうかしら。私の好みは、この辺にホールがあって螺ら旋せん階段が〝ぐるぐる～！〟みたいな造りなんだけど。……ふふふふ」

「も、もう……許し……ぬぁあああん……」

　やたらめったらにわき腹を弄もてあそばれ、もはや自じ我がが崩ほう壊かいする寸前であった。しかもさっきから三人は無む駄だな内装改かい築ちくにばかりご執しゆう心しんで、ちっとも城の建造が進んでいない。もうダメだ、いつ終わるんだこれ……。

「え……っ!?」

　そして更さらなる衝しよう撃げきが、深い絶望の渦か中ちゆうにある我わが心身を襲おそう。

　なんと、腹部の刺し激げきはそのままに、突とつ如じよ両側の脇わきの下から肋ろつ骨こつ付近にもこそばゆさが浸食してきたのだ。真ま帆ほも紗さ季きもひなたちゃんも、わき腹攻撃を止やめて手を伸ばしている気配けはいなんてないのに、である。

　ということは。

「………………」

「………………」

　信じがたい気持ちで首を起こすと、はっと驚おどろいた様よう子すで同時に眼を逸そらす、智とも花かと愛あい莉り。

　そ、そんな。信じてたのに……。

　君たち二人ふたりだけは、妙な悪戯いたずらなどしないでくれるって、信じてたのに────────っ!?





＊






「うう、ひどい目にあった……」

　その後も散さん々ざん身体からだを玩具おもちやにされ、真っ白に燃もえつきかけたところでようやく罰ゲームは終了。結局途中から完全に趣しゆ旨しが変わってしまい、お城なんて土台すら完成に至らなかった。

　まあ、五人ともに楽しんで貰もらえたみたいなので良しとするか……。

　ということで気持ちを切り替え、ここからはお待ちかねのバスケの時間だ。

「さてと、みんな疲れてない？」

「おー。だいじょうぶ。いっぱいとっくんする」

　屋や敷しきに戻り、ゼリー状の栄養食で軽くエネルギー補給をしてもらったのち、休きゆう憩けいを挟んで室内ジムに集まった全員に問えば、ひなたちゃんが代表して元気の良い返事を聞かせてくれる。他の子たちも顔色は良く活力にみなぎっており、心配は無さそうな様子。

　よし、ならば今から夕食時間まで、みっちり練習とまいりましょうか。

「それじゃ、今日きようはミーティングから始めるよ。この辺で輪わになって座って下さい」

　気持ちをコーチモードに切り替え、普段ふだんの練習とは少し異なる指示を出すと、五人ともが僅わずかに不ふ思し議ぎそうな顔を見せたものの、すぐに元気よく返事して体育座りで小さな円を形成してくれる。

　空くう調ちようが行き届いたジムの明るい蛍けい光こう灯とうの下、みんなが神しん妙みように俺おれの言葉を待ち続ける。この後大事な試合に挑いどむというわけではないのだが、まっすぐな眼まな差ざしになんとなく小さな緊きん張ちよう感かんを覚えた。

　こほん、と咳せき払ばらいをしたのち、バスケコートちょうど一面分ほどの広さを誇る贅ぜい沢たくな板間をぐるりと眺め、向き直って厳おごそかに口を開く。

「……よし。じゃあ、今から反省会を始めます」

「はんせいかい？」

　俺の言葉を、真ま帆ほがきょとんとおうむ返しする。何もいけないことしてないよ？　といった口調に申もうし訳わけ無さを感じつつ、首を縦たてに振って本意を伝える。

「うん。この前の、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんとやった練習試合の、反省会」

　硯谷。その単語を聞いた瞬しゆん間かん、みんなの表情がハッと硬くなった。悔くやしさと自責に深く苛さいなまれたような、重い沈ちん黙もく。五人ともが同時にそんな雰囲気を身に纏まとい、唇を嚙かむ。

「最初に言っておくけど、俺はみんなとっても良く頑がん張ばったと思っている。本当なら、責めることなんて何も無い。強きよう豪ごう校こう相手に最高の試合だったって、手放しで褒ほめたい。……けど。慧けい心しん女子ミニバス部は、もっともっと強くなりたいんだよね？　いつかもう一回硯谷と対戦して、今度こそ勝ちたいんだよね？」

　ゆっくりと、言い含めるように質問。

　すると、伏し目がちだった五つの視し線せんが、またしても示し合わせたように俺の方へ集中した。

「……もちろんです。もう二度と、あんな悔しい負け方はしたくありません。もう二度と、大事な場面で大事なシュートを外はずしたくありません」

「あたし、カーってならないように注意する！　すばるんのいうことちゃんと聞いて、もーぜったいバカなマネしない！」

「わたし、やっぱりまだまだ怖がりで……そんな自分が、いやです。もっと、もっともっと、強くなりたいです」

「ひな、みんなよりできること少ないから、いまいち。だから、いっぱいがんばる」

「四人ともすごく上う手まくなっているのに勝てなかったのは、私がいろいろ足りないせいです。このままでは、申し訳無くて……悔しいですっ」

　そして紗さ季き、真帆、愛あい莉り、ひなたちゃん、智とも花かの順で、内に秘められていた滾たぎる想おもいを表明してくれた。熱ねつの籠こもった声に、俺の心中でもさらに大きく炎が揺らめく。

「そう言ってくれると思ってた。……なら、自分たちで考えてみよう。この前の試合で、俺たちにいちばん足りなかったのはなんだと思う？」

　一人ひとりずつと瞳ひとみを合わせながら、硬い口調で問うと、みんなしばし「うーん」と唸うなったり、こめかみに指を当てたり、各おの々おのの仕し草ぐさを交えて熟じゆつ考こうを始める。

「……ディフェンス。だと思う」

　やがて、最初に答えを呟つぶやいたのは真ま帆ほだった。

「そうね。特に最終クォーター、ほとんど硯すずり谷だにの攻こう撃げきを止められなかった。トモだけはさすがだったけど、四人は良いようにやられちゃった」

「ううん、私も全然ダメだったよ。エースの未み有ゆちゃんばかりに気を取られて援護ヘルプが遅れたり、逆に未有ちゃんのパスを簡かん単たんに通してしまったり。一対一じゃない場面で散さん々ざんだったもん」

「わたし、最後の方で狙ねらわれちゃってたよね……。硯谷のセンターさん、身体からだが当たってもびくともしなくて、試合中なのに『すごいな、羨うらやましいな』って思っちゃった」

「おー。ひな、でぃふぇんすはすごくだめ。……おにーちゃん。でぃふぇんすで、当たり？」

「うん、正解です。みんなさすがだね」

　それぞれの分析のあと、探るように首をかしげたひなたちゃんの声に合わせて深く頷うなずく。

　言う通り、ディフェンス──具体的には敵の連れん携けい攻撃に対する対応の遅れが、現状では慧けい心しん女バスにおける最大の穴だろう。

　ま、それは是非もない話であるのだが。自分たちから仕掛けるオフェンスと違い、相手の動きに対応してなすべき事をリアルタイムで取しゆ捨しや選せん択たくしなくてはならないディフェンスは、同じ連携でも必要とされる経けい験けん値ちが段違いなのだ。いくら元来チームワークが抜群であるこの五人とはいえ、まだまだ練習時間が足りなすぎる。

　正直なところ、前回の対戦はある意味で『相手に恵まれた』部分がなきにしもあらずだった。いや、もちろん硯谷はかなりの強きよう豪ごうなのだが、この子たちにとってはわりと相あい性しようの良い相手だった気もするのだ。

　なぜなら、硯谷はオフェンス面でエースの藍あい田だ未有ちゃんに全ぜん幅ぷくの信頼を置いているためか、シュートの担にない手てがわりと固定されたチームだったからだ。おおよその場面で未有ちゃんの個人技、でなければ前線待機ポストアツプしたセンターの子と未有ちゃんの連携を選択してきて、他ほかの三人はかなり守備偏重デイフエンシブに構えていた。

　そのためこちら側としては智とも花か個人の守備力や愛あい莉りの高さを活いかしやすく、五人の役割分担による危き機き対応能力をそこまで問われずに済んだ。だからこそ第三クォーターまで優ゆう位いにゲームを進められたし、逆に第四クォーターでは未有ちゃんが（恐らく野性的な勘かんの鋭するどさもあったのだろう）周りを活かす攻撃を織おり交ぜてきたことで一気に点差を縮ちぢめられた。

　これがもし突出したエースのいない、総合力でオフェンスを組み立てるチームが相手だったら……更さらなる苦戦を強しいられていた可能性も高い。

「では、この合宿では」

「うん、ディフェンス強化をとことん重点的にやろうと思う。最終的には、チームの連携力を高められるだけ高めたい。……だけど、そこに辿たどり着くためにはまず一人ひとり一人ひとりが基本の動きをもっと完かん璧ぺきにしないとね。だからまず今日きようは、フットワークの基き礎そ練習だけをずっと繰くり返したいと思うんだけど……構わないかい？」

　紗さ季きの台詞せりふを引き継ぎ、溜ためを交えて尋たずねる。みんなもうれっきとした経けい験けん者しやなのだから、余計な脅おどしなど添えなくてもその提案が意味することは伝わったであろう。

『分かりました、頑がん張ばります！』

　それでもなお、揺るぎない瞳ひとみで、全員が声を揃そろえて同意を伝えてくれる。

「ＯＫ。その意気を尊重して…………俺おれも鬼になろう」

　ならばもう、迷わない。今からこの子たちを、これでもかというほどいじめ抜いてやる。







「往復ダッシュシヤトルあと五本！　ほらほら、まだまだバテるには早すぎるぞっ！」

『──は、はいぃっ！』

　ジム内にバスケットシューズの甲かん高だかい摩ま擦さつ音おんが響ひびき始めてから、既すでに一時間以上が経過した。

　その間、必要最低限の休きゆう憩けいを除き、五人の少女たちはひたすらフットワーク練習に明け暮れている。動きっぱなしの反復運動に体力を奪うばわれ、もう誰だれもがへとへと。他ほかの子よりバスケ歴が長い智とも花かでさえ大きく肩を揺らしてぜぇぜぇと息を漏らしている。しかしそれでもまだ、俺はこの地じ獄ごくの終了を告げるつもりは無い。

「うわー。ずいぶんスパルタじゃん」

「……ミホ姉ねえ」

　出し抜けに横からひゅう、と口笛の音が響く。どうやら暇ひまを持て余した顧こ問もん様が見学においで遊ばれたらしい。

「へー。ドＭの昴すばるが人をいじめることなんてあるんだ」

「誰だれがドＭだよ……」

「にゃはは、一人ひとりしかいないだろ。まーそれは置いといて、ちょっと意外だな」

「意外？　何がだ？」

「お前、わりと科学的とか理り論ろん的てきとか、ヘタレた用語大好きじゃん。こんないかにもスポ根こんみたいなシゴキ、嫌いやがるのかと思って」

　あー、そういう意味か。

　であればその言い分は半分合ってる。確たしかに俺は、裏付けもなく根性論を振りかざし、いたずらに身体からだを摩ま耗もうさせるだけの練習も、そんな非効率さを強しいる輩やからも好きにはなれない。もし自分が所属するチームの練習がそうだったら、あらゆる手段を使って体制の改善を訴えることだろう。

　だけど、ある一点において。ミホ姉は大きな誤解をしている。

「今だって──科学的、理論的にやってるつもりだぞ」

　目め線せんは子どもたちに向けたまま答えれば、ミホ姉ねえは「んにゃ？」とふやけた声を出して不ふ思し議ぎがる。

　確たしかに、ぱっと見では既すでにみんなグロッキー寸前で、技術が身につく余裕なんてもう残されていないようにも見えるだろう。……だけど。

「こうやって練習で地じ獄ごくを見ておけば、動かない中でもどうにかして身体からだを動かさなくちゃいけない感覚を知っておけば、本番の試合の時に、土ど壇たん場ばで踏ん張りが利く。『あの時の苦しさに比べればまだまだ！』とか、『あれだけ辛つらい思いして、こんな場面で諦あきらめられるか！』とか、逆境の中でもポジティブさを取り戻せる。

　言ってみれば、意図的な根性の培ばい養ようってところかな。だからさ、練習でもうダメだっていう所のその先まで身体を追い込んでおくのは、充分に科学的で理り論ろん的てきなんだよ。もちろんこんなの毎日やったら逆効果だけど──本気で強くなりたいなら、楽しみだけじゃ足りない。スパイスとして、苦しさも忘れちゃダメなんだと思う」

「にゃはは。おーおーえらそーに。ま、言いたいことは分かる気がするけど」

　私見を述べると、ミホ姉ねえは笑いながら俺おれの肩に肘ひじを置く。

　……確かに、偉そうだよな。高校生風ふ情ぜいが知ったようなコトを、と我われながら思う。

　これで、口だけが達者で自分じゃ何もやらないような奴やつに成り下がったら、まさしく最低だ。

「よーし！　次はジグザグ！　とりあえず十五本！」

『はいぃーっ!!』

　だから、教え子だけに辛い思いなんてさせないし。俺自身、やる気でみんなに負けたくない。

　この練習が終わった後、今度は俺自身がみんなに課かした倍量のフットワーク練習を行うつもりでいる。いや違う、絶対に行う。

　それが、どうしようもない未み熟じゆく者ものながらコーチなんて過ぎた場所にのうのうと居い座すわっている人間の、せめてものけじめだろう。

　旅は道連れ。地獄巡めぐりだってもちろん付き合いますとも。
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「腹減った……」

　力の入らない全身を緩かん慢まんに送り出し、猫背で廊下を進む。

　練習前に胃袋を満たしてしまうと確かく実じつに逆流すると思い、夕食は炭水化物を軽く摂とるだけに止めておいたツケで、特訓を終えた今はもう歩くのもやっとだった。

　記き憶おくを頼りに、食堂までの道を辿たどる。有あり難がたいことに久く井い奈なさんが残りご飯をおにぎりにしておくと仰おつしやって下さったので、無ぶ遠えん慮りよながら早さつ速そくそれを頂きに行こう。

　だいぶ夜も遅いし今食事するのは健康に悪そうだが、一日くらいはまあ良いだろう。正直このままベッドに倒れ込めば朝まで眠れそうだけど、俺おれの場合筋肉量をあとちょっとだけ増やすことも課か題だいなので栄養補給は欠かせない。もちろんバランスを取るために野菜ジュースと豆乳も合わせて摂せつ取しゆして、と。

「お？」

　そんな事を思いながら廊下の角を曲がると、奥から歩いてきたナイトドレス姿のひなたちゃんと対面した。だいぶおねむの様よう子すではあるものの、足取りはしっかりして体たい調ちようも良さそうだったので深く安あん堵ど。

「やあ。……あれ、どうしたの、それ？」

　ひなたちゃんも俺に気付くとにっこり会釈してくれたものの、なにやら妙な形に胸先で手を組んだまま、ぴくりとも動かそうとしない。まるでもみ手するようなその仕し草ぐさ、たまに時代劇げきで見る商人、はたまたオペラ歌手の真ま似ねだろうか。

「やーやーおにーちゃん。みてみて、ひながつかまえたの」

　不ふ思し議ぎに思っていると、おもむろにひなたちゃんは組んだ掌てのひらを僅わずかに開いてみせてくれる。

「わ。……ヤモリか。久しぶりに見た」

　そこには灰はい色いろの、平べったいトカゲのような生き物が一匹。

「おー。やもりさん。まほにケース借りて、ちょっとだけ飼わせてもらう。それでね、かんさつ日記つけるの」

　ご機き嫌げんな様子で、再び手の隙すき間まを閉じるひなたちゃん。なるほど、もしかしたら自由研究の題材にでもするつもりなのかな。もし、連れて帰るというなら少し考えるが、『ちょっとだけ』というからにはここに滞在する間に限定して飼育するつもりなのだろう。それなら反対する理由なんてどこにも無い。

「そっか、良かったね。珍しいの見つけて」

「おー。すごくかわいい。おやすみなさい、おにーちゃん」

「うん、お休み」

　すみやかにケースへ入れてやりたいのだろう、ひなたちゃんは俺おれの脇わきを素通りしてぺこりと頭を下げ、早足で立ち去っていく。いつもと違いあんまりじゃれてくれなかったことを寂さびしく思わなくもなくなくなかったが、それ以上にあの激はげしい練習の後にもかかわらずバイタリティが溢あふれていることに感心した。

　これなら、今後もハードなメニューを組む事に躊ちゆう躇ちよなんて全く必要なさそうだ。

　おし、俺もおにぎり食ってしっかり寝て、明日あしたまたみんなと一いつ緒しよに頑がん張ばろう。
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　翌日早朝。子どもたちより一足早くジムへと赴おもむき、個人練習に勤いそしむ。

「おはようございますっ！」

　ストレッチを終えシュート練習を繰くり返していたところ、背後から明めい朗ろうな挨あい拶さつが聞こえた。

「おはよう智とも花か。早いね」

　リングを射い貫ぬき床ゆかにバウンドしたボールをそのままに、振り返って返事すると、Ｔシャツとスパッツ姿の少女は片結びの髪を弾ませ大きくお辞じ儀ぎしてくれる。

「ご、ごめんなさい途中で声かけてしまって。私、まず外を走ってきますので、どうかお気になさらず！」

「あれ、そう？　もちろんお任せするけど、せっかくだしいつもみたく一いつ緒しよにやろうよ」

「……よ、よろしいのでしょうか？　お邪じや魔ま、では？」

「まさか。こちらこそよろしくお願ねがいします」

　手招きすると、智花ははにかみながらきびきびとゴール下に駆かけ寄る。そして落ちていたボールを拾い、俺おれにパスしてくれた。

「で、では私、ディフェンスしますっ！　ちびで、あまり意味ないかもですけど」

「おお、そりゃ本当に助かる！　申もうし訳わけ無いけど、お願いしても良いかな」

「はいっ、もちろんです！　ええと、普通に昴すばるさんをマークする感じでよろしいでしょうか？」

「……うーんと、いや。ひとまずは、そこ辺あたりでドリブルに備えていて下さい」

「あ、あの練習ですね！　わかりました！」

　リングから左斜め45度、距きよ離りにして１ｍ半ほどの位置を指さすと、それだけで意を汲くんでくれる智花。毎朝同じ時間を共有しているので、もうすっかりツーカーなパートナーシップを築きずけているのだった。

　言われた通りの場所で両手を挙げ静止する智花に一礼してから、スリーポイントライン付近まで後退し、距離を取る。それから一いつ直ちよく線せんにドリブルで切り込み、小こ柄がらな少女に向けて突っこんでいく。

「んっ！」

　息を合わせて身を屈かがめ、ブロックショットの体勢に入る智花。ディフェンスのタイミングは完かん璧ぺき。このまま愚ぐ直ちよくにランニングシュートを放とうものなら、衝しよう突とつ事故を起こしファウルを取られてしまうのは確かく実じつだ。

　──だから、こうする！

　智花が飛び上がるより早く、まだゴールまで数メートル距離のある位置から俺は思いっきり跳ちよう躍やくし、右手一本で掲かかげたボールをふわりと空中に放り投げる。

　高い山なりの軌道で、茶ちや色いろの球体はリングまで浮遊していく。

　それを眼で追いながら身をよじって智とも花かとの接触を避け、俺おれはコートに着地。

「……とと！」

　直後、うっかり勢い余ってたたらを踏み、尻しりもちをついてしまう。けれどもなんとかぶつからずにはすんだし、

「おし」

　シュートの方も無事ネットに収まってくれた。ま、75点、といった出来か。

「すごいですっ……。さすが昴すばるさんですっ！」

　振り返ってボールの行く末を確かく認にんした智花も、ぱっと表情を華はなやがせ俺以上に喜んでくれる。

「うーん、着地も決まれば良かったんだけど」

　苦笑と共ともに立ち上がる。ん、じゃあ今の感触を忘れないうちにもう一本だ。そう思って転がったボールを拾いに駆かけ出す。

　──と、そのとき。




「お、おおおおおおおおすげー！　なにっ!?　今のシュートなにっ!?」




　ジムの出入り口の方から、盛大な叫び声が響ひびく。顔を向けると、そこには眼を爛らん々らんと輝かがやかせた真ま帆ほ、さらには紗さ季き、愛あい莉な、ひなたちゃんの姿が。

「……あはは、おはようみんな。えっと、今のはスクープシュートとか、そんな名前かな」

　他ほかにもハイループシュート、ティアドロップシュート、ヘリコプターシュート、フローター……もしくは、へなちょこシュート。微妙なフォームの違い等などによっていろんな名前で呼ばれているが、要するに背の低い選手がブロックを避けるため、遠目から上空にふわりと放り投げるランニングシュートのこと。

　俺が最近になって練習を開始した、新技術だ。

「おはようっ！　ごめんね、一人ひとりで来ちゃって……」

「ふふ、いーのよ。トモのためにわざと少しだけ寝坊したんだから」

「ふぇ……!?」

「えへへ、冗じよう談だんだよ。昨日きのうの練習大変だったから、いつもよりいっぱい寝ちゃった」

　四人の登場に気付き、走って傍そばに向かう智花。単独行動に出たことを謝あやまっているようだが、誰だれもが笑顔えがおで不問だ。

　しかし、みんな本当に元気そうだな。安あん堵どと共に感かん嘆たんしていると、ひなたちゃんがゆっくりこちらに近付いてきた。

「おにーちゃん。そのしゅーと、かっこいい。サーカスみたい」

「あはは、それは褒ほめすぎ。最近は高校生でもけっこう使い手多いからねー。一度入ったくらいじゃあんまり自じ慢まんできないよ」

　微妙に赤面してしまいつつ、謙けん遜そんではなく本心で否定。もちろん褒ほめられて悪い気なんかするわけはないのだが、ひなたちゃんの瞳ひとみがまっすぐすぎてちょいと照れくさい。

「……さ。せっかくだしみんなで練習しようか。まずは、準備運動から──って真ま帆ほ、どうかした？」

　気を抜くとデレデレにやけそうになる頰ほおに力を込め、全員を朝練に誘ってみる。と、今度は真帆がすぐ傍そばまでやってきて、俺おれを見上げた。

「すばるんすばるんっ！　今のやつ、あたしにも教えて！」

　そして、ぴょんぴょん跳はねながらそんなリクエスト。

　さすが、めざといな。俺と同じく上うわ背ぜいは今のところそれほどない真帆にとって、このシュートは身につければ間違いなく強力な武器となるだろう。

　……だけど。

「ごめんね。これは、まだ教えられないんだ」

　心苦しい想おもいで頭を下げると、真帆は意外そうに息を止め、それからワンテンポ遅れて大きな声を張り上げた。

「えーなんでなんでなんでっ!?　あたし練習ならいっぱいするよっ？」

　あはは、本当に申もうし訳わけ無い……。未いまだかつて教えを請こわれて『ダメだ』なんて言ったこと無かったからな。きっと不ふ思し議ぎでしょうがないだろう。

「んー。理由は、口で言うより見て貰もらった方が早いかな。……智とも花か、悪いけどもう少しだけディフェンス役お願ねがいしていい？」

「あ、はいっ！　もちろん何本でも構いません！」







　以後ノンストップで、とりあえず二十回同じ練習を繰くり返した。

　そのうち、ちゃんとシュートをリングに収めることができたのは……わずか六本。

「どう、かな？　見ての通り、まだ全然教えるなんてレベルじゃないんだ、俺」

　こんな体ていたらくの後では言い訳にしかならないだろうけど、このシュート、印象以上に非常に難むずかしいのである。ＮＢＡの一流選手がひょいひょい決めるのを見てると錯さつ覚かくしがちだが、いざ自分でやってみればあれがどれほど人間離ばなれした所しよ行ぎようなのかを痛切に思い知らされる。

　毎日特訓を続けているものの、現状練習にもかかわらずこの程度の成功率。実戦で使えるレベルにはとうてい至っていない。人に伝授するなど、冗じよう談だん話ばなしにすらならないだろう。

「あはは、そっかー。すばるんもまだへたっぴなのか～」

「ま、真帆っ！　そんな、失礼だよっ！」

「いやいや。実際にど下へ手ただから変に気を使わないでくれ」

　慌あわてる智花にかぶりを振り、真帆と共ともにからから笑い合う。……ま。まったくプライドが傷つかないと言ったら噓うそになるわけだが。

　でも、かえって良いさ。この子たちのコーチでいられる内うちに絶対上う手まくなってやろうという決意が、新たなものになるから。

「あ、でもさ～すばるん。へたっぴでも教えてくれることはできるじゃん！　そーだ、あたしといっしょに練習して、二人ふたりでちょー究きわめちゃおーよ！」

　とにかくこれで、真ま帆ほもきっぱり諦あきらめてくれるだろう……と思ったのだが、まだ野望を捨てる気はないらしい。その執着心はむしろ長所なので、褒ほめてあげたい。

　しかし、それでもやっぱり伝授するわけにはいかないんだよな。

「えっとさ、真帆。教えてあげられない理由は、俺おれが下へ手ただからだけじゃないんだ」

「ほえ？」

　膝ひざに手を置き目め線せんを合わせると、真帆は不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。……ん、これはちょうど良い機き会かいかもしれないな。そう思って傍そばにいた智とも花かたちにもアイコンタクトを送り、みんないっしょに話を聞いてくれるよう促うながす。

「智花。俺さ、智花にあんまり使うなってお願ねがいしたシュートがあるよね？」

「あ、は……はい！　あの、横に跳とぶジャンプシュートですよねっ」

　そう。毎朝１ｏｎ１を繰くり返した末に智花が地力で編あみ出した、自分より背の高い高校生を躱かわすための必殺技わざ。それに俺は『一日三回以上は打つな』なんていう厳げん命めいを出した。

　まるで才能に嫉しつ妬として意地悪しているかのようだが、もちろんそんな下らない感情が理由ではない。

「えっと、なんでそんな事を言ったのか、覚えてる？」

「その……フォームが崩れるから、と」

　こちらの意図が読めないのであろう。智花は恐る恐る答える。あまり緊きん張ちよう感かんを与えたらいかんなと笑えみを作り直したのち、俺はこくりと頷うなずきを返した。

「そうだね、その通り。……でも実は、もう一つ伝えてない理由があってさ。それと、真帆にスクープシュートを教えてあげられない理由って、まったく同じなんだ」

『まったく、同じ？』

　不思議そうに声を揃そろえ、顔を見合わせる智花と真帆。他ほかの子たちも俺の周りに円陣を組み、静かに耳を傾けてくれている。

「一つ、質問。普通に打つジャンプシュートと、横飛びのジャンプシュート。智花が決めやすいのはどっちかな？」

「それは……普通のジャンプシュートの方が、ずっと入りやすいです」

「じゃあ今度は真帆に質問。もし真帆が今日きようからスクープシュートを練習し続けて、それが普通のレイアップより入りやすくなるのは、いつ頃ごろだと思う？」

　尋たずねられて、真帆は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。でも、俺が期待するよりもさらに早く、正解に辿たどり着いてみせてくれる。

「……んー。たぶん、ずーっと無理だと思う。『すくぅぷなんとか』が上う手まくなってるころには、レイアップがもっともっと上手くなってるはずだもん」

「二人ふたりとも、大正解。そんで、それこそが『理由』だ」

　断言を聞いて、智とも花かは僅わずかに俯うつむき加減となり、真ま帆ほは逆に天てん井じようを見上げて腕を組む。

　二人とも、もう感覚としてなら俺おれの言いたいことが分かり、でも上手く言語化できない。おそらくはそんな感じだろう。

「結局さ、小手先で策を練るより、普通のレイアップやジャンプシュートを打った方が絶対に決まりやすいんだ。その事を、今はしっかり心に留とめておいて欲しい。だからまだ真帆にはスクープシュートを教えないし、智花には横飛びを控えさせた」

　そこで一度言葉を切り、二人──いや、五人全員の表情を確かく認にん。

　よかった。誰だれ一人ひとりとして、異い議ぎを唱となえずにいてくれているみたいだ。

「そういう、特別な技わざに頼ってばかりだと、いざ試合の時、考え方がどんどん悪い方に向かっちゃうかもしれないんだ。『スクープシュートで決めてやる』なんて強気のうちはまだ良いけど、『普通に打ってもブロックされそうだし、スクープシュートじゃないと決められる気がしない』みたいな考え方になるとマズい。それは、ドリブルで相手を抜きにかかることを恐れた、弱気の選せん択たくだから。

　そうなるとさ、自分から確かく率りつの悪い方ばかりを選んで、結局どんどんシュートを落とす──みたいな悪あく循じゆん環かんに入っちゃう。だから基本通りドリブルで相手を抜いて、基本通りのレイアップやジャンプシュートを決める。そんな一番確実な方法を絶対見失わないっていう自信がつくまで、余計なことは覚えないで基き礎そをしっかり固めることの方が大事なんだ」

　……正直、言ってる本人の耳が痛かった。それはまさに自分こそが肝きもに銘めいじておかねばならぬ話で、本当にこのタイミングでスクープシュートに手を出すべきなのかという葛かつ藤とうは、かなり長いこと胸の内でくすぶり続けていた。

　それでも、今できることは全部余すことなくやっておきたいから。背伸びしすぎと後ろ指を差されても前進すると決めたわけだが。

　ま、己おのれの事は別問題として。未み熟じゆくを理由に伝えるべき教訓を伝え損そななったらそれこそコーチ失格だろう。だから自責はそのまま、教え子たちに偉そうで身みの程ほど知らずな態度を貫つらぬく。

「というわけで、まずは基礎固め！　新しい技は、それが完かん璧ぺきになってからだね」

　ぽんと手を打ち、重くなった空気を霧む散さんさせにかかる。すると全員が『はいっ！』と元気の良い返事を聞かせてくれた。

　が、その直後。真帆がにんまりと口こう角かくを上げ、両手の人差し指を俺に向けてくる。

「もちろんりょーかいだけどさ。……それとそっくりな台詞せりふ、あたし最近マンガで読んだぞ～。きひひ」

「……あはは、バレたか」

　きっと茶化ちやかされるだろうなぁと思ってた。なにしろその少し古いバスケ漫画を『面おも白しろいから読め』と伝えたのは、他ほかならぬ俺おれ自身でありまして。

「い、いやーほら。基き礎そが大事っていうのは、もう絶対に揺るぎない、決まりきった一つの答えだから、どうしても同じ事を言わなきゃいけなくなっちゃうんだよねー……」

　たじたじになって頭を搔かきながら、作り笑いで誤ご魔ま化かす。幸いなことに真ま帆ほのからかいもそれきりで収まったので、みんなに指示を出す傍かたわら俺は自分の練習を再開した。

　そうして朝食までひたすらスクープシュートの反復練習を繰くり返した結果、またほんの少しコツを摑つかみかけてきた感触を得る。データを見ても、後半は明らかに精度が上がっているし。

　もしかしたら、教え子の前で良い格好したいという気持ちが、プラスに働いているのかも。あはは。

　──葵あおいのやつも、みんなの前なら余計に気合いが入ったろうに。まったく勿もつ体たいないことを。
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　夏なつ陽ひとの出会いを果たした翌日。葵あおいは再び竹たけ中なか家けを訪問していた。

　挑いどまれた１ｏｎ１対決で、大きなミスを犯してしまったせいだ。手加減があからさま過ぎて一いち途ずなバスケ少年を怒らせてしまったのである。

　馬ば鹿かにされた、と誤解した夏陽から「明日あしたまた再戦だ！　今度は本気を出せ！」と責められ、気付けば葵は自然と首を縦たてに振っていた。確たしかによくよく考えてみれば失礼なことをしてしまったし、それに、正直なところ彼との対決は、面おも白しろくもあった。

　だから再びここに来ることを、面めん倒どうだとは少しも感じなかった。むしろ心を蝕むしばむ所しよ在ざいなさを埋められる気がして、命令を喜ばしいとさえ思った程ほどである。

　かくして葵はリターンマッチを受けて立ち──ついさっき少年を完かん膚ぷ無きまでこてんぱんにやっつけたのだった。

「……………………うぅ」

　今日きようは一人ひとりで留守番していると聞いて葵が差し入れた梅おにぎりを腹の前でかかえ、ベンチにしょんぼりと腰掛けた夏陽が小さくうなり声を上げる。

「しょ、しょうがないよ、年季が違うもん」

　もしかしたら余計怒らせてしまう気もしつつ、他ほかに思い浮かばなかったのでなけなしの慰なぐさめを口にする。

「うるせー！　おねーさんバスケ超上う手まいじゃんかよ！　……なのに昨日きのう『勝てるわけない～』とか言って！　本当は心の中でバカにしてやがったんだな俺おれの事っ。ちくしょー！」

　その結果、やはりというか、火に油を注ぐことになってしまった。難むずかしいな、と苦笑が漏れる反面、後こう悔かいも覚える。もし昴すばるに同じ事を言ったら間違いなく怒られるだろうと分かっていたのだから、やはり踏ふみ留とどまるべきだった。

「ううん、違うってば。バカになんかしてない。夏陽くん、本当に上手じようずだと思う。それは、ウソじゃない。小学生の時の私なら、絶対負けた……とまでは言わないけど、勝てたかどうか、全然分からないよ」

　とにかくなんとかして機き嫌げんを直してもらうべく、葵は穏おだやかな口く調ちようで言い含めるように、飾らぬ本心を告げる。変に持ち上げすぎたりせず、思いの丈たけをそのままぶつけてみる。

「……ふん。いくらおねーさんでも同じ小学生相手なら、負けるわけないよ。絶対勝つ」

　どうやらそれが正着だったようで、夏陽は鼻をならしてふんぞり返り、幾分自信を取り戻し叶かなわぬ対決に思いを馳はせてくれた。

　叶わぬ、対決。

　詮せん無なきことと分かりながらも、叶えばいいのに、とつい考えてしまう。

　夏なつ陽ひと、小六当時の葵あおい。戦って勝つのはどちらであったろうか。それを考えるのはなかなか、いやかなり楽しい。

　──じゃあ、あいつとなら、どうだろう。

　そんな想像に割り込んで、ぽんと浮かんだあどけない童どう顔がん。幼き昴すばると、夏陽の対決。それもまた、見み逃のがせないカードになること請うけ合あいだ。

「あはは、そうかも。実際、私１ｏｎ１でほとんど勝てないやつがいてねー」

「へーマジかよ。そんなスゲーのがいやがったんだ。やるじゃんそいつ。男？　女？」

「男。幼なじみで、一いつ緒しよにバスケ続けてて。……今でも、いろんなことでしょっちゅう張り合ってる」

「んじゃ、ずっとライバルなのか。はは、良いなーそういうの」

　無む邪じや気きに白い歯を覗のぞかせる夏陽を見て、葵も眼を細める。やはりどことなく、昴とこの少年は似ている気がした。

「夏陽くん、家ではいつも一人ひとりで練習してるの？」

　ふと、夏陽には自分にとっての昴のような切せつ磋さ琢たく磨ましあう相手がいないのか、訊きいてみたくなった。もし居いるなら、その人物に対する飾らぬ想おもいも。

　とはいえもし近所にそんな仲間が住んでいるのなら、もうとっくに顔を合わせているような気もするので、半ば答えは予想できていたが。

「普段ふだんは、妹につきあってもらってるよ」

　しかし意外なことに、返答は思い描いていた内容から大きく外はずれる。そうだったのか、それはとても微笑ほほえましい話だ。

　でも妹が居るのなら、何な故ぜ一度も顔を出さないのだろう。昨日きのうも今日きようも、どこかに遊びに行ってるのだろうか。

「そうなんだ。じゃあ今、妹さんはおでかけ中？」

「んー。まあ、そうっちゃそうなんだけどさ……」

　思ったまま尋たずねてみると、どうしたのか夏陽は大きく嘆たん息そくし、呆あきれ加減でかぶりを振る。なにか特別な事情があるようだ。

「あいつら、四年の時と比べておもっきし一学期の通知表悪くなってたから、母かあさんがすげー怒っちゃって。そんで、無む理り矢や理り塾じゆくの夏期講こう習しゆうに入れられて。ほんともー何やってんだか……。いい迷めい惑わくだよ」

　なるほど。だから二日連続で不在というわけか。少し可哀かわい相そうな気もするが、まあ仕方のない話なのかもしれない。

　でも、そんな事情があったならば。こうして厚かましく乱入している自分も、幾らかは夏陽の役に立てているのかもしれない。

　そうだったらいいのだけれど……などと思いながら、葵は空を見上げる。雲が高くて、日差しは鋭するどい。今ごろ、昴すばるたちもバスケの練習をしているのか、はたまた海水浴か。

「おねーさんは？」

「……えっ？」

「葵あおいおねーさんは、昨日きのう何しに来たんだ？　この辺に住んでる人じゃないだろ。ぜんぜん見たことねーし」

　言われてようやく思い至る。そういえば、葵は夏なつ陽ひに自分の境きよう遇ぐうを何も伝えていないのだった。

「え、ええとね……」

　少し、迷ってしまう。ありのまま伝えるには実に間の抜けた話だったので、なんとか要点だけの伝達に留とどめたいところだ。

「知り合いの高校生が……この辺の学校でバスケを教えてるの」

「──っ」

「昨日はその見学に来たって言うか……え？」

　頭を回転させお茶を濁にごした説明を始めるや、夏陽の表情が露ろ骨こつに歪ゆがんだ。何か、とても嫌いやなことを思いだしたかのように。

「ど、どうかした？」

「いや……。ちょっと、うちの学校にも来てるんだよ。高校生の、いけ好かないコーチが」

「え、そうなの!?」

　まさかそんな偶ぐう然ぜんがあるのか。昴が教えているのは女子なので、まさか夏陽の言うコーチが同一人物というわけではあるまいが、馬ば鹿かにできすぎた話だ。

　不ふ思し議ぎな合がつ致ちに驚おどろくいっぽう、夏陽の嫌けん悪お感かん丸だしな口く調ちようもなんとなく気にかかったので、少し踏み込んでみる。

「あまり、好きじゃないの？　その……コーチさんのこと」

「好きなわけあるかあんな最低のロリコン野郎！」

「うぇ!?」

　間かん髪はつ入いれず返ってきた荒々しい口調に混じる不ふ穏おんな単語に、葵は心しん臓ぞうを射い貫ぬかれたような衝しよう撃げきを受けた。

　──あれ？　『ロリコン』って、男の子に対しても使うんだっけ。

「コーチが、ろ、ろりこん……なの？　それ、マズくない……？」

「マズいに決まってるだろ！　いつか絶対犯罪やらかすぜあいつ！」

　怒り心しん頭とう、といった様相で立ち上がる夏陽。が、すぐにやるせなくなったのか、嘆なげくように溜ため息いきを漏らしながら、すとんと元のベンチに座り直す。

「……どーせならおねーさんが、あいつらのコーチだったら良かったのに。そしたら俺おれも、こんな余計な心配を……くそ！」

　悪態と共ともに夏なつ陽ひが蹴けり飛ばした小石が、ころころと転がっていく。それを横目に、葵あおいは会話に微妙なかみ合わせの悪さを覚える。

「な、なんだか、ずいぶん他人行ぎよう儀ぎな言い方だね。まるで、夏陽くんのチームじゃないみたいな……」

「え？　あー、そっか。そりゃ、勘かん違ちがいさせちゃうよな。……ん、そーだよ。俺おれのチームじゃない。変態コーチがいるのは、うちの学校の『女子バスケ部』の方。男バスにはちゃんとマトモな先生がいる」

　へーそーなんだー女バスかーそりゃ奇き遇ぐうだー。

　などと流すほど、葵は鈍にぶくない。いくらなんでも。

「あ、あのさ。もしかして夏陽くんが通っている学校って……すぐそこの、慧けい心しん学がく園えん？」

「ああ。なんか気取ってる感じがしてあんまり好きじゃないんだけど、近いからしょうがなく──ってどうしたんだ、葵おねーさ…………ま、まさか」

　夏陽が割さけんばかりに目を剝むく。恐らく、葵があまりにも顔がん面めん蒼そう白はくとなったので察するものがあったのだろう。

「……なあ、葵おねーさん。その、おねーさんの知り合いって……なんて名前だ？」

　どうしよう、口にするのが怖い。できることならこのまま逃げてしまいたい。大いに悩む葵だったが、こうなればもはや確たしかめないわけにもいくまい。

　一度は後こう悔かいと共に捨て去ったはずの、幼なじみに対するロリコン疑ぎ惑わく。そこにもう一度、踏み込まなくてはならぬ理由が生まれてしまった。

「──長は谷せ川がわ、昴すばる」

　葵は、恐る恐るその名を呟つぶやく。

「そいつだ。……そいつが、ロリコンだ」

　聞くや、夏陽は嘲あざけるようなひきつった笑えみと共に、地面へ唾つばを吐く真ま似ねをした。

「う……う、噓うそでしょっ!?　だ、だってあいつ、違うって言ってたよ!?　私だって一度は変だなーって思ったけど、でもでもっ……そんな、そんなっ!!」

「わ、ちょ、落ち着けっておねーさん！　む、胸──じゃなくて、顔！　顔近いっつーの！」

「あ……！　ご、ごめん……っ」

　衝しよう動どうのまま夏陽の肩を摑つかみがくがくと揺すってしまっていたことに気付き、狼狽うろたえながら手を離はなす。やたら喉のどが渇かわき、呼吸の乱れが収まらない。

「ほ、本当、なの？　本当にあいつがロリコンだっていう、心当たりがあるの？」

「ありまくりだね。しょっちゅう──特に一人ひとりの部員のことばっかをえろい眼で見てたし。しかもその部員のパ……下着を持ち帰ろうとまでしやがったんだぜあいつ!!」

「完全に犯罪者じゃない！」

　胸元を押さえながらやっとの思いで吐き出した質問に、あっさりと残ざん酷こくな答えが返ってくる。もはや、葵あおいは目め眩まいで倒れる寸前であった。

「でも……でも……。みんなすごく、信頼しあっていたし……」

「おねーさん、女バスのやつらのことも知ってるのか？　ふん、あいつら鈍にぶいから、自分のピンチに気付いてないだけだろ。そうさ、おねーさんの知り合いは、ヒトの風上にもおけねーやつだ！」

　鬱うつ積せきさせていた憤いきどおりがぶり返してきたのか、夏なつ陽ひの口く調ちようがヒートアップしていく。

　葵は絶望的な気分を味わいながらも、まだ完全には少年の言葉を受け入れられないでいた。どれだけ証言を重ねられても、やはり心のどこかでは昴すばるに対する信頼を捨てきることができないのであった。

「そ、その一人ひとりの部員って、やっぱり紗さ季きちゃんのこと？」

　深呼吸ののち、幾分冷静さを取り戻す。いけない。まだ、鵜う吞のみにするのは早い。この前の合宿でも、自分があまりに短たん絡らく的てきすぎたせいで多くの人間に迷めい惑わくをかけてしまったではないか。まずは独自の調ちよう査さで得た疑念と、夏陽の主張を照らし合わせてみるのが先だ。昴の容疑を固めるのは、その後で良い。

「へ？　ぜんぜん違うよ、紗季じゃない。つーか紗季なわけないだろ。ガチのロリコンなんだから、狙ねらいはあいつらの中でいちばんかわ……………………っ!?　お、大人おとなしくてガキっぽいやつに決まってるっ！　ひなただよ！　あの変態が狙ねらってやがるのは、袴はかま田だひなた！」

　結果、夏陽からの情報と自分の見解とは大きく異なっていた。かなりほっとした反面、湧わき上がる新たな危き惧ぐ。

　袴田、ひなた。

　あのあどけなく、可か憐れんな少女。もし昴が、本当にあの子に対しておかしな感情を抱いているのだとしたら。

　その時はもう、この手で屠ほふるしかないではないか。

「ひ、ひなたちゃんはないよう……。あんな無む邪じや気きな子を、そんな眼で見るほど昴は──」

「アホか!!　だからこそのロリコンなんだろーがっ!!」

　あえて軽々しい笑えみと共ともに否定したとたん、夏陽が声を荒げて異い議ぎを唱となえる。しかもそれがまた、なんとなく理にかなっているように聞こえるから困る。袴田ひなたという少女の魅み力りよくに対する認にん識しきは、夏陽の方が圧倒的に的てき確かくであると認めざるを得ないようだ。葵は頭が痛くなってきた。

「……てゆーか、さ。そんなに信じられないなら、今からこっそり確たしかめに行こうぜ」

　と、不意に夏陽が声のトーンを落とし、眉み間けんに皺しわを寄せつつそんな提案をする。

「えっ？　確かめにって、どこへ？」

「どこって、学園の体たい育いく館かんに決まってんじゃねーか。この時間、あいつら練習してるんだろ？　だからおねーさん、昨日きのうここに来たんだろ。……それとも今日きようは休みなのか？」

　そうか。確たしかにあの説明だと、そんな風ふうに誤解されても仕方がない。

「う、ううん……。昨日きのうも今日きようも、昴すばるたちは慧けい心しん学がく園えんにはいないよ。昨日から合宿で、海に行ってるから」

　改めて伝え直したところ、夏なつ陽ひはあんぐりと口を開けて震ふるえ出す。

「海……だと……？　あんにゃろうと、ひなたが……いっしょに海に行ってるだとっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、先ほどとは逆に今度は夏陽の方が葵あおいの肩に摑つかみかかり、がくがくと揺すりだし、

「……も、もうおしまいだ」

　かと思えば両手を突き出した体勢のまま、深く項うな垂だれ微動だにしなくなる。

「そ、それはちょっと考えすぎ──きゃ!?」

　戸と惑まどいを押し殺し、顔色を覗うかがうべく身を屈かがめようとした直前に、夏陽の頭が勢いよく起き上がった。短い髪から跳はねた一滴の汗がぴたりと葵の頰ほおに貼はり付き、淡あわく刺さるような冷たさを刻む。

「どこだ!?　あいつらはどこにいる!?　助けに、あの腐れロリコンからひなたを助けに行かないとっ！」

「お、落ち着いて夏陽くんっ。わ、私……行き先は聞いてない。ただ、真ま帆ほちゃんの別荘だとしか……」

「真帆の、別荘……。くそ、昔来ないかって誘われたけど断っちまったよ！　こんなことなら行っておけばっ！　ああもうちくしょーどうすりゃ良いんだっ!?　このままじゃ絶対取り返しのつかないことにっ……！」

　絶望のままに頭を抱える夏陽を見て、葵はとうとうかけるべき言葉を失い、深い混乱に囚とらわれる。

　しかし、まさか……。




　──昴が情欲を抱いている対象は、袴はかま田だひなた。




　そんな話、信じられない。信じたく、ないが。

「ありえない……よね？　絶対、噓うそだよね……昴っ！」
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「おにーちゃん、だっこしてください」

「はいよ」

「おー。おさかなさんいっぱい」

　多種多様な魚が泳ぐ水すい槽そうの前で背伸びし、きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせるひなたちゃんのリクエストに快かい諾だくする。

　別荘のすぐそばには観かん光こう地ちとして有名な港町があるので、今日きようは昼食がてらみんなで遊びに来てみた。ただし『みんな』といってもミホ姉ねえは「ゲームやる」とか実に風ふ情ぜいの無い理由でパスしやがったし、久く井い奈なさんも家事に勤いそしんでおられたので大人おとな二人ふたりは不在なのだが。

　土産みやげ物もの屋やさんなどを冷やかして目抜き通りを一とおりぶらついたのち、目を付けておいた鮮せん魚ぎよセンターに入ると、巨大な水槽が俺おれたち六人を迎えてくれた。予想通り回転寿ず司しや定食屋など魅み力りよく的てきな食事処どころも多く出店しているし、ランチはここで摂とることにしよう。

「ごはんはお寿司が良いかな？　それとも刺さし身み定食？」

「どちらもすてきですなー。おみせ、見てきていい？」

「あはは、もちろん」

　両脇わきを抱えたまま尋たずねると、ひなたちゃんは真後ろに首を反らせて着地をご所しよ望もうなさったので、ゆっくり下ろしてあげる。

「わーい、いってきます」

「走っちゃダメだぞー」

　楽しそうに遠ざかっていく背に呼びかけてから、ぐるりと辺あたりを見回す。とりあえず全員に希望を訊きいてみるか。余よ談だんだが、多少は後ろめたさもあったのか、ミホ姉ねえから結構な額がくの軍資金を預かっているので値段の心配はしなくても平気なのであった。イナダ、シンコ、カスゴ……。何でも食べ放題である。

「お？　みんな何してるの？」

　通路に沿って奥まで進むと、ひなたちゃんも含め五人が壁かべ際ぎわに設置された大きないけすに貼はり付き、水面を覗のぞき込んでいた。

「あっ、長は谷せ川がわさん。これ、なんでしょうか？」

　愛あい莉りの声に促うながされ、俺も眼を馳はせる。推定で八畳ほどあるバスタブのお化けみたいな容器は、面めん積せきと裏うら腹はらに高さが子どもたちの膝ひざ上うえくらいまでしかなく、少し変わった造りになっている。

「もしかして、釣り堀かな？」

　そう思ったのは、いけすの全域に緑みどり色いろの網あみが覆おおい被かぶせられ、『準備中』と書かれた札ふだが二枚ほど載のっかっていたからだ。釣り体たい験けん用途と考えれば、底の浅さにも納得出来るし。

「つりぼり！　やってみたい！」

「でも、今は営業してないみたいよ。残念だけど」

「えー……」

　まるで電灯のスイッチを連続で切り替えたみたいに、紗さ季きの言葉を聞いた真ま帆ほが喜き色しよく満まん面めんから一いつ瞬しゆんで意い気き消しよう沈ちんする。智とも花かやひなたちゃんも釣りに興きよう味みを惹ひかれていたのか、あからさまにがっかりした様よう子すだった。

「──お嬢じようちゃんたち、ちょいとごめんよ！」

　後ろ髪を引かれるようにしばらく全員でいけすの前に留とどまっていると、背後から威い勢せいの良い声が響ひびく。振り返れば、いかにも漁師風ふうといった角刈りの中年が、巨大な鋤すきのようなものを肩に担かついで豪ごう快かいな笑えみをこちらに向けていた。ウチの近所のスーパー（鮮せん魚ぎよコーナー）に勤めているおじさんに、ちょっと雰囲気が似ている。

「あ、すいません！」

　道を空あけた俺おれたちに「ごめんなすって！」と手を掲かかげ、おじさんはいけすの網あみを外はずしてざぶざぶと中に入っていく。おそらくメンテナンスが始まるのだろう。

「あの、お忙しいところすいません。この釣り堀、いつから遊べるのでしょうか？」

　それはそうと、せっかくなので訊きいてみる。みんな興きよう味み津しん々しんみたいだし、少しくらいならば待っていても構わないわけで。

「ん？　釣り堀？　あー、これのことか！　わはは、違うよ。こいつは釣り堀じゃない」

　しかし、どうやら釣り堀という想定自体が見当外れだったらしい。

「ごめん、俺の勘かん違ちがいだったみたいだ」

「えー、釣り堀じゃないの～？　がっかり」

　じゃああの『準備中』というのはどういう意味だろう……と疑問も残ったけど。それならば仕方がない。諦あきらめて食堂の方に移動しますか。

「……ふむ。なー君たち。これ、興味あるかい？」

　苦笑混じりに歩き出そうとした俺たちだったが、不意にそう尋たずねられて足を止める。

「え、ええとっ。はい、何なのかは気になります」

　代表して智花が答えると、おじさんは水すい槽そうの中でにんまりと頰ほおを片側だけつり上げる。

「これはな、『海鮮つかみ取りコーナー』さ。まだ試作中で営業前なんだが、遊んでみた感想を聞かせてくれるなら特別に体たい験けん会かいをさせてやっても良いよ？　もちろん捕まえたヤツはちゃんとあげるし、あっちの食堂に持って行けばすぐ料理もしてくれる」

「やるっ！　やるやるやるやるやる！」

　おじさんが言い終わるか終わらないかのうち、真帆がいけすの縁ふちまで駆かけ寄ってかぶりつきで手を挙げる。他ほかの子たちも、『面おも白しろそう……！』とたいそう乗り気な様子だ。

「つかみ取りですか。危なくは、ないですよね？」

　俺おれとしてもお言葉に甘えて遊ばせてやって欲しいと思う反面、怪け我がだけが若じやつ干かん気がかりでもあったので確かく認にんする。

「危なくないよ！　棘とげがあったりする魚は当然避さけてある。服も、嬢じようちゃんたちの格好ならそのままで大丈夫だろ。足洗う場所は後で貸すしな！」

　ふむ。それならば何も問題はなさそうだ。さっそく俺はみんなに「遊んでおいで」と笑顔えがおで伝えた。







「制限時間は…………とりあえず三分にしておこうか。捕まえたら、このバケツに入れるんだぞ。魚だけじゃなく、貝とか捕まえやすいのもいっぱいいるからよーく探してみな。そんじゃ、始め！」

　合図を受けて、子どもたちははしゃぎながら素足でいけすの中に飛び込んでいく。

「えいっ！　……やったっ」

「うおーエビ捕まえたのか!?　さすがもっかん！　でもあたしだって……ほら！　ホタテみつけた～」

「おー？　なんかへんなのいた。さき、みてみて」

「きゃあっ!?　ひ、ひなっ、ナマコを人の顔に近づけてはいけません！　バケツに入れておきなさい！」

　俺の方は脇わきに置かれたベンチに腰掛け、みんなの奮ふん闘とうを観かん戦せん。運動神経抜群なだけあって、いきなり成果は好こう調ちようなようだ。この分だと、豪ごう華かな昼食を頂けそうだな。やっぱりおじさんに、幾らかお金払った方が良いかも。

　子どもたちの歓かん声せいが絶えず響ひびき渡り、俺の方まで楽しくなってくる。こうしてレクリエーションの場を提供して頂けたことにも、深く感かん謝しやせねば。

　早さつ速そくおじさんにお礼を告げようと口を開きかけた、そのとき。




「──い、いやあああああああああああああああああっ!?」




　甲かん高だかい悲鳴が、耳をつんざく。

「ど、どうしたっ!?」

　驚おどろいて立ち上がり、いけすに駆かけ寄る。声の主ぬしは、愛あい莉りのようだったが……!?

　五人の状況を確かく認にんすると、やはり思った通りだ。

　四角い水面の左隅すみ、自分の立ち位置から最も離はなれた角で尻しりもちをついて長ちよう軀くを水みず浸びたしにしてしまっている少女の姿を見つけるや、俺はいけすの外周を全速力で廻まわり救助に向かう。

「な!?」

　そして、にわかには信じがたい惨さん状じようを目まの当あたりにさせられた。

　顔を真まっ青さおにしてガクガクとふるえる愛あい莉りの、肩口から胸にかけて。

　そこに、全長40cmはあろうかという冗じよう談だんみたいに大きなタコが、べっとりと貼はり付いていたのだ……！

　お、おじさん、なんだってこんなボスクラスを!?　確たしかに棘とげとかは無いが！

「く、愛莉っ！」

　危あやうく抗こう議ぎに向かいそうになるのをなんとか堪こらえる。それより今は、救出が先だ！

「うおおおおっ、このっ！」

　いけすの縁ふち越しに手を伸ばし、粘ねばつくタコの頭部に爪つめを立て鷲わし摑づかみにして、思いっきり引っ張る。

「は、はうううっ!?」

「きゃ……！　だ、駄だ目めです昴すばるさんっ！　これ以上引っ張ったら、愛莉の服が……!?」

　しかし、吸盤を洋服の内と外、両方にぴったりと貼り付かせたタコは、少しも剝はがれる気配けはいがない。た、確かにこのまま無理に力を加えると、駆かけ寄ってきた智とも花かの懸け念ねん通り二次災害も起こりかねないか……？

「くそっ！」

　その上、愛莉の肌に内出血の跡を残してしまう危険もある。遺い憾かん極きわまりないが、ここは一いつ旦たん退ひくしかない。

「た、大変だ！　む、無理にはがさん方が良い！　タコの吸盤、結構強いからな……。自然にいなくなるのを待ってくれ……！」

　ようやく駆けつけたおじさんもまた、静せい観かんが上策との判断。となれば、もう素人しろうとの俺おれには何も出来ない。

「ふぇえええええん……」

「ぬうう、忌いま々いましい……！」

　怨えん嗟さの視し線せんになど全く動じず、タコ野郎は好き放題に愛莉の肌上を這はいずりまわる。

「あ……!?　は、長は谷せ川がわさん後ろを向いていて下さいっ！　このままでは下へ手たをすると、愛莉の胸元が危険なことにっ！」

「うお!?　すすす、すまんっ！」

　紗さ季きの叫びにハッとなり、俺はおじさんとともに回れ右。

　以後、タコが愛莉を解放するまで、無力な男二人ふたりは子どもたちの実況だけを頼りに祈き禱とうモードに入ることしか出来ず──
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「いやーごめんごめん……。どうやらタコは入れない方が良さそうだな」

「試す前に気付きましょうよ、その辺は」

　深く項うな垂だれるおじさんに怒る気力もなくしてツッコミを入れた瞬しゆん間かん、なんだかどっと疲れが押し寄せてきた。

　全員がかりで慰なぐさめると愛あい莉りもなんとか立ち直ってくれたし、おじさんからは獲とった分の海かい鮮せんに加え愛莉用の着替えまで頂いてしまったのでこれ以上文句を言う気はないものの、タコを別としてもまだいろいろ問題があると思うぞ、このアトラクション。

　なお、着替えは土産みやげ物ものコーナーで売っていた藍あい染ぞめのＴシャツと、バミューダタイプの水着。どちらも男物しかなかったのでかなりだぼだぼだが、背に腹は替えられまい……。

「た、大変だったな愛莉……。すまん、何も出来なくて」

「い、いえっ。恥ずかしいところ見ないで下さって、ありがとうございますっ。も、もう大丈夫ですから、え、えへへ……」

　その後、みんなが獲った魚介を食堂に持ち込み料理してもらい（おじさんはタコもくれると言ったが、なんとなく食べる気にもなれなかったので断った）、豪ごう華かなランチを済ませて観かん光こうは終了。少し早めだが、午後の練習に備えるべく俺おれたちはまっすぐ帰路についた。

「……おー？」

　その道すがら。ひなたちゃんが急に電柱の前で立ち止まり、何かのポスターを見上げたまま固まってしまった。

「どうしたんだい？」

　しんがりを進んでいた俺は肩を並べ、同じポスターに眼を向ける。そこに記されていたのは、

「えーと。【ちびっこトライアスロン・リレー大会】……？」

　なにやらスポーツ大会の案内だった。それも、とびきりハードそうな。

「ん、どーしたヒナっ。……なになに～。ゆーしょー賞しよう品ひん、岩いわ牡が蠣き10kg！　なんだ、牡蠣食べたかったんなら頼めば良かったのに！」

　興きよう味みを引かれた様よう子すでＵターンしてきた真ま帆ほが、賞品の写真をめざとく見つけ、指さす。岩牡蠣10kgか……。それだけあれば、この大所帯でも満足に行き渡るな。つられて俺も牡蠣の魅み惑わくに囚とらわれてしまう。

「かきもおいしいけど、ひなはこっちがいい」

　が、どうやらひなたちゃんが心奪うばわれていたのは食べ物ではなく……その隣となりに描かれた、簡かん素そなイラストの方だったらしい。

「こっちって……トロフィーのこと？」

　今度は紗さ季きが、ひなたちゃんに尋たずねる。いつの間にか、全員が足を止めてポスターの前に集合していた。

「あたり。ひな、これもらったことないから、ちょっと欲しい」

　笑えみを崩さず、ひなたちゃんが全員の顔を見ながら言う。

　なるほど、トロフィーか。賞しよう状じようならともかく、トロフィーを小学生の内にもらえるチャンスってマラソン大会とか運動会とか、スポーツで優ゆう勝しようしたときくらいだろう。バスケを始めるまで、ひなたちゃんはあまり運動が得意な方じゃなかったと聞いているので、欲しいと思ってもなかなか手が届かなかったんだろうな。

　……けど、今ならどうだろう。

　みんなと一いつ緒しよに部活のハードなメニューをこなしている、今のひなたちゃんなら。

　そう思ったのはどうやら全員が同時だったらしく、

「ねえ、ひなた。……出てみようか？」

　促うながされるように代表して、智とも花かがそんな提案を口にする。

「おー？　でるの？　とらいあすろん」

「ええと……あ、大丈夫だよっ！　大会はもう明後日あさつてだけど、参加受付は当日までって書いてある。参加資格も、小学六年生まで」

「明後日なら、合宿の日程も変えずに済むわね。あとはトライアスロンだから、自転車が必要そうだけど……真ま帆ほ、なんとかなる？」

「へへーあったりまえじゃん！　ソッコー準備するぜっ！」

　そこからはもう雪玉が転がるように、みんなの意志が一つにまとまっていく。俺おれとしても参加はもちろん大だい賛さん成せいだ。せっかく合宿に来たのだから、目に見える成果を得られるならそれに越したことは無いし、トライアスロンなら良いトレーニングにだってなる。

「あ……」

　そう、思ったのだが。よくよく考えてみると、出場するには一つ大きな問題があることに、遅まきながら気付いた。

「さ、参加してはダメだったでしょうかっ？」

「いや。俺からも出してあげたいんだけど、トライアスロン・リレーってことは……きっと三人ひと組じゃないといけないよね。五人だと、余るか足りないか、どっちかなんだよな」

　確かく認にんの意味で再び大会概がい要ように眼を走らせてみると、想像通りこれは『スイム・バイク・ラン』を一人ひとりずつが受け持ち、三人でリレーして勝敗を競きそうという趣しゆ旨しらしい。となると代表一チームを作るなら二人ふたりが余り、二チーム作るには一人足りないという状況に陥おちいってしまう。

　五人で『みんな』が信条である慧けい心しん女バスにとっては、なんとも頭の痛い振り分けなのであった。……一いつ瞬しゆん、ミホ姉ねえを小学生と偽いつわって参加させるなんてプランも浮かんだが、それだとミホ姉が加入したチームがぶっちぎりで優勝してしまいそうだし、そもそもそんなズルは誰だれも望むまい。

　さて、となると困った。２チーム構成は現実的に考えると不可能なので、代表三人を選ぶことになるのだろうが、きっとみんなのことだから遠えん慮りよして譲ゆずり合あいが始まってしまう。いったいどう決着を付けるべきか。

「やっぱり、やめる」

　誰だれもが言葉に惑まどう中、機き嫌げん良く声を響ひびかせたのは、ポスターの発見者であるひなたちゃん本人だった。

「やめるって……でないってこと？」

「おー。みんなじゃないなら、でなくていい。ひなは、みんなといっしょがいい」

　紗さ季きの確かく認にんに、にこにこ頷うなずくばかりのひなたちゃん。いくら夢を叶かなえるチャンスとはいえ、誰だれかが出られないなんていう状況は求めるものと違うのだろう。

　仕方ない、な。ついさっきまでは俺おれも『合宿の締しめとして打って付けじゃないか。なんてご都合主義な展開』などと喜んでいたが、やはり世の中そうそう上う手まくはいかないか。

「……そう。ふふ、了解」

「ひなちゃん。じゃあ、秋のマラソン大会いっしょにがんばろう。わたしも、今年ことしは入にゆう賞しよう目指してみるっ」

「入賞じゃなくて、あたしらが一位から五位まで独占しよーぜ！　もちろんあたしは、もっかんと優ゆう勝しよう争いするっ」

「う、うんっ。みんなに負けないよう、一いつ生しよう懸けん命めい走る……！」

　やがて五人は、再び和わ気き藹あい々あいと歩き出す。

　正直、少し惜しいなという気もしたけれど。

　でもこの子たちなら、この先トロフィーなんていくらでも狙ねらう機会があるだろう。だから、焦あせる必要なんてどこにも無いよな。
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「こっちだ、早く！」

「だ、だからちょっと待ってってば！」

　手を引かれるまま、葵あおいは慧けい心しん学がく園えん初等部の中庭を一いつ直ちよく線せんに縦じゆう断だんしていた。

　どうやら本気でひなたの身を案じているらしい夏なつ陽ひは、ひとしきり悶もん絶ぜつしたのち急に顔つきを強こわ張ばらせ、

「突き止める……！　今からでも真ま帆ほの別荘を！」

　と宣言するや、葵のことをここまで無む理り矢や理り連れてきてしまった。

「ね、ねえっ！　突き止めるって、いったいどうやってっ!?」

「美み星ほしもいっしょなんだろ!?　じゃああの人なら行き先知ってるかもしれない！」

　振り返らずに叫び、夏陽は学園内で一番奥まったところにある棟とうの入り口に飛び込む。昇降口で靴を脱ぎ飛ばし廊下にあがろうとするのを見て、葵も慌あわてて土足をパージ。屋内に足跡を刻む悪行を、すんでのタイミングで回かい避ひする。

　無言でずんずん突き進む夏陽の背中についつい苦笑が向いてしまうものの、葵は結局何も言わずに付いていく。もう抵抗は諦あきらめた。とりあえず、気の済むまで好きにさせよう。

　それに、やはり自分としても気になるのだ。もう二度と疑わないつもりだったのだが、夏陽にあそこまではっきり『ロリコン』認定される昴すばる……。いったい何をしでかしたのか。少年に握られた手首からじんじんと伝わる鈍にぶい痛みが、警けい鐘しようのように脳に響ひびく。

「ついたぞ！」

　と、不意に夏陽が急ブレーキをかけ、振り返る。

「え……きゃ!?」

「──むぎゅ!?」

　余計なことを考えていたせいで対応が遅れた葵は、足を止めきれず少年の身体からだを引き戸のすぐ横の壁かべに押しつけてしまった。

「ご、ごめんごめんっ！　い、痛くなかった!?」

　即座に飛とび離はなれ、夏陽の顔を覗のぞき込む。いけない、真まっ赤かだ。呼吸器でも圧迫してしまったのだろうか。

「だ、大丈夫だ……」

「ほんと……？　よ、良かったぁ。ごめんね、苦しかったでしょ？」

「く、苦しいというか、むしろ……」

「えっ？」

「ななななんでもないっ！」

　再び心配を寄せると、夏なつ陽ひは素早すばやく身を翻ひるがえして顔を背そむける。もう一度、謝あやまっておくべきだろうか。機き敏びんな動作からして大事には至ってないみたいだが。

「……ええと。ここに美み星ほしちゃ──美星先生のお知り合いがいるの？」

　そっぽを向いたまま長らく沈ちん黙もくを続ける少年に戸と惑まどい、葵あおいの方から尋たずねてみる。ついでに引き戸の上部に掲かかげられたプレートを覗のぞくと、そこには『保健室』という文字が。

「あ、ああ。美星のことなら、一番詳しいはずだ。きっと居場所も訊きいてもらえる」

　やっとの事で返ってきた言葉からは、確かく信しんに近い自信が窺うかがえた。よほど美星と仲の良い先生がいらっしゃるのだろう。

　ちなみに、もちろんだが葵も夏陽も、その気になればメンバーの誰だれかしらに連絡はつけられる。しかし目的がそれぞれ『疑ぎ惑わく解明』と『武力介入』であるため、こちらの動きが下へ手たにバレてはよろしくないのであった。

「へえ、そうなんだ。じゃあ、入る？」

　なんにせよ、ここまで来てしまったのだから引き返しても仕方がない。そう思って促うながすと、夏陽は突然「……いや」と躊躇ためらうような声を漏らした。

「え、入らないの？」

「入るさ。入るけど、少し気をつけてくれ。ここにいるの、すっげー変な人だから。……たぶんおねーさんなら、大丈夫だと思うけど」

　葵なら大丈夫、とはどういう事だろう。そして夏陽がこちらを上から下までなめ回すように見つめ始めたのはなぜだろう。

「よ、よし、行こう！　付いてきてくれ」

　名めい状じようしがたきもやもやした気持ちに包まれていると、意を決した様よう子すで夏陽が扉とびらを開き、「失礼します！」と大きな声を張り上げ単身で内部に突入していった。

　遅れて葵もあとを追う。すると、

「……あら？」

　白衣姿の美女が、椅い子すに腰掛け書類にペンを走らせていた。大人おとなの魅み力りよくをふんだんに携たずさえた面おも立だちに目を奪われ、葵は言葉を忘れて立ち止まる。

「どうしたの夏陽君。バスケで怪け我がでもしたかしら？」

　二人ふたりの存在に気付いたその人物が立ち上がり、柔にゆう和わな笑えみを浮かべながらこちらに歩いてきた。ブラウスとタイトなスカートの上に純白のラボコートを羽は織おった服装は、きびきびとした立たち居い振ふる舞まいを何割も増して凜りんと魅みせ、レイヤードのショートヘアが、知的な顔立ちと見事な調ちよう和わをなしている。

　なんと、若くて優ゆう秀しゆうそうな養よう護ご教きよう諭ゆか。彼女のどこが『変』だというのだろう。

「違います。その、ちょっとお願ねがいがあって」

　不ふ思し議ぎに思う葵を差し置き、夏陽は単刀直入に本題を切り出す。

「お願ねがい？　くす。そちらの方と、関係があるのかしら？」

　少年に向けて柔らかく首をかしげてから、養よう護ご教きよう諭ゆは葵あおいの方に眼を向けた。なんとかお辞じ儀ぎを返すところまでは反応できたが、挨あい拶さつの言葉が一いつ向こうに出ない。さて、なんと自己紹介したものか。

「綺き麗れいな子ね。……夏なつ陽ひ君の彼女？」

「な！」

　迷っているうち、とんでもないことを言われた。反射的に強く否定しそうになりながらも、すんでの所で留とどまる。あまりにべもないと、もしかしたら夏陽に失礼だろうか。年上として、余裕ある態度を心がけた方が良いかもしれない。

「全然違います！　俺おれ、別にこんな人シュミじゃないしっ！」

　……逆に思いっきり切り捨てられてしまった。

　これは、わりと傷つく。たとえ事実だとしても物は言い様なのだなあと、葵は自身の過去の言動を少しだけ悔くいた。

「くす、そうよね。夏陽君は小学生なのだから、背伸びする必要なんか無いわ。むしろ目の前の無む邪じや気きなジュエルちゃんたちから、絶対に瞳ひとみを逸そらしちゃダメ。なんの後ろめたさもなく『小学生の女の子が好きだ』って宣言できる時期がどれだけ尊いものか、きっと大きくなってから痛いほどに知るわ。どうかその時に後こう悔かいのないよう、精一杯小学校生活を満まん喫きつして頂ちよう戴だい」

「あはは…………え？」

　なんとなく愛あい想そ笑わらいを返し──そこで、ようやく。

　葵は養護教諭の言動から、鋭えい利りな違和感を感じ取った。

　今の説法。なにかが、変ではなかったろうか。

「あらごめんなさい、夏陽君とばかりお話ししてしまって。初めまして、羽は多た野の冬とう子こです。慧けい心しん学がく園えん初等部の養護教諭を勤めています」

「──あ!?　は、はじめまして、荻おぎ山やま葵と申します！」

　いつの間にやら目の前に白い掌てのひらが差し出されていることに遅れて気付き、飛びつくように握りかえして会釈する。

「このおねーさん、女バスんとこに来てる変態コーチと知り合いだそーです。確たしか、先生もあいつのこと知ってるんですよね？」

「あら、昴すばるくんのお友達なのね。くす、もちろん知ってるわよ。昴くんは大事な同好の士だもの」

「ど、同好の……？」

　またしても、葵に違和感。『同好の士』とは、一体何を指しての言葉なのだろうか。

「も、もしかして羽多野先生も、バスケの経けい験けんが？」

「いえ全然」

　それならば一体何を指しての言葉なのだろうか！

「で、では昴すばるとは、どんな──」

「あの、先生。女バスのやつら、今、真ま帆ほの別荘で合宿してるそうなんですが、その別荘ってどこにあるか知りませんか？」

　恐る恐る口にした葵あおいの質問をまたしても打ち切って、夏なつ陽ひが話を進める。返答を聞けず歯がゆさを覚えるが、もともとの用件はそちらなのだ。今は自重するしかないだろう。

「真帆ちゃんの別荘の場所？　どこにあるかなら、前に聞いたことがあるわ。けれども、正せい確かくな住所までは残念ながら。どうして知りたいの？」

　逆に問い返され夏陽は一いつ瞬しゆん口ごもる。しかしすぐ眉み間けんに力を入れ直して、両手を広げ訴えかける。

「ピンチなんです！　あ、あいつらが！　このままじゃ大変な事になる！　だ、だから……………………だから………………だだだからって別に俺おれは心配とかしてませんけど！」

「えぇー……？」

　思いっきり肩を透かされた気分になり、葵はがくりと首を垂れた。途中までヒーローみたいで格好いい台詞せりふだったのに、どうして最後の最後になって本ほん音ねを隠してしまうのか。どうやら夏陽は、大っぴらに女バスメンバーを気にかけることに照れがあるらしい。

　なるほど、これがかの有名な『ツンデレ』というやつか。初めて見た。本当に居いるのだな、と思わず葵は感かん嘆たんする。

「大変な事、ね……」

　要領を得ない、といった感じで顎あご先さきに指を当てる羽は多た野の。確たしかに、これだけでは何が言いたいのかさっぱりだろう。しかし葵の方としてはまだ疑ぎ惑わくどまりで、本当に昴が問題を起こすと確信したわけでもないので補足が難むずかしい。

　そもそも、自分はこれからどうしたいのだろう。のこのこと夏陽に付いてきてしまったが、まさか連れだって合宿所に押しかけるつもりだとでもいうのか。

　──押しかけて、しまいそうだ。

　相変わらず猪ちよ突とつ猛もう進しんな思考を自覚し、なんともいえない痛みを感じる。

「いくつか、確認させて」

　と、しばらく口を閉ざしていた羽多野がおもむろに顔を上げ、真剣極きわまりない表情で夏陽を見下ろす。

「な、なんです？」

「合宿、ということは。女子バスケ部の五人が、一つ屋根の下に共同生活しているのよね。美み星ほしちゃんといっしょに」

「……えっと、そうだと思います」

「真帆ちゃんの別荘があるのは、確か海辺のはず。じゃあ水着シーンもアリよね」

「そりゃたぶん、泳ぐんじゃないですか？　あいつらなら」

「キタコレ！」

「うぇ!?」

「……失礼。じゃあ最後の質問よ。夏にバスケの練習なんかしたら──当然、汗だくになるわよね？」

「最近特に暑いですし、汗びっしょりにはなると思いますけど……」




「是　非　行　き　ま　し　ょ　う　！」




「…………!?」

「…………!?」

　唐とう突とつすぎる咆ほう哮こうに、葵あおいも夏なつ陽ひも肝きもを抜かれて壁かべ際ぎわまで後ずさってしまった。

「……あら。ごめんなさい、うっかり私の中の野性を現界に解き放ってしまったわ」

　我われに返った様よう子すで、恥ずかしそうに舌を出す羽は多た野の。……いったいこの女性はどんな人物なのか。わけが分からなくなり葵は深い混乱に陥おちいる。

　いや。本当はもう、おぼろげに想像がついている。先ほどからの言動から推測するに、目の前の一見やり手の麗れい人じんが抱える『変質性』とは、とどのつまり。




　──こども好き、なのだ。非常に困った意味で。




　そんな羽多野から、『同好の士』と称された昴すばる。それは、つまり、やはり、本当に──。

「え、ええと。行きましょう、とは？」

　夏陽が及び腰ながらも羽多野に発言の意図を尋たずねる。すっかり恐きよう慌こう状態だった葵は少年の強いメンタリティに感心した。

「くす。実はちょうど良いことに私、明日あしたから休きゆう暇かなの。だから、連れて行ってあげるわ。真帆ちゃんの別荘」

「ほ、ホントですかっ!?」

「もちろんご両親の許可が取れたらだけれども、ね。正せい確かくな住所は私が上う手まいこと美み星ほしちゃんから聞き出しておくから」

　頼もしい言葉を聞くや夏陽は拳こぶしを握りしめ、強い眼力でもって葵に尋ねる。『お前は、どうするのか』と。

「…………あの。大変厚かましいお願ねがいですが、私もご一いつ緒しよさせていただけませんか？」

　迷った末、葵は恥を捨てるような決意で願い出た。

　いいかげん、素直になるべきだ。昴が心配だということもあるし、子どもたちの成長も、やっぱり見たい。そもそも初めから、本当は行きたかったのだ。今が合宿に参加できる、間違いなく最後のチャンス。もう、つまらない意地を張ってうだうだ悩むのはやめよう。

「くす。もちろんよ」

　羽は多た野のはそんな葵あおいの想おもいを見み透すかしたように、柔らかく微笑ほほえんだ。なんだか先ほどまでの危険な発言を全すべて忘れてしまいそうになるほど、大らかで慈じ悲ひ深ぶかさを感じる表情だった。

「じゃあ、今日きようの業務は五時までだから、二人ふたりとも一度自宅に帰ってお泊まりの準備をしていらっしゃい。駐ちゆう車しや場じようにある赤い車の前で、五時十分に集合」

　指示に、再度の謝しや礼れいで応こたえる。それから夏なつ陽ひと頷うなずきあい、外に向け並んで歩き出した。




「──ま、待って下さいっ！」




　そこへ、鋭するどい叫び声が刺さる。

「えっ？」

　驚おどろいて振り返ったとたん、部へ屋やの片かた隅すみを四角く仕切っていた白いカーテンが勢いよく開き、

「あ、あのっ……！」

　ベッドの上から慧けい心しん学がく園えんの制服を着た女の子が転げるように飛び出してきた。

「……あれ。お前、どこかで？」

　それを見て、夏陽は訝いぶかしげに首を捻ひねる。知り合い、なのだろうか。

「袴はかま田だ、かげつちゃん。ひなたちゃんの妹さんよ」

　羽多野からの紹介に、葵は言葉を失う。あまりの偶ぐう然ぜんに驚おどろいたせいもあったし、葵の知る袴田ひなたと、その少女の容姿がほとんど似ておらず、にわかには信じられなかったためでもあった。

「かげつちゃん、今日はお姉ねえさんに頼まれて飼育当番を代わりに来たのよね。でも、途中で具合が悪くなっちゃったらしくて、ここで休ませていたの。くす、ようやく事情が分かったわ。ひなたちゃんがお泊まりで心配だったのね」

「す、すいませんっ。さっきの話、もう一度聞かせて下さい！」

　羽多野の説明に被かぶせて袴田かげつは駆かけ足あしで距きよ離りを詰め、今にも泣き出しそうなほど瞳ひとみを潤うるませながら葵にすがりついた。

「バスケ部が、姉様がピンチってどういうことですか!?　わ、私も連れて行って下さいっ!!」
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　観かん光こうを終え別荘に戻ってきてからは本日二回目のバスケ練習。相当なハードスケジュールではあるが、皆がやる気まんまんなので、少しもだれることなく予定をこなすことが出来た。

　そして夜になってもまだまだイベントは続く。バーベキューで夕食を済ませた後は、一転頭脳労働。自分も含めた全員での勉強会だ。

　ただ、この時間に限って俺おれは単身自室に引きこもり中であるのだが。

　最初はみんないっしょにテーブルを囲んで行うつもりだったものの、

『真ま帆ほが長は谷せ川がわさんの邪じや魔まをしまくってご迷めい惑わくを掛けるから良くない』

　という紗さ季きの一存により、問答無用で隔かく離りされてしまったのである。

　まあ、確たしかに能率を考えるとその方がお互いのためなのは明白だよな。みんなで一いつ緒しよにやった方が楽しかっただろうが、そもそも遊びの時間じゃないわけだし。

「ふぅ……。今日きようはこんなもんか」

　英語の長文読解を片付けたところで、顔を上げ盛大に息を漏らす。時計とけいを見ると、午後九時。なんとか二時間はずっと机にかじり付いていられた。一般的には標準にも届かない自習量だろうが、俺としては頑がん張ばった方だ。

　──こん、こん。

　ちょうどそんなタイミングを計ったように、控えめなノックの音が部へ屋やに響ひびいた。

　……あはは。自分の家でもないのに、意外とわかるものだな。叩たたき方かたで、誰だれが来たのか。

「入って良いよー、智とも花か」

　軽い口く調ちようで告げると、ゆっくり戸が開き、はたして片結びにされた短い髪が隙すき間まから覗のぞく。

「こ、こんばんは……ですっ」

　ようやく全身を滑すべり込ませ終えると、智花は『どうして分かったんだろう……？』といった感じのはにかみを浮かべながら、両手を後ろに回したままぺこりと頭を下げた。

「はは。えと、どうかした？」

　俺は特に何も言及せず、笑顔えがおで要件だけを伺うかがう。声や容姿以外で判別が付く、というのは、その人との距きよ離りが縮ちぢまった気がしてなんとなく嬉うれしい。

　……今なら、女バスの五人全員をノックの音で認にん識しきできるだろうか。できたらいいな、と強く思う。

「そ、その……大変厚かましいお願ねがいなのですが……」

　しばらく戸の前で立ち尽くし、何か迷いでもあるように口ごもり気味だった智花だが、不意にきゅっと眼を閉じ、両手を俺の前に差し出す。

「ん、これは……？」

　その中には、『なつやすみのとも』と題された宿題帳と、見覚えのある平たくて円形の盤ばんが握りしめられていた。

「ほ、星ほし見み盤ばんですっ。私、自由研究は夏の星座の観かん察さつにしようと思いまして、それで……」

　ああ、なるほど。そういうことか。俺おれとしては非常に珍しく、すぐに何を求められているのか察することができた。

「今から観察に行きたいんだね。で、俺に付き添いを頼みたいと」

「も、もちろんご迷めい惑わくでなければで構わないのですが……！　最初は美み星ほし先生にお願ねがいしようと思ったんですけど、先生は今真ま帆ほにかかりきりだったので、邪じや魔ましたらいけないと思いまして……」

　わはは、相当グズってるんだろうなー真帆。きっと『休みたい～もうペン持ちたくない～』とか、締しめ切きり前の小説家みたいな駄だ々だをこねまくっているに違いない。

　さっさと終わらせて心配事をなくしてから悠ゆう々ゆうと遊んだ方が良いのに──とか、他人の話になるとつい偉そうな感想を抱いてしまうが、自分もデスクワークを能率的に片付けるのは大の苦にが手てなので全然人のことは言えない。そのせいで昔はよく葵あおいに怒られていた。

　……いや、昔というか中学生までは、だが。

　そんな事は良いとして。智とも花かの頼みだが、答えなんて迷う余地もない。

「もちろん良いですとも。俺の方の宿題は一段落しているし、気分転換にちょっと外に出てみよう」

　椅い子すから腰を上げて智花の頭にぽんと手を載せると、不安げだった顔つきがぱっと輝かがやく。この表情見たさについつい甘やかしてしまいそうな気がして、『智花のご両親は大変だろうな』とか身の程ほどを知らぬ想おもいが一いつ瞬しゆんよぎった。

「あ、ありがとうございますっ！　で、では……今からでも？」

「うん、あまり遅くならないうちに行っておこう」

　首しゆ肯こうののち、準備をしてウェストポーチ一つで部へ屋やを出る。途中、大広間に寄って外出を告げると、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃん、久く井い奈なさんから『ぐっ』とガッツポーズが返ってきた。なんだってんだ。

「真帆とミホ姉ねえはどこかな？」

「た、たぶん食堂だと思います」

　食堂。……なるほど、餌え付づけ作戦か。虫歯にならぬよう歯は磨みがきまでちゃんとケアしてやって欲しいものだ。意外なことに、ミホ姉のやつ教師としてはわりとそつがないので大丈夫だとは思うけど。

　一応そちらにも挨あい拶さつしていこうかと迷ったが、邪魔しちゃ悪いのでやっぱり止やめておくことに。久井奈さんにさえ知らせておけば特に問題はないだろう。

　ということでバルコニーから外へ出て、懐かい中ちゆう電でん灯とう片手に砂浜を目指す。

　日中はうだるような炎天だったが、海風のおかげかこの時間はだいぶ気温も落ち着いていた。潮しおの匂においを胸一杯に吸い込みながら、闇やみ夜よに感かん謝しやの念を抱いてしまう。

　ただ、真っ暗な林道はかなり重苦しい雰囲気を醸かもしていて、俺おれでも少しだけ怖かった。

　──小学生の女の子では、尚なお更さらだろうな。

　視し線せんを下げると、右斜め前で、智とも花かの小さな掌てのひらが心細げに揺れていた。

「ん」

　こうしてやれば、少しは緊きん張ちようがほぐれないだろうか。そんな思いで、おもむろに俺はその左手を握ってやる。

「～～～～～～～～っ!?」

　とたん、智花は声にもならないような悲鳴と共ともに飛び上がってしまった。

「ああっご、ごめん！　逆にびっくりさせちゃったな……。い、いやほら暗いから！」

「いいいいいいえっ！　あ、あ、あ……ありがとうございますっ！」

　短たん絡らく的てきな行動を平ひら謝あやまりする俺から大きく顔を逸そらし、智花は声を震ふるわせる。

　あーもー何やってんだ……。いきなり触れたりしたら驚おどろかせるのも当然ではないか。いい加減、それくらい予想しとけっての。

　反省しきりで、再び歩き出す。手の方は、俺から握っておいて振ふり解ほどくのも意味不明なので、少し力を弱め、あとは智花の自由意志に任せることにした。

「…………っ」

　どうやら、繫つないだままでいてくれるらしい。おかげでなんとか自じ己こ嫌けん悪おをこれ以上深めずに済んだ。……本当に優やさしい子だ。

　しばらくお互い無言のまま、防砂林を歩く。触れ合った掌の温度だけがやたら鮮せん明めいで、気付けば恐怖なんてどこにも感じる余裕はなくなっていた。それがたとえ居い心地ごこちの悪さであれ、智花も同じなら良いのだけど。

「実は、さ」

「は、はいっ！」

　と、いかん。先ほどから会話が途と切ぎれてしまっている。これ以上気を遣つかわせないよう、何でも良いから話題を見つけないと。

「小学生のころ、俺も自由研究で星を見たことがあるよ。智花と、同じだ」

「えっ？　ほんとう、なのですか？」

「ああ、本当。ほらこれ」

　空あいてる方の手でウェストポーチを開き、四つに折り曲げた手製の星座図を見せてやる。この暗さではどんな出来なのかまでは分からないだろうけど（かえって好都合だ）、口から出任せを言っているわけじゃない事は伝わるはず。

「…………良かったです。私、この研究を選んで」

　手元を穴の開くほど注視してから、智花は嬉うれしそうに俺を見上げる。

「あはは、といっても大して役には立てないと思うけど」

「そんなことないですっ！　あの……後でもっと見せて下さい。昴すばるさんの、自由研究」

「ああ、もちろん」

　あまり事細かに観かん賞しようされると、瑕か疵しだらけであることがバレてしまうのでちょっと恥ずかしい気がしたものの、それで少しでも智とも花かのためになるのなら、構わないよな。
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「わぁ……」

「すごい、な」

　視界が開け、砂浜に踏み入ってすぐ、どちらからともなく歓かん声せいが漏れ、右手の温ぬくもりもするりと解けた。満天の星空があまりにも鮮せん明めいすぎて、しばし心を奪うばわれてしまう。

　街の明かりが遠いと、こうも強く星は瞬またたくのか。名前なんてもう殆ほとんど覚えてないのに、その光一つ一つが歴史を語りかけてくるような、近くて遠い銀の雨が、視野の限り、視界の彼方かなたまで広がっている。

「綺き麗れい、ですっ」

「うん。……ありがとう智花」

「えっ？」

「あ、いや。俺おれ一人ひとりなら、また星を見ようなんて絶対思わなかったから。誘ってくれて、ありがとう」

「いえっ、そんな！　お礼を言うのは私の方です。す、昴すばるさんと星を見られて……し、幸せですっ！」

　幸せ、ときたか。大おお袈げ裟さすぎて照れを感じるが……俺おれの存在はともかく、確たしかにこの星の輝きからはある種の多幸感さえ覚える。

　あまりにも陳ちん腐ぷすぎて声には出せないけど、生きてて良かった。そこまで思ってしまうほど、圧倒的な光景だった。

　口を噤つぐみ、さざ波の音を聞きながら宙そらを見上げ続ける。智とも花かもまた微動だにせずじっと首を傾け続けていたが、

「あ……！」

　思い出したようにリュックをおろし、観かん察さつのための道具を取り出していく。

「何か手伝てつだうことはある？」

「あ、ありがとうございますっ。でも、大丈夫です。スケッチとメモをするくらいで、あまり本格的な観察ではないですので」

　星明りの下、俺に笑顔えがおを向けつつ、自前のビニールシートを広げその上で立たて膝ひざの体勢になる智花。なるほど、それなら俺が昔やった観察とあまり変わらないし、特殊な器具は必要なさそうだ……が。

「ほら、こうした方が見やすいでしょ」

「あ！　す、すみません。ありがとうございますっ」

　見たところ、手元がちょっと暗そうだ。懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らしていてあげることにしよう。

「ん。そういや星見るときは赤あか色いろの光の方が良いんだっけ。セロファンとか持ってきてたり？」

「あっ、あります！　でも、お願ねがいしてもよろしいのでしょうか？　なんだか、申もうし訳わけありません……」

「ううん、さっきも言ったろ。自分一人ひとりじゃ絶対星なんて見に来なかったんだ。だからこれは、俺からのお礼……っと」

　セロファン紙の束たばを取り出し、渡すべきか否いなか迷っている様よう子すの智花から勝手に拝はい借しやくした赤い薄うす紙がみを電灯に巻き付け、輪わゴムで留める。雑な仕事にも程ほどがあるが、要は光の色が変われば良いんだろうし、問題なかろう。

「……何から何まで、本当にありがとうございます」

　ひどく照れた様子の智花が、頰ほおを真まっ赤かに染めてはにかむ。いや、赤いのは光のせいだが。

　たどたどしいやりとりを経て、ようやく本格的に始まった観かん察さつ会かい。智花は真剣な面おも持もちで宙そらを見上げ、膝ひざの上に乗せたスケッチブックにえんぴつの音を響ひびかせ続ける。シートにはまだ余裕があったので俺も上がらせてもらい、手元を照らしながら同じ体勢に。

「星の名前とか、詳しいの？」

「いえっ、全然です……。でも、星を見るのは好きなので、覚えてみようかなと……」

　智とも花かもだいぶ観察に慣なれてきた様子だったので、雑ざつ談だんを振ってみる。そうか、じゃあ今回の星見が初めの一歩って感じなのかな。思いの外ほか、重要な役割を仰おおせつかっていたのかも。

「じゃあ、今出てる星で名前を知っているのは？」

「夏の大三角形……くらいです、あはは。今日きようのスケッチを見ながら、あとから勉強してみます」

　俺おれにもまだ覚えのある名を告げ、恥ずかしそうに笑う智花。

「いい、自由研究になりそうだね。協力できて嬉うれしいよ」

「こ、こちらこそ本当にありがとうございますっ」

「…………」

「…………」

　何度目かも忘れるほどのお礼合戦を最後に、またしても会話が途と切ぎれる。

　けど。波の音と星の海が周りに溢あふれていたから、あまり寂さびしさは感じなかった。

「どうして、星？」

「えっ？」

「いや、自由研究を星の観察に決めたのはなんでなのかなって？」

「そそっ、それはあの……！　実はバスケ部のみんなでひとつずつテーマを選んで、五巻セットの観かん察さつ図ず鑑かんを作ろうというお話になりまして、それでわたしは何にしようか考えて、なんとなく……その……」

　しばらく無言で自然を満まん喫きつしてから、何の気なしに訊きいてみたところ、智花はやけに慌あわてながら説明してくれた。どうしてそんなに焦あせるのだろう、とても、素敵すてきな理由なのに。

「おお、そりゃ楽しそうだ。ほんと仲良いいよね、みんな」

「は、はい……」

　どこか奥歯に物が挟まったような応答で、三度目の静せい寂じやくが訪れた。

「………………そ、それに」

　しばらくして。智花が波音にかき消されそうなほど小さな声で、言葉を紡つむぎ直す。

「ん？」

「わっ、私。……いちど、見てみたい星があったんです。でも、あとから知ったんですけど。それは、冬の星らしくて。だから、冬もまた、観かん察さつしようと思います」

「へえ。なんて名前の星？」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、智花は妙に勢いよく下を向いてしまう。あれ、どうしたんだろ。

「…………な、内ない緒しよ、です」

「えー。あはは、教えてよ」

「は、恥ずかしくて、無理、です……」

　恥ずかしい？　星の名前が？　いったいどんな名なのだろうか？

「うーん。……じゃあ、さ。冬にその星を見に行くなら、俺おれの事も誘ってよ。その時だったら、教えてくれるかな？」

　けどまあ、無理に今聞き出すこともないか。長い名だとせっかく聞いても忘れてしまうかもしれないし、許してもらえるなら実物の前で『智とも花かが見たかった星の名』を胸に刻もう。

「ふぇ……。が……が……がんばりますっ……！」

　そんな心こころ積づもりとともに口にした願ねがいの返答は、何だか妙な感じだったけど。

　智花は伏し目がちながら、幽かすかに笑ってくれていたので。悪い意味ではないのかな、と思っておくことにしよう。
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　観かん察さつ会かいも無事完了し、屋や敷しきに戻って智花と別れ、三階に上がる。

「お、どこ行ってたんだ昴すばる」

　すると、踊り場の所でミホ姉ねえに出くわした。どうやら特別講こう習しゆうの方も無事終了したようだ。

「ちょっと智花と自由研究の天体観測に行ってた」

「そりゃごくろー。あ、風ふ呂ろ入ったのか？」

「いや今から。夜遅いし、子どもたちの後にしようと思って」

「ははん、残り湯……」

「なんでノータイムで妙な邪じや推すいがポンポン浮かぶんだお前は！」

　もしかして、真の変態はミホ姉の方なのではないかという気がしてくる。言っておくが俺はそんなこと少しも思ってないからな！　断じて！

「あーいや、すまんすまん。ちょいとばかり、残念な知り合いの残念な発想が乗り移っちゃったみたいだ。気にしないでくれ」

　意味が分からん。

「……もう行くぞ、俺」

　盛大に溜ため息いきを漏らしつつ、自室にむけて再び歩きだすと、

「あー、ちょい待って」

　なぜか静止を求められる。ああもう面めん倒どうくさいな。

「なんだよ？」

「昴さ、ちょっと頼み事があるんだけど」

　頼み事……？　ミホ姉の頼み事ってろくなの無いからなあ。できれば断りたいが……たぶん無理なんだろうな。聞く前からうんざりとした気分にさせられる。

「……とりあえず、言ってみろ」

「えっとな、今晩から私と部へ屋や替わって」

「へ？」

　しかし、告げられた命令はバカにあっさりしたものだった。……というか、なんでそんなことを頼むのか理解すら出来ない。

「……なにか設備に問題が？　エアコンが効かないとか」

「まさか。ここ真ま帆ほんちの別荘だぜ？　すごい快適だから心配無用」

　そりゃそうか。しかし、となるとますます理由が分からない。

「なら別に、構わないっちゃ構わないけど……」

　分からなかったが、どんな無理難なん題だいが来るのだと警けい戒かいしていたせいか、拍子抜けして思わず簡かん単たんに承しよう諾だくしてしまう。

「ほんとか、助かるよ！　にゃはは、じゃあ荷物まとめてなるべく早くな！　私はもう準備できてるから！」

　聞くや、ミホ姉ねえは顔をほころばせ猫のような身のこなしで来た道を戻っていく。よっぽど契約が成立して嬉うれしいらしい。

　……ううむ。安やす請うけ合あいしすぎたかな。今さらながら微妙に嫌いやな予感もしてきた。

　けどまあ、確たしかにここが三み沢さわ家けの屋や敷しきである以上、部屋に由来するトラブルなんてほとんど起こりえないだろうし。

　ま、大丈夫だろう。

　そう結けつ論ろんづけ、俺おれは荷物を鞄かばんに詰め直して言われるままに小移動。

「うーん。やっぱり問題なさそうだけどな」

　微妙な緊きん張ちよう感かんと共ともに踏み入った元ミホ姉の客室は全く綺き麗れいなもので、あいつが何か壊こわしたとか汚したとか、そんな気配けはいも全然無かった。

　あ、分かった。もしかしてネットの接続環かん境きよう的てきな理由だったのではなかろうか。とすれば俺にとってはどうでも良い事だし、おかしな所を見つけられないのも道どう理りだ。

「もういいや、お休みなさいっと……」

　理由の推測はついたし、夜も遅かったので風ふ呂ろを済ませ、ベッドに潜もぐり込むとすぐに睡すい魔まが襲おそってくる。

　しかし、良い合宿だな。身のある練習は出来ているし、変な事件も起こらないし。

　うーん、平和すぎて少し怖いくらいだ。あはは。
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「だめ……。もう、これ以上耐えられない……！」

　宵よいに濡ぬれた回かい廊ろうに、震ふるえる声が響ひびく。

　どうやら、気付かぬうちに心労も限界に達していたらしい。どれだけ想おもいを募つのらせようと一いつ向こうに届かないもどかしさに、感情のたがが外はずれてしまった。

　慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部の逗とう留りゆう地ちであるこの館やかたへ侵入した瞬しゆん間かん、抑おさえがたき衝しよう動どうが、身体からだを傀儡くぐつのように操あやつっている。

　もう、いい。

　千の言葉を用いようと、どうせ過あやまちに気付いて貰もらえぬのなら。

　いっそ我わが身みで、正しき道を直接知らしめてやる。

　この唇も、この指先も。

　全すべて、捧ささげてしまおう。

　自らの『女性』を槍やりに、刃やいばに、鞭むちに替えて。

　想い人の歪ゆがんだ心を、否いや応おうなしに切り開いてみせる。

　疼うずく身を抱きながら、歩みを早めていく。

「……ここ、ね」

　ついに辿たどり着いた、目当ての戸前。乱れる息を整ととのえ、慎重にノブを握りしめる。

　鍵かぎは、かかっていない。

「…………」

　静かに、扉とびらを開く。指先を濡らす汗のせいで、必要以上に力がこもる。あと、少しなのだ。絶対に、手を滑すべらせるな。

　なんとか音を立てず侵入することに成功し、安あん堵どの息が漏れた。が、すぐ気を引ひき締しめ、月明かりを頼りに、ダブルベッドの枕まくら元もとへ。

　そこには、微動だにせぬ人の影かげ。表情までは覗うかがえないが、輪りん郭かくがその人物の名を饒じよう舌ぜつに語っている。

　すぅ、すぅ、と穏おだやかな寝息が耳をくすぐり、心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。

「もう、間違わせないわ。さあ、私を見て。二度と、よそ見なんかしないで……！」

　刹せつ那な。獣けものの律動でタオルケットをはぎ取るや、貪むさぼるように横たわる肢し体たいに飛びかかる！

　すべて、あますところなく、この手で愛の痕こん跡せきを刻むべく──
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「ん……？」

　真夜中。強い風圧を感じて、俺おれは眼めを醒さます。

　え、なんだろ。タオルケットが吹き飛んだのか……？

「ぬぇっ!?」

　とかぼんやり考えていると、いきなり全身にのし掛かってくる重みが！　薔ば薇らのような芳ほう香こうと、みぞおちを圧迫する柔らかな重圧に更さらなる混乱を呼び起こされる。これは、ま、まさか愛あい莉りが寝ね惚ぼけて……いや、愛莉にしては若じやつ干かんだが圧力不足な気も──って不ふ謹きん慎しんな分析に明け暮れている場合じゃない！　い、一体何が起こっている!?

「みっ…………みっ………………美み星ほしちゃんっ！　やったわ、ついに私たち結ばれる日が来たのね！　だいじょうぶ怖くないわ！　全部任せてくれればすぐに貴女あなたも私の虜とりこ！　もう放さない。このきめ細やかな肌も、控えめな胸も、長い髪も全部全部私の………………………………………………あら？」

　わけも分からず固まったままの俺に跨またがった何者かが齧かじり付かんばかりに顔を近づけ、空恐ろしい叫び声と共ともに全身をまさぐり出す。が、髪に触れた瞬しゆん間かん不ふ思し議ぎそうに動きを止め、一転室内は水を打ったような沈ちん黙もくに包まれた。

　──言動から察するに。どうやら、俺はミホ姉ねえと誤認され襲おそわれたらしい。そしてこの声、どこかで聞き覚えがあるような。

「おわ、やっぱりかかったか！　……危なかったぜ」

　不ふ審しん者しやの正体に半ば思い至ったところでバタンと勢いよく戸が開き、電灯が点ともされる。眩まぶしさに顔をしかめながら首を捻ひねれば、ミホ姉と思おぼしき人物が腰に手を当てながらこちらに歩み寄ってくるところだった。

「……美星ちゃん。ひどいわ、噓うそを教えたのね」

「ちげーよ。昼の電話でなんとなく身の危険を感じたから昴すばると部へ屋や替わっただけだ。咄とつ嗟さの好判断ってやつ」

「もう、がっかりだわ。でも、良く分かったわね。私がここに来ようとしてるって」

「私の部屋の位置まで根掘り葉掘り訊ききだしたらバレバレだっつのばーか」

　なるほど、状況が摑つかめてきた。早い話、俺は生いけ贄にえか……。くそ、やっぱり安やす請うけ合いなんてするんじゃなかった。

「あの、そろそろ退どいていただけませんか。……羽は多た野の先生」

　辟へき易えきしつつ、未いまだ腰の上に跨ったままの女性に頼み込む。うむ、この一見やり手の女医さんといった感じの人は羽多野冬とう子こ先生。慧けい心しん学がく園えん初等部の養よう護ご教きよう諭ゆだ。

　バスケ部でコーチをさせてもらっている関係で面めん識しきが有あるため、人となりを多少は把は握あくしているわけだが、正直かなりの危険人物である。俺おれにかけられた謂いわれ無き疑ぎ惑わくなどとは違い、いわゆる一つのガチなのだ。まあ、直接的には手を出さないので本人曰いわくギリギリセーフとのことだが。

　で、聞くところによると羽は多た野の先生、子どもたちと同等かそれ以上にミホ姉ねえにもご執しゆう心しんなんだそーな。見かけによらずちゃんと成人してるので『合法』だから……という言い分らしい。

　もう、なにがなんだかわからない。

「あらいけない。ごめんなさいね昴すばるくん……それにしても、お肌すべすべね。髪に触れるまで気付かなかったわ」

　きょとんと下を見下ろしたのち、妖よう艶えんに笑う羽多野先生。しかし退どいてくれる気配けはいは無く、それどころか俺のわき腹につつーと指を這はわせて遊び出す始末。あ、ちょ、ま……!?

「胸で気付けよ……。私のはそいつみたいに固くねー」

「そうだったかしら？　ちょっと確たしかめ──」

「させん！」

　ミホ姉もどうでも良い掛け合いに夢中でいっこうに止めに入らない。つーか思ったより仲良いなこの二人ふたり……って、それはそうと誰だれかなんとかしてくれ！　いつまでもこんな体勢ではいろいろ問題が──

「あ、あのう羽多野先生。こちらですか……んなっ!?」

　──などと途方に暮れて再度扉とびらの方に眼を向けた瞬しゆん間かん、予想だにしない人物の影かげが新たに進入してくる。

「あ……葵あおいっ!?　ど、どうしてここに!?」

　驚おどろきのあまりうわずる声。

「…………どうして、ですって。それは、私の台詞せりふでしょ」

　悲痛な叫びに耳も貸さず、葵はぷるぷると震ふるえながらベッドの上に転がっていた枕まくらを両手でひっつかむ。

「どうして、あんたは、目を離はなすたびにこんな……」

「いやいやいやいや！　違うだろ、これはどう考えてもただの事故だろ!?」

「うわああああん変態！　変態変態変態っ！」

「──ってちょ、や、やめっ！　話聞い……ごふっ！　痛い痛い！」

　そして、力いっぱい俺の顔がん面めんに、羽毛の感触を何度も何度も振り下ろし始めた。

　ええい、なんでこうなる？　今に限っては一点の曇くもりもなく自分の方が被害者だというのに……っ！







「へー。俺おれがひなたちゃんを、ねえ」

「ご、ごめんなさい……」

　なんとか事態を収しゆう拾しゆうさせ、なぜ葵あおいがここにいるのか改めて問とい質ただしたところで形勢は完全に逆転した。

「まったく、竹たけ中なかにも困ったもんだ……」

　とんでもない与よ太た話ばなしで高校生を振り回しおって。罰として、竹中自身がひなたちゃんに恋心を抱いているせいで、俺に対してまで根拠もない敵意を抱くようなったいきさつを葵に暴ばく露ろさせていただいたが（そうしないと誤解も解けそうになかったし）、自じ業ごう自じ得とくだろう。

「うう……。そんなに有名な話なら、羽は多た野の先生も教えて下されば……」

「くす、だって夏なつ陽ひくんがずっと一いつ緒しよだったから。まさか本人の前で言うわけにもいかないでしょう？」

「う、それは……確たしかに。すみません……」

　すがるような顔を見せたのち再びしゅんと縮ちぢこまる葵。竹中のひなたちゃんに対する恋れん慕ぼはもう同級生で知らぬ者などいないというほど知れ渡っているらしいのだが、当事者である竹中、そしてひなたちゃんはその事に気付くそぶりも見せない。……ある意味可哀かわい相そうなやつである。

「ところで、その竹中は今どこに？」

　あれから俺たちはリビングまで下りて、ミホ姉ねえ、羽多野先生、葵の計四人で話し込んでいるわけだが、経けい緯いの説明にあった竹中と、ひなたちゃんの妹──かげつちゃんの姿を俺はまだ見ていない。一緒に登場されてたらさらにややこしくなったこと請うけ合あいなので助かったといえば助かったのだけど、なんとなく収まりの悪さも感じてしまう。……いきなり不意打ちで襲おそいかかって来るんじゃないかという恐怖感と言い換えても可。

「途中で眠ってしまったから、メイドさんにお願ねがいして空あき部べ屋やのベッドに運んで頂いたわ。渋じゆう滞たいに捕まって、思ってたよりも着くのが遅くなっちゃったのよね」

　質問に、笑顔えがおで答えて下さる羽多野先生。なるほど、すべきことを済ませてから満を持して夜よ這ばいかけたのか……。一応、教きよう諭ゆとしてはとても優ゆう秀しゆうな人だからな。でなければとっくに学園から叩たたき出されてるだろうし。

「ふわぁ～あ。まー、大体の話は分かったし今日きようはもう寝ようぜ。真ま帆ほのお守もりで疲れてんだよ、私」

「そーだな。お休み」

　大あくびをかますミホ姉に同意して、腰掛けていたソファから立ち上がる。明日あしただってハードトレーニングに励む予定だし、俺もそろそろ身体からだを休めたかった。

「…………」

　伸びをしながら歩み去ろうとすると、再び葵から疑ぎ惑わくに塗まみれたような瞳ひとみを向けられる。こいつめ、まだ微妙に疑ってやがるな。

「ま、来てくれて良かったよ」

「……えっ？」

　けど、いいや。今日きようのところは。眠いし。

　俺おれの台詞せりふが予想外だったのか、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔でこちらを見上げる葵あおいに、言葉を継ぎ足す。

「やっぱり五人の頑がん張ばりとか、愛あい莉りの水泳とか。見てやって欲しかったからさ。きっとみんな喜ぶぞ」

「あ……」

　ぽんと肩を叩たたいてやれば、葵はいたたまれなさそうに身をすぼめ、こくりと頷うなずいてくれた。

　それに満足し、俺は手を振ってリビングを退出する。

　実際のところ、みんなにとって葵の存在はきっと助けになるだろう。

　疑ぎ惑わくの芽はもちろん後のち々のち完全に摘つみ取らねばならぬとして、どうやら明日あしたから、ますます面おも白しろくなりそうだ。
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　翌朝。朝食前のミーティングで、改めて飛び入り組の合流を伝える。

「あはは、ゲッタンじゃん！　元気してたかっ？」

「お、お久しぶりです真ま帆ほ先せん輩ぱい……」

「葵さんっ、嬉うれしいです……来て下さって！」

「あはは……ごめんね優ゆう柔じゆう不ふ断だんで。ん、私のほうこそ嬉しいよ。愛莉ちゃん、バスケだけじゃなく泳ぎもすごい上う手まくなったんだってね！　あとで見せてね、楽しみにしてるから！」

「ふふ、羽は多た野の先生が葵さんたちを連れてきて下さったんですか。ありがとうございます」

「ええ。くす、可愛かわいい女バスのみんなが汗だくで頑張ってると聞いて飛んできました」

　案あんの定じよう、かげつちゃんも、葵も、あれでなかなかどうして子どもたちに人気がある羽多野先生も、皆が笑顔えがおで大歓かん迎げいされた。

　ただ、斜しやに構え挨あい拶さつもしようとしない少年一人ひとりだけは例外だったが。

「た、竹たけ中なか君。久しぶりだねっ」

　そんな気配けはいを見かねてか、智とも花かが優やさしく声をかける。

「別に……。終業式で、会ったじゃん」

　しかし少年はつっけんどんな態度を貫つらぬき、恩を仇あだで返すのだった。ばかめ。そんなんじゃ確かく実じつに自らの立場を危あやうい方へ追い込むだけだけだというのに、まったくもー……。

「さーてと……。んで、ナツヒ～。お前は何しに来たんだ～？　きひひ」

　そらみたことか。格好の玩具おもちやを見つけたとばかりに、真帆がニヤニヤと半はん眼がんを向け始めてしまった。繰くり返し言うが竹たけ中なかがひなたちゃんに恋心を抱いていることはほぼ周知の事実である。まず間違いなく動どう機きは『ひなたちゃん目当て』と勘かんぐられて然しかりなのだ。

　ま、実際そうなのかもしれんけど。

「お、俺おれは……俺は……っ」

　訊きかれてびくりとたじろぎ、竹中は口ごもる。さて、なんと言いい訳わけするか見み物ものだな。多少趣しゆ味みが悪いとは思うものの、やっと晴れたはずの疑ぎ惑わくを再さい燃ねんさせやがった報むくいだ。じっくり観かん察さつさせて頂こう。

「俺は──こいつがお前らに何か変なことしないか見張りに来たんだよっ！」

　とか思ってたら俺がやり玉に上げられてしまった。しかし、浅はかなり小学生男子。そんなこと言ったら、さらに立たつ瀬せをなくしてしまうだけだろうに。

「へ～ぇ。私たちの心配ねえ。ふふ、嬉うれしいじゃない。夏なつ陽ひがそんなに私のこと気にかけてくれるなんて」

　指差された俺の方を一いち瞥べつしてから、竹中に妖よう艶えんな流し目を送る紗さ季き。……いかんぞ少年。これは、紗季の罠わなだ。絶対誘いに乗るなよ。ここは頷うなずいておくのが最も浅い傷で済む。

「ばっ、ばっかじゃねーの!?　なんで俺が紗季のことなんか心配するってんだよ！」

　なのに、必死で送ったアイコンタクトの甲か斐いもなく、竹中はきつい言葉を浴びせかけてしまう。それが、まさしく紗季の望んでいた回答だと気付きもせずに。

「へ～そうなんだ。サキじゃないんだ～。じゃあ、誰だれだよ？」

「え」

「誰が、すばるんと仲良くなったら嫌いやだって思ってるんだねナツヒ？　ぷくくくくく」

「な!?　そ、そ、そ……それはっ────!?」

　いち早く紗季の意図を察したらしい真ま帆ほが、追い詰め役として助すけ太だ刀ちする。二人ふたりの見事な連係プレーの前、少年の淡あわい恋心を守る外がい壁へきが、ぼろぼろと崩れ落ちていくのが眼に見えるようだ……。いかん、さすがに可哀かわい相そうになってきた。

「私が頼んだの。……ね？」

「そ、その……俺、俺は…………………………へ？」

　もう見ちゃおれん、なんとか有う耶や無む耶やにしてやれないか──と策を練っていたところ。爽さわやかな笑顔えがおで竹中と紗季たちの間に割って入ったのは、なんと葵あおいだった。

「あおいっち？」

「夏陽くんと偶ぐう然ぜん知り合って、お話ししてる内うちにみんなに会いたくなっちゃってさ。それで、今から一いつ緒しよに合宿行かないかって誘ったの。そうだよね、夏陽くん」

「葵、おねーさん……」

　きょとんとしたのち、心底救われたという風ふうに安あん堵どして、竹中は大きく頷いた。ほー、葵のやつ、粋いきな真ま似ねを。

「──意外と、優やさしいとこあるのな」

　それで真ま帆ほも紗さ季きもからかいを納めてくれたので（ニヤニヤ嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべたままではあったが）、俺おれは葵あおいに耳打ちし、弁べん護ごを褒ほめる。確たしかに世話好きなやつではあるのだが、異性に対しあそこまでストレートな慈じ悲ひを向けるシーンは未いまだかつて見たことが無いような気がする。もしかしたら、デフォルトで刺とげ々とげしいのは俺に対してだけなのかもしれないけど。

「ちょっと意外ってひどくない？　……あはは。なんかさ、夏なつ陽ひくんて素直に思ったこと伝えるの苦にが手てそうじゃない？　あれ以上ドツボにはまらないよう、保護してあげたくなっちゃったっていーますか。うん、衝しよう動どう的てきに」

「衝動的、ねぇ」

　──同病相あい憐あわれむ。

　なんともなしにそんな言葉が浮かんだが、口にしたらえらく怒られそうな気がしたのでぐっと飲み込んでおいた。

　とにかくこれにて朝の騒そう動どうも一段落。そろそろ豪ごう華かな朝食の相しよう伴ばんに与あずからせて頂こう。

「ね、姉ねえ様……日焼けしてませんかっ？　お腹なかが痛かったり、熱ねつが出たりは!?」

「おー。だいじょうぶだよ。ひなは、げんきです。そーかー。かげも、海きたかったんだね。ごめんね、お誘いしなくて」

「ななっ、なんて勿もつ体たいないお言葉！　それに、来たかったわけでは……。やっぱり私は心配です。何か、事故にならないかと……」

　……いや。まだもうひと組、仲介が必要そうな子たちがいるみたいだ。

「ええと、かげつちゃん。ここの入り江はすごく波が穏おだやかだし、それほど深いところも無いから大丈夫だよ」

　よし、葵にお株かぶを奪うばわれてばかりというのも格好が付かない。今度は俺が安心を提供しよう。

　そんなつもりで袴はかま田だ姉妹に近付いていくと、何な故ぜかかげつちゃんにきつく睨にらみ付けられてしまった。

「竹たけ中なか先せん輩ぱいから聞きました。長は谷せ川がわコーチは、アブない人だと」

「……あんにゃろう」

　たーけーなーかー。どんだけ俺を窮きゆう地ちに追いやれば気が済むのだ。そこまで嫌われるようなこと、したつもりは無いんだけどなぁ。

「お、お願ねがいします。姉様が可か憐れんなのはとてもよく分かりますが、どうか変ないたずらはしないで下さい」

「な、そんなつもりはないよ！　俺はただ、みんなのコーチとして、みんなのバスケを見るのが好きなだけであって……！」

　慌あわてて否定するも、何と説明したら納得してもらえるかわからない。うーん弱った。

「ぶー。かげ、おにーちゃんをいじめちゃダメ」

　たじたじで冷や汗を垂らす俺おれ。そこに、ひなたちゃんが両手を広げてかげつちゃんの前に立ちはだかってくれた。

「ね、姉ねえ様……？」

「おにーちゃんは、とってもやさしくて、ひなのたいせつな人です。おにーちゃんをいじめるなら、かげだって許しません」

「……っ!?　し、失礼しました！」

　とたん、腰を直角に曲げて謝しや罪ざいするかげつちゃん。……すごい。よほどひなたちゃんの事を敬愛しているのだな。

　しかし、元々は俺の方がひなたちゃんに助すけ太だ刀ちしにきたつもりだったのだが……。むぐぐ、情けなし。

「ひなにじゃなくて、おにーちゃんにあやまるの」

「は、はいっ！　……失礼な事を言ってごめんなさい、長は谷せ川がわコーチ。私、勘かん違ちがいをしていましたっ！」

　言われるままに、かげつちゃんは俺に向けて謝罪してくれる。勘違い、というのも根っからの本心から出てきた言葉に聞こえた。ひなたちゃんの言葉ならば疑うつもりはないらしい。

　やっぱり、なんだか面おも白しろい姉妹だなと思う。機き会かいが有あれば、もっといろいろ二人ふたりから話を聞いてみたい。

「みなさま、お食事の準備が整ととのいました」

　が、久く井い奈なさんがそう報告に来て下さったのでそれは後回しだ。

「ありがとうございます。よし、じゃあみんな食堂に行こうか」

　お礼を告げ、リビングから隣となりの部へ屋やに移動を開始。

「ふんっ！」

「あいて!?　……おのれ」

　途中、竹たけ中なかの野郎が人の足を思いっきり踏んづけて行きやがった。

　たくもー。何がそんなに気に入らないのやら……。
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　さて。

　朝食後すこし時間を置いて、全員でジムに移動したわけだが。

「こら真ま帆ほ！　もっとしっかりアキレス腱けん伸ばせよ！　怪け我がしたら大変だろ！」

「だああさっきからうるせー！」

　案あんの定じようというか、竹中も当然のように練習へ合流してきた。そのこと自体はもちろん歓かん迎げいなのだけれども、あれこれ横から口を出されて真帆辺あたりは多少うんざりしている様よう子すだ。

　でも、まあ大丈夫だろう。本格的に練習が始まりさえすれば。




「ほらほら、バックステップでも怖がらない！　──真ま帆ほ！　またスタンスが狭くなってきてるよ！　肩幅に合わせて！」




「うあ、いけない……っと！」

「…………マジかよ、これ」

　予想通りであった。

　マシンガンのようにとめどなく続くフットワーク練習を開始すると、次第に竹たけ中なかは私語を止やめ、身体からだを動かす合間に女バスの面々へ驚きよう愕がくの表情を向け始める。

　もうみんな、誰だれが見ても本格的な『バスケ部員』だからな。かつてお遊びチームと蔑さげすんだ竹中本人の瞳ひとみに、今のこの子たちの様子はどう映るのか。

　想像すると、なんとも愉たのしい気持ちになってくる。

「こら竹中、よそ見しない！　お客さん気分じゃダメだぞ！」

「──っ!?」

　檄げきを飛ばされ、竹中は決まり悪そうに俺おれを睨にらむ。が、反抗的だったのはほんの一いつ瞬しゆんだけで、以後はもう脇わき目めも振らず練習に没ぼつ頭とうしてくれた。

「紗さ季きっ！　ラスト一本だ、気張れ！」

「言われ……なくてもっ！」

　そのうち声援で、あるいは身を以もつて。疲ひ労ろう困こん憊ぱいした部員たちを鼓こ舞ぶさえもしてくれる。

　──絶対、負けられるか。

　お互いのそんな気合いが、相乗効果で練習の内容をさらに充実させていく。

　こいつもまた、来てくれて良かったな。

　そう確かく信しんするまでに、それほど長い時間はかからなかった。







「──よーしお疲れ！　みんな本当によく頑がん張ばったぞ！」

「はぁ……。はぁ……。お、お前ら最近、いつもこんななのかよ？」

「き……決まってんだろ……うはは……」

　全すべてのメニューをこなし、全員が大の字で仰あお向むけに倒れ込む。昨日きのうよりさらに本数を上乗せしたというのに、よく完走できたな。なんとも頼もしい限りだ。

「ふふ、もちろん……と、言いたいところだけど……。これは、合宿用の特別メニューよ。いつもより厳きびしい練習を、私たちが長は谷せ川がわさんにお願ねがいしたの。上う手まくなるために……」

「あーバラすなよサキ……。あは、まーそーゆーこと。あたしは毎日これでもへーきだけどな。それで、つよくなれるんなら」

　ほほう、じゃあ帰ってからの練習もリニューアルしちゃおうかな。

　もちろんこんなのを毎度、というのは弊へい害がいの方が多くなりそうなのでやらないが。そうだな、週に一度フットワークを重点的にやる日を設けても、この感じだと大丈夫かもしれない。

「さあ、身体からだを冷やすと良くない。まずはシャワー浴びて、それからゆっくり休もう」

　確たしかな手て応ごたえを感じつつ、練習の締しめを伝える。みんな手を貸しあってよろよろと立ち上がるのを誇らしげに眺めていると、葵あおいがほうと息を漏らし、紅こう潮ちようした顔に笑えみを浮かべながら近付いてきた。

「みんなすごいね……！　感動しちゃった」

「ああ。きっと、この前の練習試合のおかげ。だから、お前のおかげだ」

　拳こぶしを突き出すと、葵は謙けん遜そんするように目を伏せる。

「いやいや、私は別に……。ん、でも。とにかく良かった」

　が、ひとつ首を横に振ってから、右手をこつんと合わせてくれた。

　うし。今日きようもまた、順じゆん調ちように良い一日を踏み出せたようだ。この後は、俺おれの練習。葵にも付合ってもらえるだろうし、みんなに負けないよう自分の身体も極限まで追い込まないと。

「お～……？」

「え……ひなたちゃん!?」

　気合いを新たにしていた最中、視界の端で小さな体たい軀くがよろよろと揺らぐ。シャワーに向かう途中、ひなたちゃんが転びそうになってしまったらしい！

「だ、大丈夫？」

「おー。だいじょうぶ。ごめんねおにーちゃん」

　一いつ直ちよく線せんに駆かけ寄り、後ろから汗で濡ぬれた肩を支え顔を覗のぞき込んでみたところ、ひなたちゃんはすぐ笑顔えがおを向けてくれた。ん。顔色は良いし、ただバランスを崩しただけみたいだな、良かった……。

「ね、姉ねえ様っ!?」

　ほっと息を吐いたのもつかの間、すこし遅れてかげつちゃんが真まっ青さおになって走り寄ってくる。体たい育いく館かんの隅すみで葵と共ともに見学してくれていたのだが、突然のことにさぞや驚おどろいただろう。

「た、大変……。い、今すぐ救急車をっ！」

　わたわたと、ひどく取り乱すかげつちゃん。安心してもらうためにも、俺はあえて軽い調子で話しかけた。

「いやいや、そこまで大事じゃないよ。……ね？」

「ぜんぜんへーきです」

　ひなたちゃんと共ともに、笑みを向ける。

「で、でも……姉様がふらついて……」

　が、すぐには安心してもらえなかったらしい。両手で口を押さえ、かげつちゃんは涙目だ。

「おー？　へいきだよ。おにーちゃん、ひな、元気だよね？」

「ああ、もちろん。……ほら、お姉ねえさんもこう言ってるし」

　もめ事に気付き、女バスのみんなが引き返してくる。そこに葵あおいも加わり、全員がかりでひなたちゃんの健康状態に問題が無いことを説明。

「で、でも一応、精密検査を……。もしかしたら……だれも気付いてないだけでなにか悪い病気かも……」

　それでも、まだかげつちゃんには納得がいかないらしい。ううむ、頭でも打っていたらもちろんそうするけど、今のは転んですらいないわけだからなあ。

「かげ、おにーちゃんのいうこと聞いて」

　困り果てていたところ、ひなたちゃんが毅き然ぜんとそう告げた。

「姉様っ……でも」

「おにーちゃんは、バスケの先生なの。バスケの時は、おにーちゃんのいうこと聞くの。今はバスケの時間だから、かげもそうしなきゃだめなの」

　いつものひなたちゃんからすれば、かなり強い口く調ちよう。妹でも……いや、もしかしたら妹だからこそかなり意外だったらしく、かげつちゃんはびくりと身を竦すくませた。背せ丈たけはひなたちゃんよりもずっと高いはずなのに、頭の位置が逆転したのかと錯さつ覚かくするほどしゅんとしてしまう。

　しかし、これほどまで一いち途ずに、俺おれの事を信頼してくれていたとは。うう、いかん。なんか眼が潤うるんできそう。

「わ、わかり……ました。ごめんなさい」

　いかにも渋しぶ々しぶといった様よう子すではあるものの、それでようやくかげつちゃんも折れてくれた。唇を嚙かみ、俺とひなたちゃんに一礼して道を空あける。

「よっし、シャワー浴びちゃおうぜっ」

　真ま帆ほを先頭に、改めて歩き出す五人の後ろ姿を眺めながら、ほっと一息。大きなトラブルにならず本当に良かった。

「とう」

「ぬお!?　な、なんだよ？」

「……なんとなく。気分で」

　安あん堵どの息を漏らした瞬しゆん間かん、後ろから葵に膝ひざ裏うらを蹴けられた。ほとんど力がこもってなかったので痛くは無かったが、がくりと関節が落ち驚おどろいてしまう。

　くそう、なぜか最近、理由もなく足蹴にされてばかりのような……。

　にしても、かげつちゃんはどうしてあんなに心配性なのだろう。ただお姉さんのことが好き、というだけではあそこまで過か保ほ護ごにはならない気もするのだけれど。







[image: ]







[image: ]











＊






「あーうー」

「……く、さすがにキツい」

　みんなが汗を流しに向かった直後、葵あおいと一いつ緒しよにフットワーク練習を開始。

　子どもたちのメニューを増量したので、当然自分の方も倍返しで負ふ荷かを上乗せである。あまりのしんどさに、ようやく完かん遂すいした瞬しゆん間かん俺おれと葵は並んでばたりと床ゆかに倒たおれ臥ふしてしまった。

「はー。懐なつかしいな。この、もう指先すら動かしたくなくなる感覚」

　うつぶせからごろりと仰あお向むけになる葵を真ま似ねて、俺も天てん井じようを見上げる。

「確たしかに……。でも、風か邪ぜ引かないよう汗だけは流さないとなー。シャワー、先に使ってくれ」

「うん、かたじけない。なるべく早く終わらせるから、身体からだ冷やさないでね。とりあえずちゃんと汗拭ふいておくのよ～……」

「りょーかい」

　気けだるげに立ち上がった葵に向け、緩かん慢まんに手を振る。ここ三み沢さわ家け別荘の浴場は、豪ごう華か絢けん爛らんであるものの数自体は一つしかない。そのため男女で時間を置いて利用する必要があるのだった。

「よっと……お？」

　葵が出て行った後もしばし横になり続けていたが、いいかげん身体をぬぐっておかないとよろしくない。一いち念ねん発ほつ起きして立ち上がると、壁かべ際ぎわで竹たけ中なかが不ふ機き嫌げんそうに俺を見み据すえていた。

「いつからいたんだ？　お前もちゃんとシャワー浴びたのか？」

「いいよシャワーとか。タオルで拭いたし」

　良くないっての。しゃーない。葵が出たら、一いつ緒しよに連れてくか。

　煩わずらわしそうに眼を逸そらした少年に注意しようとした矢先、

「……練習、見てた。お前と、葵おねーさんの」

　ぼそりとそんな一言が漏らされる。

「え？　なんだ、ずっといたのか。気付かなかった」

「隅すみにいたし」

　そうだったのか。見ててそれほど面おも白しろいものでもなかったろうに。

　なんとなくこそばゆさを感じつつ、タオルを拾い上げ、頭から被かぶる。

　わしわしと髪を拭ぬぐい、続いて身体の方を……と思ったところで、また竹中がこちらを凝ぎよう視ししていることに気付いた。

「ん？　どうかしたか？」

「べ、べつにっ……！」

　尋たずねると、再び少年の顔はあさっての方向に。

「ま、良いけど。んじゃ俺おれ、トイレ行ってくるから」

「────る、じゃん」

「え？」

　ジムを出る間ま際ぎわ、小さく呟つぶやきが聞こえた気がしてもう一度振り返る。

「なー、言いたいことがあるんならはっきり言えって。わりと、気になる」

　つい、引き返してしまった。すると竹たけ中なかは忌いま々いましげに俺を見据え、

「意外とやるじゃんって言ったんだよ！　どうしようもないロリコン野郎のくせにっ！」

　顔を真まっ赤かにして叫び声をあげた。

「ロリコンちゃうっちゅーに……」

「むぐ！　さわんなこらっ！」

　へらず口を塞ふさぐべく竹中の頰ほおを軽くつねるいっぽう、思わず緩ゆるんでしまいそうになる自らの表情筋を必死で引ひき締しめる。

　なるほど、そういやこいつには、俺自身が練習している場面は遊び程度にしか見せたことが無かったからな。多少は見直してくれたのかもしれない。

「ま、お前なんかとは鍛きたえ方かたが違うってことさね」

「な、なんだとこらっ！　おいてめー人が珍しく褒ほめてやったのに……おい待て！　話聞きやがれ！」

「ほら、そろそろシャワー使えそうだから行くぞ」

「だから俺はシャワーとか……待てって言ってんだろーが！」

　罵ば声せいを響ひびかせながら、竹中が早足で追いかけてくる。

　こいつと打ち解けるには、やっぱりお互い共通の土俵に上がらないとダメなんだろうな。

　はは。じゃあ今度は１ｏｎ１勝負でも持ちかけてみるか。







　シャワーの後は久く井い奈なさん特製のやたら美お味いしいカレーに舌した鼓つづみをうち、休きゆう憩けいもかねて広間で団だん欒らん。今日きようは若じやつ干かん風も強いし、体力面にも影えい響きようが出そうだったので海水浴は二日連続でお休みにした。遅れてきた組には申もうし訳わけ無かったが、三人とも泳ぎたくて仕方がないという感じでもなさそうなのでまあ許してもらえるだろう（羽は多た野の先生は理解を示しつつも露ろ骨こつにがっかりしていたが）。

「いよっし、そろそろまた練習しよっ！」

　大人おとなも子どもも入り交じり全員で遊んでいたボードゲームが一区切りついたところで、真ま帆ほが手を上げる。時刻はもうすぐ午後三時。確たしかにちょうどいい頃ころ合あいだな。

「みんな、身体からだがだるかったり、どこか痛かったりはしない？」

「もち大丈夫っ！」

　即答する真ま帆ほ。続いて、

「はいっ、平気です！」

「まだまだ頑がん張ばりますよ、ふふ」

「おー。げんきだよ」

「お菓子も食べましたし、筋肉痛もたいしたことないですっ」

　智とも花か、紗さ季き、ひなたちゃん、愛あい莉りも立ち上がり頷うなずいてくれる。皆瞳ひとみを輝かがやかせ、無理している様よう子すは微み塵じんもない。竹たけ中なかも無言で準備を開始し、密ひそかにやる気まんまんの様子だ。

「よーし、それじゃあジムに集合」

『はいっ！』

　一斉に返事し、歩き出す五人。俺おれも気合いを新たに、葵あおいと共ともにみんなの後を追う。




「あ、あのっ！」




　そこに、ひどく切迫した声が響ひびいた。振り返ると、かげつちゃんが顔がん面めん蒼そう白はくでぎゅっと拳こぶしを握っている。

「ど、どうかした？」

「ま、まだバスケットボールをなさるというのですか……？　こんな厳きびしくては……今度こそ本当に姉ねえ様が倒れてしまいますっ！」

　告げられたのは、そんな懸け念ねん。

「……ん。いや、大丈夫だ。ひなたちゃんはちゃんとついてこれてるよ。午後の練習は、午前よりだったらずっと楽なメニューだし」

　確たしかに、気持ちは分からないでもない。俺だって、ひなたちゃんがもし出会ったばかりのころと変わらない、走り込みだけで疲れ果ててしまった時期と同じくらいの体力しかないと判断したら、こんなハードスケジュールで練習なんて絶対にさせない。

　でも、今はもう違うのだ。みんなと共に歩みたい。五人と同じ場所に立ち続けたいと宣言したひなたちゃんは、あれからずっと部活、そして自主トレで、鍛たん錬れんに励んできた。

　その頑張りと成果だけは、きっと俺はかげつちゃんよりよく知っている。ひなたちゃんの、かげつちゃんの知らない一面を、俺たちは知っている。

「で、でもっ！　姉様は昔から身体からだが弱くて……。風か邪ぜを引くと、いつもなかなか治らなくて……」

　だが、俺がひなたちゃんに強い信念を抱く根拠があるのと同様、かげつちゃんにも俺の知らないひなたちゃんと過ごした歴史がある。……否いな。当たり前だが生活のほぼ全すべてにおいて、俺よりもずっとずっと近しい位置でひなたちゃんのことを見つめ続けてきたのだ。何ど所この馬の骨とも知れぬ輩やからの主張など、受け入れることができなくても無理はない。

「かげ。ひななら、だいじょうぶだよ。ほら、とっても元気」

　ならばもう、この齟そ齬ごをより戻せるのはひなたちゃん本人だけかもしれない。こんな風ふうに、朗ほがらかな笑顔えがおを向けられれば、かげつちゃんもきっと分かってくれる。

「……姉ねえ様は、やさしいですから。すぐ、無理をします。今も、お友達に心配掛けないよう、辛つらいのを我が慢まんしているのでしょう？」

　──というのは、いささか楽天的すぎる見方だったようだ。恐らく心配すぎるあまり、姉に対し絶対的な忠誠にも似た態度を貫つらぬいているかげつちゃんとてそう簡かん単たんに引き下がれないのだろう。それに、午前の練習でひなたちゃんがふらつく場面を見てしまったというのもあるし、な。あれはただ躓つまずいただけだと思うのだが、それを証明する手立てはない。

「ぶー。ひな、平気だもん。どうしてかげ、そんないじわるいうの？」

「い、意地悪ではありません！　私はただ姉様が心配でっ……」

　妹の理解を得られず、ひなたちゃんは哀かなしげに表情を曇くもらせる。

　またしても、ひなたちゃんの顔から笑えみが消えてしまった。なんとかかげつちゃんに納得してもらえないか頭を捻ひねるが、口で説明したところできっと大した効果はない。

　ううむ。何か『ひなたちゃんの体力が客きやつ観かん的てきに優すぐれている』という証明を得る方法が有れば良いのだが、そんな都つ合ごうの良い出来事がぽんと降って湧わくわけもないし…………。

「ん？」

　考えに行き詰まり、途方に暮れていると、傍かたわらで何やら真ま帆ほと紗さ季きがニヤニヤと悪わる巧だくみするような笑みを浮かべていることに気付いた。仕し舞まいには、二人ふたりから耳打ちされて智とも花かと愛あい莉りまでも微笑ほほえみ混じりでしきりに首しゆ肯こうしだす。

「──ねーかげ。そんなに心配なら、ひなと勝負してみれば？」

　ほどなく、紗季が先陣を切って、かげつちゃんとひなたちゃんの間に入る。

「しょ、勝負……？」

「かげは、ひなのことが心配なのよね？　でももし、ひなの方がかげより運動が得意だったら、そんな心配必要ない。そうでしょ？」

「それは……そうですけど。でも……」

　口ごもるかげつちゃん。

「そ・れ・な・ら！　ヒナとゲッタン、どっちがすげーかしょーぶしてみよーぜって話！」

　そこに今度は真帆が加勢しにやってくる。

「そんな。姉様と戦うだなんて、私にはできませんっ」

「おっと、それなら口出しはしちゃダメだよん？　自分よりよわっちーヤツの話なんか、聞く必要ないじゃんか。それとも、ゲッタンはヒナなんかいつでも倒せるって思ってる？」

「なんだとー」

「そんな、倒すだなんて……。ただ、身体からだは私の方が姉様より丈夫だと思いますけど……」

「なんだとー」

「それなら、勝負してあげて。ほら、ひなだって負ける気なんか全然ないみたいだし」

「おー。かかってこい」

　両手を頭の上に高く掲かかげ、うさぎの真ま似ねをするみたいに手招きするひなたちゃん。うむ、ちょーかわいい……ってそれは良いとして。

「か、勝手なことを言ってごめんなさい姉ねえ様。……あの。勝負っていったい何をなさるつもりなんですか？」

　さて、何をするのか。俺おれもついさっきまで思い至ってなかったのだが、ギリギリでぴんと来た。……恐らくは、アレだ。

　なるほど。そう考えると、今ここにかげつちゃんが来てくれたことは、まさに渡りに舟と言えるのかも。

「実はさ。『トライアスロン・リレー』の大会が、この近くでちょうど明日あした開かれるみたいなんだ」

「わたしたちが水泳と自転車をがんばるから、かげちゃんはひなちゃんといっしょに最後のマラソンを走って欲しいの」

「ど、どうかな、かげつちゃん。マラソンなら、別に危なくないし……」

　何となく促うながされた気がしたので俺から開始した説明を、愛あい莉りと智とも花かが補足してくれる。みんなだけで、もうそこまで考えていたのか。さすがだな。

「マラソンだって危ないですよ！　日射病とか、熱ねつ中ちゆう症しようとか！」

　そんな条件を提示されてもなお、かげつちゃんの深しん憂ゆうは拭ぬぐえぬらしい。……たはは。本人はそのようなつもりは全くないのだろうが、まるでひなたちゃんを外にだって出したくない、といった感じだ。

「ふーん、じゃ、ゲッタンはヒナと勝負しないで逃げちゃうんだ。まっ、無理には誘わないけどさ～。だってゲッタンがパスしてもどーせヒナは出るし。なーナツヒ！」

「うぇ、俺？」

　急に話を振られ、扉とびらの近くで腕を組み傍ぼう観かんしていた少年はびくりと顔を上げる。

「かげが一いつ緒しよに走ってくれないなら、残念だけどあんたに頼むわ。私たちとチーム組んで、ひなと一緒にマラソン走ってくれない？」

「おい、残念って何だよ。……お。俺はべつに、いーけどさ」

　いつまでも首を縦たてに振ってくれないかげつちゃんを、上う手まく外堀を固めることで誘ゆう導どうしていく二人ふたり。うーん、お見事。

「くす。かげつちゃん、健康面の心配ならしなくて良いわよ。私がじっくり、穴の開くほど注意して見ててあげるから。もし少しでもひなたちゃんの様よう子すにおかしな所があれば、保健室権限で無む理り矢や理りにでもリタイアさせます」

　さらに羽は多た野の先生まもでがサポートを約束してくれる。ここまで状況が整ととのえば、もうかげつちゃんに断る理由はほとんど残されていなかろう。

「………………………………っ。わかり、ました。それなら、私が出ます。でも、その代わりっ！　もし私が勝ったら、姉ねえ様には無理な練習を控えて頂きますからね！」

「えーえーそりゃもう。ふふ」

　そんな約束を引き出すことに成功するや、かげつちゃん以外全員の顔ににんまりと笑顔えがおが宿る。そうこなくちゃな。合宿の締しめに相応ふさわしい一大イベント、これにて飛び込み成立だ。

「わーい。かげとしょうぶ」

「はわ、姉様っ……!?」

「ねー。かげも一いつ緒しよに練習いこう？　ひなのすごいシュート、見せてあげる」

　満面の笑えみで抱きつかれ、真まっ赤かになるかげつちゃん。ひなたちゃんの機き嫌げんも、みんなのおかげですっかり元通りだ。……よかった。

「これでひなたちゃんが勝てば、まさに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんって感じだな」

　揃そろって練習場に向かうのを眺めながら、しみじみと呟つぶやく。

「にゃはは。結構難むずかしいかもだな、それは」

　と、ずっとソファに腰掛けたままだったミホ姉が立ち上がり、近付いてきた。

「難しい……？　そうなのか？」

「あー。だってかげつ、去年のマラソン大会で優ゆう勝しようしてるから。四年生の部で。あれ以来いろんな部活から勧かん誘ゆうされまくりって話だぜ。本人は興きよう味みないみたいだけど」

「マジか……」

　いよいよ以もつて、袴はかま田だ姉妹がお互い全く違うタイプだと思い知らされる。少なくとも、バスケを始める前までのひなたちゃんとかげつちゃんのイメージは、何一つ重なるところがない。

「ひなにとっちゃー、厳きびしい戦いになるだろうな。……ま、だからこそなのかもだけど」

「だからこそ？」

「真ま帆ほたちが勝負を持ちかけた理由さ。そんなかげつに──妹に勝てれば、ひなにとってこれほど大きな勲くん章しようもないだろーからな。にゃははは」

「そうか……なるほど。じゃあ、何も心配しなくて良さそうだ」

　つまり、真帆たちは全すべてを知った上でなお勝算ありと見て、対決を持ちかけたのだろう。

　とすれば、俺も同じだ。みんなが信頼しているなら、俺もまたひなたちゃんの勝利を絶対に疑わない。
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「あら、昴すばるくん。そういえば昨日きのうはごめんなさいね」

「羽は多た野の先生。い、いえ。大丈夫です、あはは」

　部へ屋やで着替えを済ませジムに向かう前にお手洗いへ寄ると、入れ違いで羽多野先生が中から出てきた。

「失礼します」

「ええどうぞ。何も心配はないわ」

　心配……ってなんだろう。

　微妙に気になったが、深く考えたら負けな気がして、用を足し終え手洗いを出る。

「あれ？」

　なぜか、先生が廊下の壁かべに背中を預け、未いまだこの場に留とどまっていらした。まるで俺おれの事を待っていたみたいに。

「ちょっと、お話良いかしら？」

　柔らかく首を傾け、先生はそう尋たずねる。実際、俺に用があったみたいだ。

「ええ、少しなら構いませんが……」

　なんだろう、と思いつつ隣となりに並ぶ。ドラマとかならここで煙草タバコに火を点つけたりすると絵になるのだろうが、もちろん俺はそんなもの持っていない。

「飴あめ、食べる？」

「あ、ありがとうございます」

　手持ち無ぶ沙さ汰たな気分を読んだかのようなタイミングで、先生がミルクキャンディを差し出してくれた。これではまったく絵にならない……が、美お味いしいので良いか。むう、甘い。

「……勝てると良いわね、ひなたちゃん」

「えっ」

　優やさしい味に頰ほおの筋肉を緩ゆるめてしまっていたところ、羽多野先生が唐とう突とつにそう切り出す。

「味方をして下さるのですか？」

「あら、意外？」

「いえ、そんなことは無いですけれども。養よう護ご教きよう諭ゆさんとしては、中立なのかなと」

　妹のかげつちゃんだって慧けい心しん学がく園えんの生徒である以上、どちらかに肩入れはしないのかなと思ったのだが。

「ええ、もちろんみんな可愛かわいい生徒たちだもの。平等に愛しているわ。……だからこそ、今はひなたちゃんに勝って欲しいの」

　正面を向いたまま、どこか遠くまで眼を馳はせるように、先生はまばたきを二回繰くり返す。

「それは、どうしてでしょう？」

「仕事柄がら、ね。知っているのよ。どうしてかげつちゃんが、あんなにひなたちゃんのことを心配するのか」

「心配する、理由……」

　そうか、やはり訳わけありか。かげつちゃんがお姉ねえさんを怒らせてまで、ああも過か保ほ護ごに案じ続けるのには。好きだからというだけでは説明できない、鬼き気き迫るほどの徹てつ底ていぶりで。

「聞いても、いい話ですか？」

「そうね、昴すばるくんになら。貴方あなたのおかげでみんな……ひなたちゃんもあんなに頑がん張ばれるようになったのだしね」

　それは買いかぶりすぎだと思ったが、今は話の方が気になったので口を噤つぐんだ。

　しばし、先生もまた覚悟を決めるように沈ちん黙もくする。

　それからようやく、すうと大きく息を吸い込み、

「かげつちゃんには、罪の意い識しきがあるみたいなの」

　袴はかま田だ姉妹の、俺おれの知らない物語を聞かせてくれた。

「罪の、意識？」

「あれは私が新任の時だったから、もう三年前になるかしら。冬の、とても寒い日に、かげつちゃんが学校に電話をしてきて私が対応したことがあったのよ。すごく、大変だったわ。『姉様が倒れた！』って、大パニックで、要領を得なくて」

「倒れた？　三年前ということは、かげつちゃんは小学二年生か……」

　それならば、なんとなく状況も分かる気がする。大事な姉が倒れて恐きよう慌こう状態となったかげつちゃんが、救急でなく学校に電話してしまったことも、まともに説明が出来ないほど取り乱してしまったことも。

「そうね。今、どこにいるかもなかなか話してくれなくて、正直、私も焦った。何度も話を聞いたら二人ふたりとも自宅にいることが分かって、救急車を呼んで私も病院に向かって、大事には至らなかったわけだけど」

「……ご両親は、お仕事で？」

「ええ。共働きだから、まだお二ふた方かたとも帰っていらっしゃらなかった。いつも、昼間は家に誰だれもいないみたいで、ひなたちゃんかかげつちゃん、どちらかが鍵かぎを持って登下校して、お父とうさんかお母かおさんが帰ってくるまでお留守番しているのが習しゆう慣かんなのだそうよ。

　あの時は、かげつちゃんが鍵を持っていた。二年生の方が先に授業の終わる日だったから、かげつちゃんは一人ひとりで家に帰って、お留守番してた。そして、うっかり暖房の前で眠ってしまったらしいの。ひなたちゃんが帰る前に。用心のため玄関の鍵を掛けて、ね」

　つまり、ひなたちゃんだけでは家に入ることができない状態で、か。

「遅れてひなたちゃんが帰って来て、何度もインターフォンをならした。けれども、反応は無かった。もしかしたら、かげつちゃんが近所にお買い物に行っているのかもしれない。そう思って、ひなたちゃんは三時間玄関の前で待ち続けたそうよ。……真冬に」

「じゃあ、もしかしてそれが原因でひなたちゃんは？」

「ええ。凍こごえて具合を悪くして、玄関先で倒れてしまった。かげつちゃんが眼を醒さまして、大おお慌あわてで外に飛び出した時にはもう、かなり熱ねつが上がっていたみたい。それで、かげつちゃんは泣きながら学校に電話してきたというわけ。ご両親の仕事先には運悪く連絡が付かなかったらしくて」

　なるほど、な。幼いころに、大好きな姉に対して犯してしまった過失、か。

　消えぬだろう、それは。そう簡かん単たんには。

　今聞いた話に関して、俺おれはかげつちゃんを責めようなんてまったく思わない。少しも悪くない──とまでは言わないが、そんなの小学二年生という幼い子どもならば起こしてしまっても仕方のない事故だ。

　しかし、当人にとってはそう簡単に自分を許すことなど、出来ないのだろう。たとえ、何年の月日が流れようとも。

　それもまた、分かるような気がした。

「しかもね、ひなたちゃんとかげつちゃんの発育に差が出始めたのも、その事故があったすぐ後くらいからなの。急に、ひなたちゃんよりかげつちゃんの方がずっと早く成長し始めて、ついには身長も追い抜いてしまった。もちろん、それは事故とは何も関係がない、ただの個人差。でもかげつちゃんにとっては、自分が寒空の下に置き去りにしてしまったせいで、ひなたちゃんの身体からだを弱らせてしまったからだって……そんな気がしているのかもしれないわ」

「もどかしい、話ですね……」

「本当に、ね。……もしひなたちゃんが勝ったら、かげつちゃんを安心させてあげられる気がするの。もう、お姉ねえちゃんは大丈夫なんだって。だから明日あしただけは、私はひなたちゃんの味方」

　語りを終え、羽は多た野の先生が、慈じ愛あいの籠こもった笑えみを浮かべる。

「……二人ふたりのこと、聞かせて下さりありがとうございます。もちろん俺も、全力でひなたちゃんの応援をします」

　かげつちゃんの優やさしさと覚悟には、尊敬の念すら覚える。

　でも、もう良いだろう。解放してあげるべきだ、かげつちゃんの心のわだかまりを。

　ひなたちゃんはもう過剰な保ほ護ごなんて必要ない、健康極きわまりない女の子。れっきとしたバスケ選手──アスリートなのだ。

　その事を明日、知ってもらおう。
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「ただいまー。喜べ、エントリー完了したぞ～」

　練習を終え、再びリビングでくつろいでいたところ、ミホ姉が吉きつ報ぽうを届けてくれた。無事、トライアスロン・リレーの出場許可がおりたようだ。

　さて、これでいよいよ早急に決定せねばならぬ事案と、解決せねばならぬ問題がそれぞれ一つずつ浮上してくるわけだ。

「じゃあそろそろチーム分けと、誰だれがどの種目に出るかを決めよう。最後のランはひなたちゃんたちの勝負になるから、みんなは自転車と水泳のどっちかに出ることになるね」

　女バスの五人に加えて葵あおい、羽は多た野の先生にミホ姉ねえが集合する室内を見渡し、意見を求める。ちなみにだが、かげつちゃんは自室待たい機き中で竹たけ中なかは風ふ呂ろ入ってる。

「ど、どうやって決めようか？　まずはチームからかな？」

「そうね。種目の方はじゃんけんでも良いし」

　最初に智とも花かが周りに伺うかがい、紗さ季きが同どう調ちようする。そんなに揉もめる要素もないだろうし、どうやらすんなり決まりそうな気配けはいだ。

「あ、あのっ！」

　と、そこでちょっとだけ意外なことが起こる。愛あい莉りが急に立ち上がり、何か言いたそうに口を開いたり閉じたりし始めたのだ。普段ふだんは受け身に回りがちなのに珍しいな。もちろん歓かん迎げいすべき積せつ極きよく性せいだが。

「どした、アイリーン？」

　喜ばしく感じているのは誰もが同じようで、真ま帆ほの呼びかけを最後にみんな口を閉じ、発言を静かに待つ。愛莉はしばし勇気を振り絞るように身を揺らしていたが、

「わ、わたし……水泳で出ても良いかなっ？」

　ついに胸元で手を組み、なんとも喜ばしい立候補をしてくれた。

「ふふ、もちろん。じゃあ愛莉は水泳で決まりね」

「……愛莉ちゃん、がんばれ！」

　紗季が頷うなずき、葵が激げき励れい。他ほかのみんなも嬉き々きと愛莉のチャレンジ精神を称たたえる。

「偉いな、愛莉。怖おそれず挑ちよう戦せんするのは、すごく良いことだ」

　これでひなたちゃんだけじゃなく、愛莉にとっても大きな成果と自信を得るチャンスになりそうだ。明日あしたを待ち遠しく思う気持ちが、俺の中でも青あお天てん井じように膨ふくれあがっていく。

「あ、ありがとうございますっ。そ、それとね、もう一つ。……一いつ緒しよに泳いで、勝負して欲しいの。……智花ちゃんに」

　そして、愛莉がさらなる懇こん願がんを口にした瞬しゆん間かん、室内が『おお～！』という歓かん声せいに包まれる。

　ほほう。部のエースを直接指名とは恐れ入った。自信……ではなく、向上心なのだろう。今までの努力の成果を、考え得る最強の相手に対し全力でぶつけてみるつもりなのだ。……本当に、成長したな。

「あはっ、もっかんは速いぞー！　だいじょぶかアイリーンっ？」

「ひなたちの対決が始まる前に勝負付いちゃったら大変だから、責任重大よ？　……ふふ」

　真帆も紗季も、愛莉の成長を強く感じ、自分の事のように抃べん悦えつする。そして、そのチャレンジ精神をただの無む謀ぼうとは受け止めていない。だからこそ、挑発するような言葉で愛莉を焚たき付ける。

「う、うんっ。がんばる……！　がんばって、みる……！」

　それでもなお、愛あい莉りは高い目標と向き合うことを止やめない。

「愛莉、負けないよっ！　全力勝負だね！」

「はいっ！　お願ねがいします、智とも花かちゃん！　……えへへ」

　ついには満面の笑えみで智花が挑ちよう戦せんを受けて立ち、二人ふたりの間で硬い握手が結ばれる。なんとも心躍おどる好カードの成立だ。

　なんか、見てるだけの俺おれまで燃もえてきた。葵あおいやミホ姉ねえ、羽は多た野の先生も同様らしく、誰だれもが感かん慨がい深そうに愛莉の事を見つめている。

　──しかも、だ。

　愛莉と智花が水泳で勝負するなら、必然的に、

「ふうん。……真ま帆ほと自転車レース、ね」

「まー、別にやっても良いっちゃ良いけどさ～」

　もう一つのライバル対決が、ここに成立する運びとなる。

　こちらはこちらで実にエキサイティングな勝負になること請うけ合あい。二人とも口では仕方なく、といった感じを装よそおっているが、闘とう志しを燃やしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。交こう錯さくする視し線せんの中心から、今にも火花が散りだしそうなほどだ。当然、組み合わせに不服なんて出るはずもない。

　これは輪わをかけて楽しみなことになってきた。かげつちゃんが来てくれたおかげで、血ち湧わき肉にく躍おどる真剣勝負の紅白戦が実現しそうである。

　欲を言えばバスケ勝負なら完かん璧ぺきだったのかもしれないけど……たまにはこういう異種対決も悪くはないよな。

　ただまあ、もしスイムとバイクの段階で大きな差が付いてしまった場合、姉妹対決が破綻してしまうという問題はあるのだが。……けど、何となくそんな興きようざめな事態にはならないような予感もした。ほとんど経けい験けんに差がない競きよう技ぎで四人が本気でぶつかり合ったら、恐らくは接戦になる気がする。無ぶ粋すいな心配はしなくてもきっと大丈夫だろう。

　むしろ、今憂ゆう慮りよすべきはもっと即物的な問題だ。

　つまるところ、明日あしたに差し迫った大会までに、準備が間に合うのかどうか非常に危あやぶまれる物品が──




「お待たせいたしました。お二人分のロードバイク、到着しております」




「もうついたのか！」「はやい！」

　──あった……のだが。そちらもどうやら全くの杞き憂ゆうだったらしい。

　ノックに続き登場した久く井い奈なさんの報告に、俺たちは何重にも舌を巻く。エントリーが確かく定ていする前から手配をお願ねがいしておいたとはいえ、まだ数時間しか経過してないのにいきなりぽんとロードバイクが二台も揃そろうとは、まさに三み沢さわ家けの本領発揮といったところか。







「おおおっ！　でかしたやんばる！　ちょーかっこいーじゃんっ！」

「……ふふ。これは、わくわくしちゃうわね」

　すぐさま全員で外に出て、夕暮れの玄関先に駐ちゆう輪りんされた二台の自転車を発見するや、あちこちから歓かん呼この声があがる。特にライダーとなる二人ふたりの瞳ひとみの輝かがやきはひとしおであった。

「メンテナンス出来る者を呼んでありますので、ひとまずどちらかお好きな方をお選び下さいませ。サキさま、真ま帆ほさま」

　久井奈さんに進言され、顔を見合わせてから自転車へ揃って目を向ける二人。

　──かたや、光を纏まとい加速する白銀の翼つばさ。

　──かたや、鋭えい利りな闇やみで風を貫つらぬく漆しつ黒こくの刃やいば。

　銀と黒。単色で染め上げられたスタイリッシュなフォルムはどちらも疾はやそうで、素人しろうと目には甲乙付けがたい。

　しばらくの間、真帆と紗さ季きは試乗したりフレームを持ち上げたり、真剣極きわまりない面おも持もちで相棒の選定にかかっていた。が、ついに。

「あたしこっち！」「こちらを希望します」

　二人同時に、それぞれ異なる自転車を指さした。

　真帆が、銀を。

　そして紗季が、黒を。

「相変わらず地味なシュミだなーサキは！　絶対こっちのが主役っぽいし！　……くくっ」

「相変わらず何も分かってないのね真帆。──一つだけ言える真理がある。『戦士は黒に染まれ』よ。……ふふ」

　独自の理り論ろんに基づく挑ちよう発はつをぶつけ、二人は不敵に口こう角かくを上げる。

　その後、チーム分けもくじ引きの結果、

【智とも花か・紗季・ひなたちゃん】

【愛あい莉り・真帆・かげつちゃん】

　という振り分けで確かく定てい。実に上う手まいこと均きん整せいがとれたのではないだろうか（どんな組み合わせでもバランスに問題は無かった気もするけど）。

　──よし、お膳ぜん立だてはこれで全すべて整ととのった。あとは当日、皆が皆全力でぶつかりあうだけだ。
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「おぉ……！　思ったよりもずっと盛せい況きようなんだな」

「えーと、ほら。『本大会は今年ことしで三回目を数え、お陰かげ様で地元の小学校を中心に多くの参加者を～』だって。要項に書いてある」

「にゃはは、でも昨日きのう聞いた話だと『大会に向けて全力で鍛きたえてるトライアスロンクラブ』みたいなのは出て来ないってさ。毎年ノリで組んだチームが集まってくるだけだから、勝しよう機きはじゅーぶん……ってか勝て！　私のクラス代表なんだからな！」

　合宿四日目の早朝。二台の車に分かれて乗り込み、十分ほど移動すると大会のスタート地点付近に到着した。駐ちゆう車しや場じようから見下ろせる海水浴場入り口のゲートに『第三回ちびっこトライアスロン・リレー』と銘めい打たれた横おう断だん幕まく。運営本部として利用されるらしい海の家付近には数々の露ろ店てんが並び、老ろう若にやく男なん女によで賑にぎわっている。

　なかなかどうして、本格的なイベントのようだ。

「葵あおい、俺おれにも大会要項見せてくれ。ルールとか一応確かく認にんしておこう」

「ほい。あはは、それにしてもぶっつけ本番にも程ほどがあるよね。昴すばるがこんなにまでノープランなんて珍しいんじゃない？」

「言えてるかも。でもまあ参加自体急に決めたわけだし、それにトライアスロンのコツなんて何も知らないからどうせ同じ事だ」

　苦笑しつつ、渡された薄うすい冊さつ子しに目を落とす。……ふむ。

　まず、各競きよう技ぎの距きよ離りが、スイム５００ｍ・バイク10km・ラン５km。一般のトライアスロンとは全く異なる割り当てで行われるらしい（そもそもリレーだし）。

　この中だと水泳５００ｍがいきなり鬼き門もんになるかもな……。泳ぐ場所が海ということを加味すると、一番厳きびしいレースになりそうだ。

「愛あい莉り、頑がん張ばって。……でも無理はしないでな」

「はいっ！　みんなに迷めい惑わくをかけないよう、全力で泳ぎますっ」

　しかし、この数字を見ても愛莉は動じるそぶりすら見せない。ということは、とりあえず泳ぎ切る自信ならば有あるということか。ふふ……これはお見それしました。

　それぞれのコースだが、水泳の場合まず50ｍ砂浜を走ってから入水。Ｕ字型に浮かべられたブイの周りを４００ｍ泳ぎ、再び砂浜ダッシュで舗ほ装そう路ろで待つ自転車の選手にバトンタッチ。

　自転車ラウンドでは半島の海岸線せんをなぞるヘアピン型の車道を滑かつ走そうし、いよいよランへ。直線５kmの持じ久きゆう走そうを終えると、ちょうどこのスタート地点に選手が戻ってくる、という算段になるらしい。なかなか良くできている。

　その他幾つか特記事項が定められていたが、今さら細かい注意を伝えても混乱させるだけになりそうなのでさっと読み流し、常じよう識しきで推測できない『これを犯したら一発失格』みたいなルールが無いことだけを確かく認にん後、俺は要項を葵に返した。

「うし。じゃあそろそろ、大会本部の方に行こっか。今回は対外戦じゃなくて仲間同士の勝負だ。みんな仲良く、でも全力を出し切ろう！」

　拳こぶしを掲かかげ意気込みを問えば、女バス部員全員から『おー！』と威い勢せいの良い返事が届く。

「かげつちゃん、正々堂々お姉ねえさんと勝負だよ」

　その傍かたわらで唇を一文字に結び、少し憂うれいを秘めたような表情で佇たたずむかげつちゃんにも発はつ破ぱを掛けると、

「……わかっています。姉様に無理をさせてしまうのは心苦しいですが、私の話を聞いていただくために、仕方ないと思うことにします」

　眉み間けんに皺しわを寄せつつ、変わらぬ信念を言葉に変える。

「ん。ひなたちゃんも、がんばろうな」

「おー。かげと、しんけんしょうぶ」

　そんな妹の硬さとは逆に、姉の表情はひたすら明るい。

　さあひなたちゃん、見せてやろう。今までみんなと一いつ緒しよに頑がん張ばってきた成果を。
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　開会式に出席する子どもたちと別れてから話し合った結果、葵あおいと竹たけ中なかには最後の中継地点で待たい機きしてもらうことになった。

　俺おれの方はまず初しよっぱなのスイムを観かん客きやく席せきから応援させて頂こうと思ったのだが……うーむ、だいぶ競きよう技ぎの場から遠いな。これじゃあ二人ふたりの姿は豆粒ほどにしか見えない。オペラグラスとか、持っていれば良かったんだけど。

「すばるんさま、こちらでしたか」

　人垣の後ろで準備の甘さを嘆なげいていると、いつの間にやら隣となりに立っていらした久く井い奈なさんに呼びかけられた。さすがというか、重厚な黒いエプロンドレスを着込んでいるのに、この炎えん天てん下かで汗一つかいていらっしゃらない。

「あ、どうもです。どこへ行かれてたんですか？」

　ところで実は先ほどから、彼女の姿が見あたらなかったのである。身の回りの世話をすべく子どもたちに帯たい同どうしていたのかと思ったが、どうやら違うらしい。

「運営者様に、会の記き録ろくをさせて頂けないか打診しておりました。無事承しよう諾だくを得られましたので、どうぞこちらへ」

「え、こちらへってどういう……あ、待って下さい！」

　おっしゃる意味はよく分からなかった。けど、なんとなくこの人には従っておくべきだという気もして、促うながされるまま後に続き観客席を抜ける。

「あはは……」

　すると、スイムコースから少し外はずれた浜辺に大ぶりなゴムボートと、三脚に設置されたビデオカメラが用意されていた。

　ううむ素す晴ばらしすぎる……どれだけ融ゆう通ずうが利きくんだ三み沢さわ家けって。

「ほれほれ、ぼーっとしてないで早く位置に付け。もうすぐスタートだぞ」

　感かん嘆たんのままに立ち尽くす俺。と、ボートの上から聞きき慣なれた声が響ひびく。目をやれば、オールを肩に担かついだ紺こん色いろ学校指定水着姿のミホ姉ねえが半はん眼がんを向けていた。

「あ、俺も漕こぎ手て？」

「たりめーだ。何もせずに良い思いできると思うな」

　そりゃそうか。もちろん喜んで引き受けますが。

「申もうし訳わけありません、すばるんさま。自転車競技からは車が使えますので、しばし力をお貸し下さいませ」

「いえっ、喜んで！　本当に助かります久井奈さん。あはは、それにしても、他ほかの出場チームに嫉しつ妬とされちゃうかもですね、こんな大がかりな撮さつ影えいしてたら」

「その心配でしたらご無用かと。私以外の撮影クルーも、順次ビデオカメラの設置を進めておりますので。大会の様よう子すは、全すべての参加者さまに楽しんで頂けますよう余すことなく記き録ろくし、後のちほど本部へお届けするつもりです」

　もはや絶句するしかなかった。どこまで優ゆう秀しゆうで手回しが良いのだ、この人は。昨日きのうの内うちからいろいろ見越して動いてないと、そんな準備絶対間に合わないだろうに。

　とにかく、それなら何も心配する必要はない。深く感かん謝しやを告げ、砂浜に突き立てられていたオールを摑つかんでミホ姉ねえと並ぶ。

　海を見やれば水泳コースはすぐ近く。これはまさに特等席での観かん戦せんが出来そうだ。







　久く井い奈なさんに先乗りして頂いたボートを海上に浮かべてまもなく、スピーカーから案内が流れ、子どもたちがぞろぞろと砂浜に並びだす。

　いよいよ、レース開始だ。わくわくしながら俺おれとミホ姉も船に乗り込み、ぎゅっとオールを握りしめて待つ。

　スタートラインには、十五人を超える少年少女たちが色とりどりの水着で一いつ直ちよく線せんに整せい列れつしていた。なるほど、地方の大会にしては結構参加者が集まっているんだな。もしかしたら、市外から遠征で来ているチームもうちらだけではないのかもしれない。

　──ぱぁん。

　吞のん気きに観察していた俺の横よこっ面つらを叩たたくように、ピストルの音が響ひびく。レースが始まった。

　直後、集団から頭ひとつ抜け出す二人ふたりの影かげ。……智とも花かと愛あい莉りだ！

　さすが自じ慢まんの教え子たち。智花の瞬しゆん発ぱつ力りよくが優すぐれているのは言わずもがな、愛莉だって毎日厳きびしい練習に耐えているのだから、そんじょそこらの子どもにダッシュで劣るはずもない。部のエースにだけは僅わずかに差をつけられてしまったものの、愛莉もまた後続との距きよ離りを広げながら波なみ打うち際ぎわまで到達する。

「おーし！　二人とも頑がん張ばれ！」

「にゃはは、どっちも負けるなよ～！」

　ミホ姉と共ともに大声で応援しつつ、オールを握りしめ俺たちも海うな原ばらへこぎ出す。

　智花も愛莉も、泳法はクロールを選せん択たくしたようだ。４００ｍという距離を考えると、どちらもかなり強気の姿勢だ。クロールはスピードが出る反面、スタミナの浪費も激はげしい。最後まで、保もつと良いのだけど。……もしかしたら、そもそも愛莉の場合は、まだクロールしかできないのかもしれないが。

　頼む、なんとか泳ぎきってくれ。

「って、え!?」

「にゃはは、こりゃー驚おどろいた」

　そんな祈りなんて、むしろ失礼だった。そこまで思わされるような光景を、俺おれたちは目まの当あたりにする。

　競きよう泳えいが始まるや否いなや、智とも花かと愛あい莉りの間に当初数ｍほどあった距きよ離りが、じりじりと縮ちぢまりだしたのだ。

　愛莉が大きなストロークで波をかき分け、徐じよ々じよに智花の身体からだを飲み込もうとしている！

「す、すごい……。まさかこの短期間で、ここまで上達していたなんて……」

　オールを漕こぐ手を止めそうになるほど驚き、目を見開く。ああ、失敗したな。この勇姿、葵あおいにも見せてやるべきだった。久く井い奈なさんが録ろく画がして下さっているとはいえ、共ともに愛莉の水泳技術を指南してくれた葵にとっても、特別な場面となったであろうに。

　喜びに幽かすかな後こう悔かいを織おり交ぜ、俺はボートから身を乗り出す。

「いや……少し、おかしいな」

　と、その横でミホ姉ねえが、ぼそりと不安げな声を響ひびかせた。

「えっ？　おかしいって何がだ？　愛莉、完かん璧ぺきなクロールができてるじゃないか」

「あー、愛莉はすごいよ。見事なもんだ。でも……智花の方が少し変だ」

「智花の方？」

「なー昴すばる。お前、智花が本気で泳いだとこ、見たことある？」

「本気……。こんな風ふうに観かん戦せんしたことは、もしかしたら無いのかも」

「やっぱりか。じゃあ気付かなくてもしょうがないだろうけど。……ちょっと、遅いよ。今日きようの智花。あの子の全力はあんなもんじゃないのに」

　ぎくりとして、視し線せんを先頭へ。智花のアドバンテージは、もう１ｍも無くなっていた。

「そ、そうなのか？　でもフォームはしっかりしてるように……ん？」

　ミホ姉の指摘を聞いた後で改めて注視すると、確たしかに今日の智花は、少しだけ身体からだの動かし方が全体的にこぢんまりしているような気もする。なんだかおっかなびっくり泳いでる感じ、とでもいえば良いのか。

「まさか、愛莉に合わせて手加減……いや」

　一いつ瞬しゆんだけ浮かんだ可能性は、すぐに棄き却きやく。そんなはずはない。昨日きのう、愛莉の前で『全力で受けて立つ』と宣言したのだ。なのに智花がそんなスポーツマンシップを侮ぶ辱じよくするようなこと、するわけがない。

「なにか、トラブルってのが一番ありそうだな。どこか痛くしたとか」

　ミホ姉の言う通り、最も疑うべきはそこだろう。だ、大丈夫なのか。だとしたら智花は勝負に水を差さぬよう、なにがなんでも隠そうとするに決まってるぞ。無理が祟たたって取り返しのつかない怪け我がに繫つながったら……。

「あ、あのっ！　何か、智花に異常は見あたりませんか!?」

　たまらずボートを二人ふたりに寄せながら、カメラを覗のぞき込んだまま微動だにしない久く井い奈なさんに意見を求める。ズーム機き能のうを使えば、肉眼で捉とらえきれない問題がいちはやく見つかるかもしれない。

「……はい。大変申し上げにくいのですが、もっかんさまは非常に苦しんでおられます」

　絞り出すような言葉に、唇を嚙かむ。なんということだ。く、しかたない。あまりひどいようなら無む理り矢や理りにでもレースを中断させるしか……！

「ど、どこが悪いのですか智とも花かは？　脚あし……それとも肩でしょうか」

「いえ、水着です」

「そんな、水着だなんて最悪……へ？」

　レンズから眼めを離はなし沈ちん痛つうな面おも持もちで答える久井奈さんの声を聞き、俺おれとミホ姉ねえは狐きつねにつままれた気分で首を捻ひねる。

「み、水着……ですか？」

「はい。どうやらもっかんさまの水着の上の方が、大きすぎるらしく。先ほどから、しきりに浮きあがりそうになるのを抑おさえて、泳ぎに集中できない模も様ようです」

「…………なん、だと？」

「………………………………………………………………………ばふっ」

「こら笑うなミホ姉っ！」

　失礼だろうが！　しかし俺としても非常にコメントに困る！

　あー……そういえば、水着買い換えたばっかりらしいもんなあ。フィッティングが完かん璧ぺきじゃなかったのかも。自転車と同じように、競きよう泳えい用よう水着も用意して頂くべきだったか。

「ああ、いけません！」

「……っ!?　こ、今度は何がっ？」

　いろんな意味で言葉を失っていると、ちょうど折り返し地点のブイを廻まわったところで久井奈さんが大きな声を出す。見れば智花は完全にストロークを止やめ、海にうつぶせで浮かんでいるだけの状態になっていた。

　その横を大きなターンで追い抜いていく愛あい莉り。どうやら泳ぎに夢中で、幸か不幸か智花のトラブルには全く気がついていないようだ。

「何があったんだ？　智花、止まっちゃったぞ？」

　日光を手で遮さえぎりながら、ミホ姉も久井奈さんに尋たずねる。視力２・０超えの叔お母ばとはいえ、まぶしすぎて状況が把は握あくできないようだ。

「たった今、完全に、ズレてしまいました。水着がたくし上がり……お背中が露あらわに」

「………………まじ、か」

「………………………………………………………………………………ぼふっ」

「だから笑うなっつってんだろうが！」

　しかし、どうする!?　いったいどうすればこの逆境から救ってやれるというのか……。

　智とも花か自身、パニックに陥おちいってしまい取るべき行動を見失っているのだろう。もはや体を動かすことも忘れて顔を水に浸し続け、息継ぎすらしようともしない。

　そうこうしているうちに、どんどん後続の一団が智花の背後に迫ってきて……。




「あ、諦あきらめるな智花っ!!」




　気付けば俺おれは力の限りオールを漕こぎ、ギリギリまで智花に近付き叫んでいた。何の解決にもならぬ、ただの応援にすぎない。それでも、黙だまってられなかった。こんな不幸な事故でレースが終わるなんて、誰だれより智花本人が可哀かわい相そうすぎる。無責任な言葉しか届けられないけど、なんとか状況を打破して欲しいと心から願ねがう。

　──次の瞬しゆん間かん。ぴくり、と小さな身体からだが揺れたような気がした。

　そして、智花の全身が海中へ消える。

「潜もぐった……!?　まさかずっと潜せん水すいで進む気か!?　それはさすがに無茶むちや──」

「いや、浮かぶぞ！　ほらっ！」

「まあ……。うふふ。もっかんさま、素す晴ばらしい機き転てんでございます」

　何が起こったのか、すぐには分からなかった。が、再び力強くストロークを始めた智花の背中を見るや、俺もまた久く井い奈なさんと同様に感動を覚える。

「なんて見事な判断力だ……。さすが、エース！」

　少女の、背中の中心。

　そこに──正しい位置に直された水着上に、団子状のコブが出来ていた。

　潜水した一瞬の間にホックの端を固結びにし、長さを調ちよう節せつしてみせたのだ！

「……うおっ!?　おい昴すばる、よーく見とけ。……智花のやつ、ついに封ふう印いんを解く気だ！」

「え、封印って……な！」

　訊きき返す間もなく。智花の身体が、宙に舞まい上がった。

　両手をシンメトリーに動かす鳥のような動きと、波をかき分けるドルフィンキック。

　四枚の羽根を原動力に、智花は愛あい莉りへ猛もう追ついを仕掛けだす！

「って、なんだこのスピード!?　ど、どうして──バタフライがこんなに!?」

　そう、土ど壇たん場ばで智花は、なぜかクロール泳法を捨てバタフライをおっ始めてしまった。しかもそれが、やたらめったらに速い。

「一説によると、バタフライが人類にとって理り論ろん上じよう最速の泳法らしーぞ。ま、つっても普通はリクツ通りにはならないんだけど。……でもごく稀まれに、そういう人間が居いても不ふ思し議ぎじゃないってことじゃないか、にゃはは」

「信じられん話だ……」

「だとしても、事実なのさ。智とも花かはクロールより、バタフライの方が速い。そしてあの子は一度、バタフライを捨てた。クラスメイトに『格好良すぎる！』って喝かつ采さい受けまくって、恥ずかしくなったらしくてな」

　うーん。いかにも小学校らしいエピソードなだけに、本当なんだろうな……。

「で、そんな智花が衆しゆう人じん環かん視しの中、いわくつきのバタフライを、自ら解禁した。この意味がわかるか、昴すばる？」

「……ああ、わかるさ。これでもかってくらい、本気ってことだろう」

　ミホ姉ねえの話を聞きながら、再び顔を海うな原ばらに向ける。

　先行する愛あい莉りは、もう浜まで残り50ｍほどという所まで詰めていた。この分だと、クロールだけで４００ｍをしっかり泳ぎ切ってしまいそうだ。

　本当に、すごいな。その頑がん張ばりが、成長が眩まぶしくて。俺おれも、負けるものかという気分になってきた。よし、絶対夏休み中に、スクープシュートの成功率をヒフティ以上まで高めてやる。

　最終ブイを通過し、レースは砂浜ダッシュを含めて残り75ｍ。もはや愛莉の一着は約束されたも同然だ。手足の長さが海というパワーを要する環境では大きな武器となったのだろう。

　しかし、そんな体格の差を跳はね返さんと、急速に距きよ離りを縮ちぢめる少女の存在も、当然忘れてはならない。

「ぷはあっ！　はあっ、はあっ！」

　まず、愛莉が浜にあがる。そして余力無き身体からだに鞭むち打うって、焼ける砂の上を駆かけ始める……が。

「アイリーンっ！　あと少しだっ！　踏ん張れ！　たのむ踏ん張ってくれ～！」

「トモっ！　抜ける、抜けるわよっ！」

　遅れて上陸した智花も、苛か烈れつな追い込みを披ひ露ろうする！　こちらはまだスタミナにも若じやつ干かんの余裕が残っている上、駆かけ足あし勝負ならばもともと智花に軍配が上がる。

　最後の10ｍは、まさに手に汗握るようなデッドヒートとなった。

「まっ、真ま帆ほちゃんっ、おねがいっ！」

「ごめんね、頑張って紗さ季き……っ！」

　歓かん声せいの中、バトン代わりのリストバンドは、ほんのコンマ何秒の差で積せき年ねんのライバル二人ふたりに託される。








２ｎｄ　ＳＴＡＧＥ




～永なが塚つか紗さ季き　ＶＳ　三み沢さわ真ま帆ほ　自バ転イ車ク対決～






「さーて、そんじゃ」

「行きます、かっ！」

　智とも花かと愛あい莉りから受け取ったゴム製のバンドをはめるや、真帆と紗季は動きをシンクロさせてペダルに力を込める。二台のロードバイクが、音もなくアスファルトの上を滑すべり出す。

「昴すばるくん、メイドさん！　こっち！」

　併あわせて、追走する俺おれたちも羽は多た野の先生が予あらかじめ待たい機きして下さっていた車に乗り込み、映像記き録ろくと応援の拠点を移す。

「すまんミホ姉ねえ、先行く！」

「おうよ、ゴールで待ってる！　またあとでな！」

　後部座席に乗り込んですぐ窓を開いて身を乗り出し、スイム組のケアのため単独で残ってくれたミホ姉に敬礼。車が動き、道ばたにへたりこんだ愛莉と智花の近くを徐行していく。

「二人ふたりとも、最高のレースだったぞ！」

「は、はいっ……！　え、えへへ」

「そ、その。お恥ずかしいところをっ……！」

　声をかければ愛莉は満面の笑えみで、智花は顔を真まっ赤かにしながらも早口で返事を聞かせてくれる。智花には、余計なことを言わないようにしてあげないとな……。ただ、最後まで諦あきらめなかった事だけを褒ほめてやろう。

「さーて、ひとまずは真帆と紗季の応援──って速っ！」

　二人に何度も手を振ってからようやく前を見ると、ロードバイクはもう遥はるか彼方かなたまで先行していた。

「さあ追いかけるわよ。安全運転するけど、一応シートベルトは忘れずにね」

　言うが早いか、羽多野先生の運転するドイツ車がリニアに加速していく。肩に柔らかなＧを感じ、言われた通り腰にベルトを回す。

　バイクコースは初めの約６kmがなだらかな登り道で、カーブを経てあとはずっと緩ゆるい下りという危険も起伏も少ない構成になっているため、テクニックはあまり必要とされず、純粋な加速力が試される場となりそうだ。

　そのためバスケで脚力を培つちかっている真帆と紗季にとって有利な戦いになるのは間違いないのだが、それにしたって二人の飛ばしっぷりには驚きよう愕がくさせられる。振り返ると、元々あった後続との差が呆あきれてしまうほどに開き、もはやレースの大たい勢せいは決してしまったといっても過言ではなさそうだ。

　恐らくだがこれ、二人ふたりの力に加え『自転車の質』が大きく影えい響きようしてるんじゃなかろうか。あまり深く考えずにお願ねがいしてしまったが、三み沢さわ家けが用意してくれたロードバイクなんてどう考えても最高級品に決まっているもんな……。

　それを考えると他ほかの参加者さんたちに多少申もうし訳わけ無い気持ちになってしまうが、今さら是非もない。慧けい心しん学がく園えん女バスの合宿集大成として、謹つつしんでこの場をお借りさせていただこう。

「へっへ～、そろそろバテてきたんじゃねーのサキっ！」

「馬ば鹿か言わないで！　あんたこそ、よそ見してると海に落ちるわよっ！」

　再びレースの観かん戦せんに集中すると、車はちょうど真ま帆ほたちの隣となりまで到達したところだった。さっそく応援すべく開けっ放しの窓に顔を近づけたとたん、とめどなく罵ののしり合う二人の声が風を切る音に混じって伝わってきた。……あーもう相変わらず何やってんだが。

「落ちるわけないじゃんっ！　ていうか無理して喋しやべらないほーがいいよん。あたしはまだまだヨユーだから平気だけどっ！」

「わ、私だってまだ半分も力出してないわよ……！」

　真帆の挑ちよう発はつに、歯は嚙がみして余力をアピールする紗さ季き。

　しかし言葉とは裏うら腹はら、そこからほんの１km程度の道どう程ていで、併へい走そうしていた二人の間に僅わずかな差が生まれる。

　紗季が、真帆の後こう塵じんを拝する形で、ちょうど自転車一台分ほどの差を付けられてしまった。

「残念でしたっ。サキはスピード勝負じゃ、絶対あたしには勝てない！　かけっこでも、スキーでも水泳でも自転車でもっ！」

「…………っ」

　振り返って勝ち誇る真帆に対し、紗季はもう何も言い返そうとはしなかった。

　脚きやく力りよくの限界を感じ、屈服してしまった？

　──いや、違う。

　なあ。分かっているか、真帆。もし、そんな風ふうに思っているのなら──今回ばかりは足元を救われちゃうかもだぞ！

「いよーし、あとは下りっ！　このままぶっちぎりで…………はれ？」

　レースは中間地点を優ゆうに過ぎ、いよいよ緩ゆるやかなカーブから下り坂に差し掛かろうとする。

「誰だれを、ぶっちぎるつもりかしら？　……ふふ！」

　そこでついに、紗季が再び真帆に並びかける。

「な、何でっ？　もうバテたんじゃなかったの？」

「勝手に決めつけないで。私はただ、休きゆう憩けいしていただけよ。あんたの背中を使って！」

　──ドラフティング。あるいはスリップストリーム。あえてライバル選手の後ろに貼はり付き、風と空気抵抗を和やわらげる技術は、俺くらいの年ねん齢れいの男子ならばわりと小耳に挟む機き会かいも多いが、小学生の女子となれば別だろう。

　だからきっと、これは紗さ季きが自分で咄とつ嗟さに考え、編あみ出した戦略にちがいない。

　ちなみに公式のトライアスロンだとドラフティング行為は禁止されているらしいが、この大会のルールではまったく問題なし！

「ふふ……確たしかに、私は運動能力では真ま帆ほに勝てない。でも、バスケを始めて知ることが出来た。『スポーツ』って、単純な力比べが全すべてじゃないってことをね！」

　まさしくその通り。体格やパワーで劣る相手にだって、判断力と戦略で裏をかき、一泡吹かせてやることが出来る。

　だからこそ、バスケに限らずスポーツというものは面おも白しろいのだ。

「……くくっ、やるじゃん！　でも、あたしは負けねーよ？　こっからの下りで、また差を付ける！」

「望むところよ。ほとんど体重に差のない私たちにとって、下りはきっとスピードでも戦略でもなく……勇気の勝負。さあ、最後の決着をつけましょう！」

　再び並び立った二人ふたりはペダルを強く踏み込み、一番重いギアを全力で回す。

　まっすぐに伸びたアスファルトの上を二台のロードバイクが鼻先を並べ駆かけ下りていく。転んだら大変だ……と気が気ではなかったけど、崇すう高こうなる意地と意地のぶつかり合いに、俺おれはもはや何一つ口を挟むことが出来なかった。

　やがて、二人は一歩も譲ゆずらぬまま、後続を遥はるか彼方へ置き去りにして停車エリアに滑すべり込む。

「ひなっ、精一杯ね！」

「ゲッタン、あたしらの努力無む駄だにすんなよ！　勝っちゃっても許す！　ヒナに勝てるもんならなっ！」

　今度は、まったく同時に繫つながるバトン。

　メインイベントを食いかねないほどの激はげしい鍔つば迫ぜり合あいに助けられ、完かん璧ぺきにイーブンな条件で、いよいよ姉妹対決の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。








３ｒｄ　ＳＴＡＧＥ




～袴はかま田だかげつ　ＶＳ　袴田ひなた　持久走ラン対決～






「準備オッケーです！」

「了解よ、ちゃんとベルト締しめてね！」

　バトンタッチが行われている最中、左右の後部ドアが開き、葵あおいと竹たけ中なかが俺おれを挟み込むようにして車に乗り込んでくる。おかげで視界が悪くなってしまったが、レースの結末を見届けたいのはみんな同じだろうし、文句を言える筋合いではない。

「ひなたちゃん、頑がん張ばってね！　かげつちゃんも！」

「がんばれひなた……ってお前くっつなよ！　気持ち悪い！」

　暑苦しさも意に介さず竹中に覆おおい被かぶさり、右車しや線せんを走るひなたちゃんたちに声援を送る。葵もまた助手席と運転席の間に身体からだをねじ込み、どっちもがんばれ、と大たい呼こ。

「ふー……ふー……ふー……」

「………………………………姉ねえ様」

　レースは、静かな滑すべり出しとなった。５００ｍ程ほどを消化したところで、先頭はひなたちゃん。１ｍほど遅れ、余裕のあるストライドでかげつちゃんが続いている。まだどちらも何か仕掛ける気配けはいは無く、互いの出方を窺うかがっているといった様相だ。

　……いや、本当にそうだろうか。

　二人ふたりの姿を眺めながら、何となく違和感のようなものを覚える。ひなたちゃんは問題ない。いつも通り頑張ってくれていると思う。けど、かげつちゃんの方は……。

「おい妹っ！　ちんたら走ってるんじゃねーよ！　お前、本当はもっと速いだろうが！　俺、去年のマラソン大会で見たから知ってるぞ！」

　もやもやと疑問を膨ふくらませていると、隣となりで竹中が我が慢まんの限界とばかりに声を張り上げた。

　やっぱりそうなのか。違和感の正体、それは恐らく、かげつちゃんのフォームから気迫、いや、有あり体ていに言ってしまえば真剣さが感じられないことだ。俺の場合、かげつちゃんが運動する姿を一度も見たことがなかったので確かく信しんには至らなかったが、竹中にはもっとはっきりとした形で手加減が見て取れたようだ。

「参ったな……」

　無む論ろん、それが戦略だというならば良い。前半は力を温存し、後半一気に爆ばく発はつさせるとか、そんなつもりならば。

　しかし、不安そうに姉の背中ばかりを見つめて走る今のかげつちゃんが、そんな策を内うちに秘めているとは、いささか思いづらいのであった。

「……っ」

　叫び声に反応し、竹たけ中なかを一いち瞥べつしたかげつちゃんだったが、すぐ向き直り、今までと同じペースでひなたちゃんの追走を続ける。

「おい、どうなんだよ！　ちゃんとベストを尽くしてるっていうならそう言え！　でも、違うだろ！　どーせひなたのことが心配だ～とか思って、テキトーに流してるんだろ!?」

　さらにまくし立てる竹中に対し、顔つきを歪ゆがめながらも、かげつちゃんは無言を貫つらぬく。その沈ちん黙もくが、どうやら答えのようだった。

　気持ちは、全く分からないわけではない。気がかりなのだろう、ひなたちゃんのことが。それが、かげつちゃんの愛情なのだろう。

　でも、これではダメだ。どちらが勝つにせよ、全力でぶつかればもっとお互いを認めることが出来る関係になるのではと、そう期待していたのだが。このままだと間違いなく、姉妹はわかり合えないままだ。

「ふっ、ふっ、ふっ、ふっ」

　息を弾ませ先行するひなたちゃんの後ろ姿が、遠い。

　やりきれない。今まであんなに頑がん張ばってきたのに、それが一番大事な、家族にだけ伝わらないなんて。




「ふっざけんな!!」




　唇を嚙かむばかりの俺おれのこともまとめて一いつ喝かつするように、竹中が声を限界まで張り、咆ほう哮こうした。

　びくりと肩を揺らし、かげつちゃん、さらにはひなたちゃんもこちらを見る。

「お前、妹のくせにぜんぜん分かってねーよ、ひなたのことっ！　いいか！　ひなたはな、マラソン大会で、一度だって途中で歩いたことなんか無いんだぞ！　いっつもドベの方だったけど、それでも最後まで絶対諦あきらめなかった！　一年の頃ころから、ずっとだ！　そんなひなたの頑張りをちゃんと見もしねーで、本気で相手にしないなんて……お前ねーちゃんのことどんだけ馬ば鹿かにすれば気が済むんだよ！　最低の妹だな、おいっ！」

「なっ!?」

　レース中だということも忘れたように、大きく眼を見開いたかげつちゃんが車に身を寄せてきた。

「ば、馬鹿になんてしてませんっ！　私はただ、姉ねえ様のことが心配でっ！」

「それが馬鹿にしてるって言うんだよ！　お前の心配なんていらねーんだ！　妹が、どーしてねーさんのこと信じてやれない!?　ちょっと先に身体がでかくなったくらいで偉そうに見下してんじゃねー……げほっ！　げほ、げほっ！」

　反はん論ろんしたかげつちゃんに、間かん髪はつ入いれず青筋を立ててがなる竹中。ついには喉のどを詰まらせむせ返ってしまった。

　あはは、ちくしょー。

　……今の、格好良かったじゃんかよ。

「ねー。……かげっ」

「っ!?　ち、違うんです姉ねえ様っ、私は……私は……」

　俺おれと葵あおい、二人ふたりがかりで竹たけ中なかの背中をさすってやっている間に、窓の外ではひなたちゃんがスピードを緩ゆるめ、かげつちゃんに並びかけていた。

「ひな、かげのぜんりょく、見たいな。だいじょうぶだよ、負けないから」

　ここからは死角で、ひなたちゃんの表情は覗うかがえない。

　けど。きっとにこにこ、一片も曇くもり無く、笑っているのだろうな。

　だって、ひなたちゃんだもん。

「……おい妹。走れよ、本気で。それでもきっと……いや、絶対にひなたは負けない。それが、俺の知っている、今のひなただ。お前が勘かん違ちがいしているような、弱っちーやつじゃ無いんだよ。もう、とっくにな」

　やっと咳せきがおさまるや、竹中はもう一度かげつちゃんをけしかける。

　その通りだ。少し前ならいざ知らず。バスケットボールを好きになってくれた今のひなたちゃんなら、過剰な心配で保ほ護ごされる必要なんて、もう無いんだ。

「…………姉様。ごめんなさい。私、もう我が慢まんできません。この私が、姉様のことをわかってないだなんて、そんな言いがかり、耐えられません。だから、本気を出します。本気で姉様に勝たせて頂いて、竹中先せん輩ぱいのほうが間違っていることを、証明します」

　そしてついに、竹中の言葉が届いた。

　いや、正せい確かくには断定的に否定されたせいで、自分の正しさを証明したいとムキになっているだけなのかもしれない。

　けど、今はそれでも良いと思った。どのみち、ゴールしたとき全すべてがはっきりするのだから。

「──っ」

　かげつちゃんが、真っ正面を見み据すえる。それを合図に、五年生とは思えぬほど均きん整せいの取れた身体からだが深く沈み、一歩ごとにひなたちゃんをぐいぐいと引ひき離はなし始めた。

「おー？」

　遠ざかる妹の背中に、ひなたちゃんが眼を瞠みはる。そして僅わずかに口こう角かくを上げ、真ま似ねするように身体を沈ませ──

「ひなたっ！　いけないお前は──もが！」

　──たのを見てまた何か叫びそうになった竹中の口を、俺は間かん一いつ髪ぱつで塞ふさぐ。

「な、なにしやがる！」

「ダメだ。ひなたちゃんだけにアドバイスしたら公平じゃない。……全力勝負だからな」

「…………ぐ。け、けどっ！」

　意図を理解してくれたのだろう。竹たけ中なかは悔くやしそうに俯うつむく。それでもやっぱりひなたちゃんのことが気になって仕方ないらしく、唸うなりながら抗こう議ぎの言葉を模も索さくし始めた。

　もちろん、俺おれだって本当は指示を出したくて仕方がない。この後の動き方一つで、結末が大きく変わることも分かってる。

　それでも、あえて今は、何も伝えない。

「大丈夫だ。最初に言ったのはお前だろ。信じてあげようぜ、ひなたちゃんのこと」







　かげつちゃんが大きく先行してからひなたちゃんは……ほんの僅わずかにスピードを上げただけで、深追いはしなかった。

　それに、ほっと安あん堵どする溜ため息いきが三つ。いや、もしかしたら聞こえなかっただけで五つだったのかも。

「ねー、だいぶ離はなされちゃったけど平気なのっ？」

　と、車外から切迫した声が響ひびく。ゴールしてへたりこんでいた真ま帆ほと紗さ季きの二人ふたりが、レースの結末を確たしかめるため再び自転車に跨またがり、ここまで追いかけてきたようだ。

「ああ、あれで正解だ。さすがひなたちゃんだよ」

「ほえ？」

「ま、見てれば分かるさ。安心して」

　そう伝えると、まだ完全には納得出来てない様よう子すながらも、真帆は車から離れてひなたちゃんの応援に集中してくれた。

　かげつちゃんに出し抜かれ、孤独なレースとなってからもひなたちゃんは一歩一歩着実にゴールまでの距きよ離りを詰めていく。

　そして、残り１kmに迫るころ。

　再びひなたちゃんは、遠くにかげつちゃんの背中を捕らえた。

「すごいね……かげつちゃんって。まだ五年生なのに」

　葵あおいが、深く息を漏らす。

「うん、驚おどろいた。挑ちよう発はつしてバテバテにさせてしまったら……って少し不安だったけど、あの様子だと大丈夫そうだ」

「でもやっぱり、わかってなかったみたいだな。持じ久きゆう走そうのペース配分。だいぶ、スピード落ちてるぜ」

　竹中の言う通り、二人の距離が縮ちぢまったのはひなたちゃんがスパートしたからではない。

　間違いなく、かげつちゃんの走りに翳かげりが見え始めてきたせいだ。

　本気を出すと言い残し速度を上げたかげつちゃんだったが、あれは正直、子どもが５kmを走りきれるようなペースではなかった。聞けば、４年生時にマラソン大会で走破する距離は２．５km。恐らく、かげつちゃんにとってこの距きよ離りは未み踏とうの領域だったのではないだろうか。

　とはいえ、ひなたちゃんの方ものんびり走って楽々追いついたとか、まったくそんなわけではない。捕らえきるには、彼女にとってのベストタイムを終始保ち続ける必要があったはずだ。なんの指標も得られない状態で、５kmの長丁場を駆かけ抜けることが出来る限界のペースを、自分自身で見いださなければ勝ち目がなかった。

　換かん言げんすれば、これはかげつちゃんとひなたちゃん、どちらがより『自分と相手の力を正しく把は握あくできているか』。そんな勝負だ。

「……ね、姉ねえ様っ!?」

　残り５００ｍを切ったところで、とうとうひなたちゃんは先行する妹に追いついた。

　天てん秤びんは僅わずかにひなたちゃんの方へ傾いたようだ。

　けれども、これで終わりじゃない。おそらく、体力的に限界が近いのはどちらも同じ。

　ここからは、どっちが最後の最後まで勝利を諦あきらめないかの戦いになる。

　決着まで３００ｍ。歩道の両脇わきにはギャラリーが増え、彼方かなたの陽炎かげろうに霞かすむゴールテープも肉眼で確かく認にんできる。あと少し。しかしその少しが、激はげしく心身を痛めつける地じ獄ごくの道。

「はっ、はっ、はっ、はっ！」

「はー、はー、はー、はー！」

　もう脇目を振る余裕もなく、二人ふたりとも横並びで激しく肩を揺らしながらゴールを目指す。

　どちらも、譲ゆずらない。いや、譲れない。

　かげつちゃんはきっと、自分が姉より弱くては、守れない。だから負けられないと、意地を振り絞っている。

　いっぽうでひなたちゃんは今、どんな事を考えているのだろうか。

　マイペースで、いつも朗ほがらかに微笑ほほえみ、人と争う姿なんて想像もつかない。そんな少女が、鬼き気き迫るかげつちゃんの走りにこうして一歩も譲らず食い下がっていられる理由を、俺おれは上う手まく言い表せない。

「すごいぞひなたちゃーんっ！」

　だからただ、叫ぶ。隣となりでは、葵あおいも竹たけ中なかも。さらには羽は多た野の先生も、久く井い奈なさんまでも、力の限り声を張り上げ、ひなたちゃんを応援し続けていた。

「あと少し、あと少しだよひなたっ！」

「ひなちゃんっ、勝てる、きっと勝てるよーっ！」

「にゃはは。良いぞ、全部だ。全部出し切れっ！」

　ゴールテープが近い。傍かたわらでは智とも花かに愛あい莉り、そしてミホ姉ねえが二人を待ち構えている。

「ふふ、あとちょっとで念ねん願がんの一等賞しようよ、ひなっ！」

「味わってきな！　すっっっっっっっっっっっっげー気持ちいいぞー！」

　自転車で併へい走そうする真ま帆ほと紗さ季きからも、鼓こ舞ぶの声が響ひびく。




「おー。いってきます」




　大声援の中、なんとひなたちゃんは、この土ど壇たん場ばで仲間たちに向けてにっこりと微笑ほほえんでみせた。

　……ああ、そうか。ようやくはっきりわかった。

　いつか、竹たけ中なかに向けてひなたちゃんが語っていた言葉。




　──いっしょが、いいから。




　今もきっと、彼女の小さな身体からだを突き動かしているのは、ただその願ねがいだけなのだ。

　なるほど。それならばひなたちゃんにとってこの戦い、負けられるわけがない。







　レースが終わり、ミホ姉ねえに支えられなんとか日陰まで移動したところで、ひなたちゃんとかげつちゃんは折り重なるように倒れ込む。

　勝負は、最後の数メートルまで両者一歩も譲ゆずらなかった。

　けれども、ゴールする寸前の一完歩で僅わずかに前に出たのは……ひなたちゃんだった。

　ようやく全員が再集結した俺おれたちは袴はかま田だ姉妹の近くに一団で固まり、二人ふたりの息が整ととのうのをじっと待つ。

　本当は、すぐにでも労ねぎらいと賛さん美びの声を届けてあげたかったけど。

　今はもう少しだけ、姉妹だけの時間が必要だ。そう思ったから、まだ、誰だれも何も言わない。

「すごい、ですね。……姉様」

　寝そべったまま、最初に呟つぶやいたのはかげつちゃんの方。

「わーい。みなおした？」

「はい、とても。……もう、私が余計な心配などしなくても、大丈夫なのですね。姉様は、一人ひとりでも」

　溜ため息いきに乗せられた感かん嘆たんには、少しの安あん堵どと、大きな寂さびしさの響ひびきが込められていた。

「おー？　どうして、ひとりなの？」

「……えっ？」

　おもむろに、ひなたちゃんが半身を起こし、立たてて膝ひざでかげつちゃんに顔を寄せ、濁にごりなき笑えみと共ともに両手を伸ばした。

「ひな、嬉うれしい。やっとかげに追いついたから、嬉しい。ひなは走るのがおそかったから、ひなとかけっこしても、おにごっこしても、かげはあんまり楽しくないかもって思ってた。でも、もう平気。ひな、頑がん張ばって速くなったよ。

　だから、かげ。これからも、いっぱいいっぱいひなといっしょに遊ぼう？」
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「姉ねえ、様？」

　差し出された掌てのひらを見つめながら、かげつちゃんは短い髪を揺らし、きょとんと座り込む。

　見守るのではなく、いっしょに。並び立って共ともに歩もう。

　そんな当たり前の姉妹になろうと、ひなたちゃんに告げられて。

「……はいっ！」

　かげつちゃんは一筋の涙を流し、そして、笑った。

　日だまりのように温かな、月光のように柔らかな、お姉さんとそっくりな顔で。
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「すごいすごいすごい！　本当に上手じようずになったね愛あい莉りちゃんっ！」

　ひなたちゃんがみごと人生初のトロフィーを手にしたトライアスロン・リレーから一夜。

　合宿最終日となる本日は、まず午前中に竹たけ中なかに加え俺おれと葵あおいも参加してバスケの紅白戦を行い、午後は全員で泳ぎ納めの海水浴に繰くり出した。

「頑がん張ばったんだねー……。感動だ」

「え、えへへ。ありがとうございますっ」

　ようやく拝おがめた愛莉の勇姿に、葵は胸がいっぱいの様よう子すだ。沖の方から、砂浜で休きゆう憩けい中ちゆうである俺の耳にまで歓かん声せいが届いてきた。

　ちなみに約一名からの強い意向で、また、その意向に賛さん同どうした人間が多く存在したため、まだ昨日きのうのビデオ鑑かん賞しよう会かいは実施されていない……。

「──お。やあ」

「お、お疲れ様です、長は谷せ川がわコーチ」

　もしかしたら、二度とあの映像が再生されることはないかもなーなどと苦笑していたところ、かげつちゃんも浜に上がり、パラソルの下までやってきた。今まで散さん々ざんひなたちゃんに振り回され続けていたので、しばし休憩するつもりなのだろう。

　いや、あんなに楽しそうな様子を『振り回される』なんて表現するのはおかしいか。

「かげつちゃんこそお疲れ様。ラムネ飲む？」

「あ、ありがとうございます！」

　クーラーボックスから飲み物を取り出し渡してあげると、かげつちゃんは横にちょこんと腰掛け、器用にビー玉を落とす。なんとなくだけど、昨日から少しだけ俺に対しても打ち解けてくれたような気がしないでもない。微妙に雰囲気が穏おだやかになったとでもいうか。

「午前中はごめんな。退屈させちゃったろ」

　そんな気配けはいに後押しされて、積せつ極きよく的てきに話しかけてみる。バスケの最中は誰だれも構ってやることが出来ず、体たい育いく館かんの隅すみで終始見学を強しいてしまっていたのだった。

「いえ、バスケットボールはよく分かりませんが、迫力があって楽しいです。それに、頑張ってる姉ねえ様が見られるだけで……幸せですから」

「あはは、なら良かった」

　はにかんで水着の肩かた紐ひもを直すかげつちゃんに頷うなずき、俺も手に持っていたラムネを一口。

　彼女が着ている灰はい色いろベースのワンピース水着は、久く井い奈なさんが急きゆう遽きよ用意して下さったものだが、さすがの見立てでサイズはちょうど良いみたいだ。

「──あははっ。ひなた、行くよーっ！」

「おー。どんとこいー」

　入り江の中では、五人に葵と竹中も加わって水中バレーが始まっていた。その輪わの中で元気いっぱいに跳はね回る智とも花かの出いで立たちは……現在、諸しよ般はんの事情によりかつての学校指定水着に戻ってしまっている。

　だが、大丈夫！　久く井い奈なさんが持てる限りの裁さい縫ほう技術を尽くして、明日あしたまでになんとか処置を施ほどこしておくと約束して下さったからな。みんなで選んだというあの水着を再び身に纏まとう機き会かいは、そう遠くないはずだ。

「……っと」

　いけない、何勝手に余計なことを考えてるんだ俺おれは。良いではないか、学校指定水着。あれもまた趣おもむきがあって智花によく似合っているし、弘こう法ぼう筆を択えらばずということだ。……違うか。

「姉ねえ様、とても楽しそうです」

「ん、そうだね。かげつちゃんも、体力回復したらまぜてもらうと良いよ」

「はい、是非。長は谷せ川がわコーチも、一いつ緒しよに行きましょう」

「ありがとう。そうする」

　濡ぬれた短髪を耳にかけながら、かげつちゃんがにこやかに話しかけてくれる。

　ふむ。誘ってみるなら、いっそ今が良いかもしれないな。

「あのさ、かげつちゃん」

　衝しよう動どう的てきな決意のまま。少し唐とう突とつになることも厭いとわず、俺は一つの提案をしてみる。

「はい、なんでしょう？」

「かげつちゃんも、入らないか？　女子、バスケ部に」

「えっ？」

　驚おどろいて、かげつちゃんは顔を上げる。

　昨日きのうから、ずっとその事を考えていた。

　現状部員が五人しかおらず、公式戦に出られない慧けい心しん女バスにとって、追加メンバーは喉のどから手が出るほど欲しい存在。

　しかもかげつちゃんであれば、間違いなく一枚岩の五人にもすぐ溶け込める。これほどまで六人目にふさわしい──いや、六人目になって欲しいと願ねがえる人物は、もう二度と見つからない気がする。

「部に入れば、ずっとひなたちゃんと一緒に練習できるしさ。きっと、楽しいと思うよ」

　俺の打診に、かげつちゃんはしばし俯うつむいたまま沈ちん黙もくする。

「…………お誘い、ありがとうございます。でも、申もうし訳わけありませんが遠えん慮りよしておきます」

　しかし、僅わずかに心残りがおり混じったような笑えみと共ともに返されたのは、そんな言葉だった。

「そっか……」

「ごめんなさい。バスケは、あまりよく分かりませんし。皆さん真剣なので、軽い気持ちではきっと迷めい惑わくになります。だから、ただ姉様の傍そばに居いたいという理由では、受けられません」

　迷惑だなんて、とんでもない。それにかげつちゃんの性格ならば、きっと上う手まくなればなるほど責任感も強く抱いてくれるはずだ。

　ここはひとつ、ひなたちゃんからお願ねがいしてもらおうか。そうすればきっとかげつちゃんは一発で首を縦たてに振ってくれるだろう。

　……いや。

　でも、違うよな。無む理り強じいはしないというのが慧けい心しん女バスの方針だ。コーチである俺おれもまた、みんなの意向を裏切るような行動は、取らないでおこう。

「分かった。でももし気が変わったときは、すぐ教えて」

「はい、ごめんなさい」

　お互い小さく頷うなずきあい、再び顔を沖のバレー会場へ。

「……ですが」

「ん？」

　三口目のラムネを飲み込んだころ、かげつちゃんが独り言のように呟つぶやいた。

「姉ねえ様の自主トレーニングのお手伝てつだいくらいなら、始めてみようかと思います。何かお役に立てるなら嬉うれしいですし、今の姉様は本当にバスケが好きみたいなので。私も、応援させて頂ければと」

「……それは、俺からもお願いしたいな。ありがとう、よろしくね」

「はいっ」

　歯切れ良い返事を聞いて、俺の中の踏んぎりが付かない気持ちもようやく鎮しずまる。

　ま、いいや。今は、まだ。

　ひなたちゃんとかげつちゃんの間に隔へだたっていた壁かべが崩れて、大きな一歩が踏み出せたのだから、ひとまずはその事を喜ぼう。

　もちろんそう簡かん単たんに諦あきらめたりもしないけど、な。





＊






　夕食は二回目のバーベキュー大会を行い、和わ気き藹あい々あいと楽しい時間を重ねる。特に戦利品の焼やき牡が蠣きは最高の味だった。

　しかし、もう明日あしたには帰らねばならぬのか。ふてぶてしいことこの上ないが、ついついもう少しここに居いられたら、なんて思ってしまう。

「ん？」

　名残なごり惜おしさを携たずさえたまま洗面所にやってくると、磨すりガラスの戸を一枚隔てた奥からシャワーの音が響ひびいていた。誰だれかが浴室を使用中らしい。

「ふっ」

　ここで漫画の主人公とかなら、音に気付かず扉とびらを開けて大だい惨さん事じを巻き起こすのだろうが、もちろん俺おれはそんな間抜けな真ま似ねなどしない。そもそも今はただ手を洗いに来ただけであり、戸の方に近付く理由すらないのである。

　あ、でも一応『ここにいるよ』と声ぐらいはかけておくべきだろうか？

　……いや。それは逆に落ち着かない気分にさせてしまいそうだ。そもそも音が聞こえているうちは人が出てくるはずもないのだから、そういう配はい慮りよを考えるのはシャワーが止まった時で大丈夫だ。

　──がちゃ。

　などと決めた矢先にノブが捻ひねられる音。一いつ瞬しゆんだけ焦あせったが、首を捻ると開いたのは廊下に面した方の扉だった。

「おにーちゃん」

　だからぴょこんと顔を出したひなたちゃんはちゃんと服を着ている。何の問題もない。

「……あれ。ど、どうしたのひなたちゃん？」

　そう思ったのだが、よくよく見ると表情がやけに暗い。まさかとは思うが、またかげつちゃんとケンカを……？

「あのね、やもりさん、いなくなっちゃったの」

「やもりさん……？　ああ、ひなたちゃんが捕まえたやつか」

　悪い予想が外はずれて安あん堵どしつつ、記き憶おくを辿たどる。そういえば数日前、大事そうに運んでいたっけ。確たしか真ま帆ほから飼育ケースを借りるって言ってたはずだけど。

「おー。なんかね、蓋ふたのとこ、外れてたみたい」

　ああ、良くあるよなあ。飼育ケースの蓋って、きちんとはめたつもりでもひょんな事で開いてしまうのだ。

　かつてウチでも、飼っていたカブトムシを逃がしてしまったことがあった。それで、何な故ぜか風ふ呂ろ場ばに入り込んでいて、見つけた母かあさんが血相を変えて──




「きゃ、きゃあああああああああああああああああああトカゲええええぇっ!?」




　──そうそう、まさにこんな悲鳴をあげて飛び出してきて……って、え？

　現実と記憶のシンクロに驚おどろき、叫び声が聞こえた方に顔を向けた瞬間、

「きゃんっ!?」

「ぐご!?」

　構成色肌はだ色いろ九割の謎なぞの物体が、俺のあぎとに激げき突とつした。

　世界がぐるりと廻まわり、遅れて全身に衝しよう撃げきが走る。

「む、むぐ……？」

　直後、眼めはちゃんと開いているはずなのに辺あたりが暗転し、やたら息苦しくて身体からだも動かなくなる。背中の硬い感触からしてどうやら床ゆかに倒れ込んでしまったようだが、それではこの、俺おれの上に覆おおい被かぶさる、指先に吸い付くような温ぬくもりは一体……？

「ど、どうしたっ!?　いったい何が──おりょ？」

　混乱して固まっていると、どたどたと走り寄るいくつもの足音が耳じ朶だに伝わり、周りを数人に取り囲まれたような気配けはい。

「あいたたたた…………あ、あれ？」

　それにワンテンポ遅れて聞こえてきたのは──荻おぎ山やま葵あおいの不ふ思し議ぎそうな声だった。

　それもなぜか、我わが身みの直上からである。

　え、じゃあ、これって、もしかして？

　だんだんと嫌いやな予感で脳内が満たされていく……と、

「ふ、ふぇええええっ!?　あ、葵さんっ!?」

　頭の左上から、智とも花か。

「ひな！　何が起こったの？」

　足元から、紗さ季き。

「おー。なんかね、あおいがおにーちゃんにだっこしてもらおうとしてたの」

　右のわき腹付近からひなたちゃん。

「ええええっ!?　きゃ……葵さん……だいたん……」

　遠巻きから小声で愛あい莉り。

「やっぱりあおいっちはすばるんのことラブだったのか～！」

　耳のすぐ近くから真ま帆ほの声が聞こえ、堰せきを切ったように洗面所の中が黄き色いろい叫びで充満する。

　あ、あれ……。なんか、よろしくない気配が……？

「お、おい葵！　早くみんなにちゃんと説明……いやその前にとりあえず退どいてくれ！　息がくるし……むが！」

　慌あわてて俺にのし掛かっている犯人に危き機き回かい避ひを求めるが、

「え……あ…………あ、あ、あ、あ、あ……っ!?」

　こともあろうにこの局面で恐きよう慌こう状態に陥おちいりやがったのか、全く反応がない。無む理り矢や理りどかそうとしても文字通りどうにもつかみ所がなくて指先は滑すべるばかり。

　ん、待てよ……。

　状況から推測するに、葵はシャワールームから飛び出してきたんだよな。

　ということは、こいつ今、服は!?
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「おーいどした？　……うわ。あちゃー葵とうとう昴すばる襲おそっちゃったのかー」

「あら。くす、そういう積せつ極きよく性せい、嫌いじゃないわよ」

　そこに、さらなる野や次じ馬うま。なんとミホ姉ねえと羽は多た野の先生までもが参上してしまったらしく、何も確かく認にんしないまま勝手に盛り上がりだして火に油を注ぐ。

「ち、違う……。ここここれは違うの────────────────っ!!」




　まもなく、一転被ひ疑ぎ者しや側に堕おちた葵あおいの慟どう哭こくが、三み沢さわ家けの別荘に鳴なり響ひびいたのであった。

　因いん果が応おう報ほう、人を呪のろわば穴二つ。

　そんな格言を思い知らされる、ある夏の夜の出来事であったとさ……。
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　あとがき




　我ながら驚おどろきを隠せないのですが、『ロウきゅーぶ！』もこれでなんと五冊目。

　こうしてあとがきを書くのも五回目というわけで、幾いくらかは慣れたせいかだいぶ苦手意い識しきも薄うすれてきた気がします。一巻の時なんてある意味本文よりもきついプレッシャーを感じながら文字を埋めていったものですが。

　ただ、この手の『慣れ』という感覚はえてして良し悪しでして。対応能力の向上に慢心せず、むしろ感受性が鈍化してしまわないよう気を引ひき締しめておかねばなりません。

　執筆に限った話ではありませんが、ものごとにあまりにも慣れすぎると『面おも白しろさ』を積極的に探す努力を無意識に怠りだしてしまうんですよね、自分の場合。現状に、低いレベルで満足し始める。それが非常に怖い。

　例えば担当編へん集しゆうの和わ田ださんとのコミュニケーションもそうです。出会ったばかりの頃ころは発言三フレーズに五つのツッコミどころは当たり前、三フレーズに八つの時も──というほどに感情を揺らされておりましたが、今となれば落ち着いたもの。

　私から送った真ま面じ目めな業務連絡メールの返信が、




　題名：ぶ

　本文：らじゃー！




　などという内容でも、少しも動じることはありません。日常の一コマとして処理してそれきりです。

　こんなことで、はたして良いのでしょうか。うん、別に構わない気がしてきました。

　そんなどうでもいい話はさておき、今回は重大ニュースがございます。なんと『電でん撃げきG'smagazine』にて『ロウきゅーぶ！』の漫画連載が決定いたしました！

　とはいえ現時点ではまだ私も具体的な話を聞いてませんので、詳しくは帯の告知の方をご覧になって下さいませ。

　これもひとえに、よくよく思い起こしてみれば疲れてる時に限らず四六時中ダジャレまみれな和田さん、日本だけに留とどまらず世界規模で大人気のてぃんくる先生、そして何より拙せつ作さくを応援して下さいました皆様のおかげでございます。改めて、深く深くお礼申し上げます！

　次巻は秋頃の発売を目指します。表紙も五人で一回りしたことですし、そろそろあの人物にも活かつ躍やくの場を与えてやるべきか、いや、その前に短編集ですかね。

　まだ考案中ではありますが、今後ともお付き合い頂けると恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。


二〇一〇年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。麻雀も好きで先日ゲームで上がった役を再現した模様。ちなみに役名は小四が喜ぶと書いて「小四喜シヨースーシー」です！
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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